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　カゲロウデイズＩ




　──目が眩くらむ。世界が一瞬で白黒に変わる。そんな中、雲ひとつなく澄んだ空の青さと赤い……。赤い、標識、そして……！　その二色だけが強烈なコントラストを放ちながら網膜の奥に焼きついていく。



　今、目の前に広がっているこれは何なんだろう。



　馬鹿みたいに鳴き喚わめく蝉せみの声が耳に突き刺さる。

　鉄の匂においが君の香りと混ざり合う。

　すべての感覚が認識を無視して脳内を直接殴るように刺激する。



　横断歩道には焼け焦げたようなタイヤ跡と、小さな君の体と同じくらいの赤いラインが引かれていた。今更何ができるわけでもないのに近くに駆け寄ると、咽むせ返かえる熱気が目に、鼻に、頭に、更に現実を叩たたき込む。

　ここにいるのは君じゃない。

　ついさっきまで話をしていた君じゃない。

　ただの赤い何かの塊だ。

　誰に何を言われようと、これは、君じゃない。



　……吐き気が込み上げ頭が酷ひどく痛む。水中で目を開けているかのように視界が眩むと、ポタポタとアスファルトに水滴が垂れた。それはどうやら、僕の両目から滴り落ちているようだった。



　話し掛けようと口をパクパクと動かすが、蝉の声にかき消されてしまったのか、それとも声なんて最初から出ていないのか、全く何も聞こえなかった。



　伝えなきゃ。

　伝えようって決めたばかりなんだ。

　早く伝えなきゃ。



　ユラユラと揺れるカゲロウがやけに近くに立っていた。

　嗤わらうように、僕と君とを邪魔するように、ただただそこに立っていた。



　邪魔をしないでくれ。今からやっと伝えるんだ。

　後でいくらでも嗤ってくれていい。だから今だけは放っておいてくれ。



　大分遅くなったけど、気持ち悪がられるかもしれないけれど……



　少し我わが儘ままな態度も

　照れた時にすぐ殴る癖も

　なびく髪の匂いも全部





　　　　──僕は、君が大好きだった。



    

  
    
      　人造エネミー




　けたたましいサイレンの音で目を覚ました。心臓が一気に高鳴り、白い天井が目に映る。状況を全く理解できぬまま、脇わきにある小さい机をなぎ倒しベッドから転げ落ちた。

「……ッ！」

　右のすねを大きく打った。焼けるような痛みが一瞬遅れて脳に伝達される。

　痛みと爆音への恐怖で涙目になりながら、雪崩なだれ落ちた布団をたぐり寄せ体に巻きつけると、サイレンの音が止やんだ。



「おはようゴザイマス！　ご主人」



　その声を聞いた瞬間、オレは自分の置かれている状況を完全に把握した。



　不自然な体勢のままパンツ一丁で布団を巻きつけている涙目のオレ・如月きさらぎシンタローを、ディスプレイの中から眺め、涙目で笑いをこらえる少女・エネがそこにはいた。



　　　　＊



　真夏日。少し前までは隕いん石せき衝突やらマヤ文明のなんやらで世界が消滅するだのしないだのと騒がしかった世間も、今や「あの超人気アイドル初のドラマ主演決定！」などという話題がトップニュースになるくらい、平和になっていた。

　職業柄、時事的なニュースにはめっぽう強く、ネット界隈での終末論争最前線で激論を繰り広げていたような人種であるオレとしては、パンチに欠ける現状と言わざるを得ない。まあ職業柄とは言ったものの、本来のオレは十八歳の普通の男子高校生である。しかし今は自主的自宅謹慎を行い、ネット界隈の住人と意見交換に勤いそしむ合間に自宅を守る警備員をしている。基本的な勤務内容としては、知識０から始めた同人音楽制作の傍ら、某動画サイトの新着動画へ愛ある批判コメントを日夜投下し続けるというもので、この職についてからもう二年以上になる。



　ちなみに作品はまだない。



　だがしかし今日は珍しくやる気に満ちていた！

　ＰＣデスク前にどっかりと座りこみ、今朝母に供給されたサンドウィッチを頬ほお張ばりつつ打ち込みソフトを睨にらみつける。目指すは某動画サイトランキング一位、着うた＆カラオケ配信、メジャーアルバム……！

　とどのつまりはちやほやされたいのである。



　日頃はその高い志こころざしも虚むなしく、ものの数十分で朽ち果てて批判コメント職人として邁まい進しんするのがデフォルトになっていたが、このサンドウィッチには母の愛以外にも特殊な成分が入っていたのだろうか、まるで神が降臨したかのようにフレーズが溢あふれだしてくる。

「これは……売れるッ!!」

　そう口に出しつつポチポチと打ち込み作業を続ける。あり得ないほどに順調な作曲作業に内心恐怖心すら抱いだく。しかし、先ほどから明らかに故意で作業妨害を敢行するウィルスとでも言うべき存在がディスプレイの中でちょろちょろとしていた。

「今日はかなり猛暑日だそうですよ。うわっ！　都心で予想最高気温35℃ですって！」

「わわ。もう都内だけで十人くらい熱中症で搬送されてるみたいですよ。ご主人も外出時にはしっかりと対策しないとだめですね！」

　こんな日に外出する奴の気がしれない。

　というかそもそも外出する奴の気がしれない。

「そうだ、今日のサイレンはですね、某国の危険度レベル４以上の有事に使用されているアラートでして、ご主人が最も嫌がるであろう周波数帯域にブーストをかけて──」

「今日のサイレンってなんだよ！　明日もあんのかよ！　……あ」

　いよいよ突っ込んでしまった。これはまずい。



　ディスプレイを右に左に移動しながら、不毛な会話の種を投げつけていたそいつは突如立ち止まり、「キタ！」と言わんばかりにどアップで笑みを浮かべて嬉き々きとして続ける。

「あ、ネタバレになっちゃいましたね～では明日はもっと刺激的なものをご用意せねば！　いえいえお代は頂きません、お客様の喜ぶ顔が見れれば結構でございます」

「どこのせぇるすまんだよ！　お前これ痣あざになってるからね!?　傷害事件だからね!?」

　おーほっほと不気味な笑いを繰り出しつつ手をもむそいつに、痛々しい打撲痕を指さし必死の言及を行う。

　しかしそんな抵抗も虚しく、そいつは「？」とクエスチョンマークを頭上に表示させてしらじらしい顔で首をかしげるのだった。



　８月14日午前３時。突如として家中に鳴り響いたサイレンの音は、オレはともかくとして母親まで叩き起こした。駆け付けた母親が目にしたものは、ディスプレイに表示される「かわいらしい女の子」を、大声でどなり散らす息子の姿。

　サイレンよりも確実に近所迷惑だと思われる怒鳴り声が発せられ、拳こぶしが目の前に現れたかと思うと、朝になっていた。



　そのようなことがあり今に至る。鏡は見てないが顔にも恐らく痣ができているだろう。

「もう勘弁しろよマジで……ＰＣ壊されたらどうすんだよ……ほんと死ぬぞ？」

「おおお……ご主人お優しい！　自分のことよりも優先して心配してくださるなんて！　今朝も目が覚めてすぐ私のところに駆けつけてくださいましたよね！」

　往年の少女漫画のように毒々しく目を輝かせながら、さらに画面いっぱいにズームしてくるそいつにまたも激しく怒鳴り散らす。

「それお前をデリートするためだから!!　あとＰＣなくなったら死ぬのオレだから!!」

「またまたそんなこと言って……。ご主人は人徳のあるお方です……素敵！」



　話にならない。

　こいつホント話にならない。もう嫌だ。

　なんでこんなことになったんだっけな……。



　一年くらい前に届いた送信者不明の謎のメール。今なら確実に開くこともないであろうそのメールを開いたことで、オレの生活は笑えるほどストレスフルになってしまった。

　メールの添付データに潜んでいたこいつはオレのパソコンに侵入するやいなや、一瞬で端末内の「すべて」を占拠してしまった。

　一体何が起こったのかその時はわからなかった。アプリケーションウィンドウの重なりを無視して、幾何学的なエフェクトがデスクトップ全体に広がったかと思うと、青い髪をツインテールにまとめ、全身が淡く発光するかのように輝く美少女がそこに現れた。

　その姿に最初は「かわいい」などと思ってしまった。そんな時期もあった。

　ええ、ありましたとも。



　突如出現したそいつは、さも物語のメインヒロイン登場時によくある「あなたが助けてくれたのですね……一緒に戦って……」的な雰囲気を醸しだしていた。

　それは当時完全に社会の底辺、魔ま窟くつの住人だったオレに「主人公カードを引いた！」と思わせるには十分で、これから始まる謎の組織との戦いや、各地で巻き起こる超常事件、謎のモンスター出現や集結する仲間たち……！　そんな胸躍るストーリーの第一話なのだこれは！　と勘違いさせるのには完璧すぎる邂かい逅こうだった。



　が。



　まぁ何一つとして超常的な力も覚醒せず、魔眼も開眼せず、仲間どころか注文した商品も来ないしモンスター出現といったらゴキブリくらいのもの。そもそも出会って一番最初の会話が「あ、今日からよろしくお願いします～」「あ、はい……」なんてセリフの冒険活劇聞いたこともない。



　最初はまぁ身の上話……と言ってもそう深い話でもないのだが、まだまともな会話ができていた。

「あなた一体何なんですか？　こんなソフト見たことも聞いたこともないんですが……」と当時謎に敬語を使っていたオレが聞くと、

「自分でもよくワカンナイんですよね～」と答える。そういう感じだ。



　いや、これでもほんと成立してたほうだ。聞いたことに答えてくれているのだから。

　ところが一週間もすると慣れてきたのか、徐々に奇行が目立つようになり、作業妨害やあからさまな嫌がらせが始まった。自作のセンチメンタルな恥ずかしい歌詞などを溜ためていたフォルダの名前が「ＴＯＮＳＯＫＵ」に変えられていたり、この生活の中で集められた選りすぐりの秘蔵画像フォルダの名前を「性欲の墓場」に変えられていたり……。

　一ヶ月もする頃にはそのタイトル改変祭もＰＣ全土に及び、作っていた曲のデモデータも「これでアルバム作ったら新ジャンル開拓できそうだ……」と思うほどセンシティブなタイトルに塗り替えられていた。

　もちろんこれらひとつひとつには、喉のどが焼ききれるくらいのオレの怒りの咆ほう哮こうが隠れているのだが、特筆するほどの効果もなかったので割愛する。



「っつーかお前さぁ……オレのログインパス変えたろ」

　そう、今朝から動画サイトに全くログインができない。パスワードを変えた記憶もない。となると十中八九こいつの仕業である。

「おお！　流石さすがご主人、反応が早くて嬉うれしい限りです！」

「戻せよ……今すぐ……」

「まぁまぁそう焦らずとも。──というわけでこんなものをご用意いたしました！」

『保存しますか』の問いに『ＮＯ』の選択がされ、ディスプレイに表示されていたすべてのウィンドウが瞬時に閉じられた（最小化ではない）。

「ぎゃあああああああ」

　それから木曜ゴールデン臭がプンプンする四択クイズ画面が表示される。

「そんなわけで第一問！　これに正解するとひとつ目のパスワードをお教えしま──」

「お前は馬鹿なのか!?　死ぬのか!?　これ!!　曲!!　これ!!」

　椅い子すから立ち上がり大声でディスプレイに向かって叫び散らすオレの姿は、傍はたから見れば滑こつ稽けいの極みだろう。目の前のこいつも「うわ……なにこの人……あぶねぇ……」というような表情をしている。いや、お前のせいだ。

「はぁあぁ～……」

　急に力が抜け、頭を抱え込んだまま机に伏せようとした瞬間、肘ひじに嫌な感触が当たった。

「あぁ!!　ご主人ご主人!!　飲み物!!」

「え？」



　──キーボードとマウスに飲みかけの炭酸飲料が注がれていた。



　すでに二回目となる悲鳴が部屋に轟とどろき、慌ててティッシュをキーボードに叩きつける。

　染み込んでいく糖液に最悪の事態が頭をよぎる。

　考えてはいけない。今はこの命を救うことだけに全身全霊を傾けるのだ！



　拭ふき取りを終え、慌てて各キーを入力するが、反映されるのは「o,r,t」のキーのみ。

　どうやら手遅れだったようだ。無念の涙が頬を伝う。

「ご主人！　マウスマウス！」

　その声に我に返る。

　そうだ、まだ救える命があるかもしれない！

　涙をこらえマウスを手に取る。

「頼むッ……！　戻ってこい……！」

　声を漏らしながら一心不乱にティッシュを叩き付け続け、もうどれだけ経たっただろうか、

　改めて動作確認するも反応するのは右クリックのみ。無情に表示されるメニュー。

　世の中はどれほど理不尽にできているんだろうか。

　こいつらが一体何をしたというのか、あまりにも残酷すぎる。

「あ！　ご主人これトロロとだけ打てます！　あ、待ってくださいトトｒ──」

「それ以上喋しやべるな……もう……」

　パソコンごとこいつを廃棄処分したい衝動に駆られるが、それをしたところで死ぬのは自分。顔を手で覆い絶望感を噛かみ締め、行き場のない怒りを自分の中に飲み込ませていく。



　──しばらくの沈黙。エアコンの音が部屋を満たし、足元に運ばれてくる新しい冷気が徐々に頭まで冷やしていく。そう。これがこいつの一番やっかいなところだ。過去の奇行の度たびにオレは何度も怒り狂い、何度もこいつをデリートした。だがどこかネット上にでもバックアップがあるのか、オレのパソコンがオンラインになっている以上こいつは何度でも蘇よみがえれるらしく、デリートの次の瞬間には何事もなかったようにディスプレイを占拠している。ではオフラインにすれば万事解決か？　もちろんオレがそんな地獄のような環境に数時間ですら耐えられないということは明白。よってこの悪循環が生まれている。

　まさに人の手によって造られた敵。エネミーが故ゆえに「エネ」。どこの誰だか知らないが、こんなハイパーなＡＩにこんなぶっ飛んだ性格を持たせるのはきっと嫌な奴に違いない。



「ふぅ……」と息を吐く。この一連のやりとりももう何度も経験している。しかし今日はあまりにもいろいろなことが重なりすぎた。こいつの短絡的な嫌がらせは恐らくオレ以外の人間だと気が狂うレベルだろう。我ながらよくここまでもっていると思う。

　誰かに称賛を送ってもらいたいところだが、無念のボッチ。ヒキニート。もうダメだ。



　そんな不毛な思考を脳内でグルグルと巡らせ、もう何分が経っただろうか。ふと異様な静けさに気がつく。喋るなとは言ったものの、こいつがここまでまともに言うことを聞くとは珍しい。おもむろにディスプレイに目をやると、意外なものが飛び込んできた。



　画面中に家電通販サイトの配達可能日の情報が並んでいた。しかし驚いたのはそこではなく、申し訳なさそうに俯うつむきながらこちらの様子を窺うかがうそいつの姿だった。

　オレと目が合った途端「あっいやっ……」と目を逸そらし、すでに臨終したキーボードとマウスを指差す。

「いや、その……まさかこんな風になるとは思ってなくて……まあちょっとした悪ふざけといいますか……」

　何を言ってるんだこいつは……？　と首を傾かしげたが、何か反応を待つようなその態度に一瞬遅れて理解をする。

「え……？　もしかして反省してんの……？」

「……ッ！」

　ハッとしたかと思うとすぐさま俯く。

　足をもじもじとさせるそいつに、何やら出会った当初の感覚を思い出しこちらも俯いてしまった。謎の緊張感が場を支配する。と、とにかく何かしゃべらなくては……！

「いや、起きちゃったことはしょうがないというか……ま、まぁこいつも古い型だったしそろそろ変えようかと思ってたとこだしさ……」

　そう言い終えてディスプレイに目を戻すと、すでにそいつはこちら側に背を向け、通販サイトを片かたっ端ぱしからひっくり返している最中だった。

「で・す・よ・ね～!!　いやぁホント新しいのを買ったほうがいいと思ってたんですよ！　というか、それよく今まで動いてましたね～大往生じゃないですか！」

　開いた口がふさがらない。

　未いまだかつてここまで意味不明な感覚を経験したことがあっただろうか。

　最早怒りでも悲しみでもない、虚無感が心を満たしていく。

「あれ？　でもそうか、まずいですね～……」

　そんな感覚に身を委ゆだねているとふと、そいつの発言が引っかかった。

「まずいってなんか問題あるのか？　とりあえず使えれば何でもいいから、即日配達してくれるとこ探してくれよ」

「それはまぁ……私の責任もちょっとありますし」

「ちょっとじゃねえよ」

「ご主人たぶんコレがないと今日明日中に死んでしまうと思うんで……」

「まぁな」

「ですよね。で、いろいろと探してはいるんですが……ご主人今日って何日ですか？」

「あ？　今日は14日……だよな？　多分……っあ！」

　ハッとしてディスプレイいっぱいに開かれた検索結果を注視する。

　そのすべてに表示されている「即日配送不可」の文字。

「お盆なんですよ。どこもかしこもお盆休みで、配送自体明後日あさつてからがほとんどです」

　眩暈めまいが起きるのを感じた。

「明後日……？　二日後……？」

　オレは堪たまらず背もたれに寄りかかる。

　二日間。普通に考えれば何てことのない日数だろう。

　しかしオレにとってこれほどの死活問題はない。

　飯を抜けといわれれば二日間くらい抜けるだろう。

　寝るなといわれれば二日間くらい起き続けられるだろう。



　──だが、これだけは話が別だ。



　最早呼吸そのもの、それこそ息を止めろと言われているようなものだ。

　二日間息を止めていられるか？　そんなことはできるはずもない。

　二年前からの生活で、それくらいオレの体はネットに張り付いていないとダメになってしまっている。携帯もあるにはあるが、この家はなぜか電波状況が非常に悪い。というか使わなさすぎて現在ちゃんと機能するのかすら危うい。

　ＰＣ自体が壊れなかった分まだよかったが、操作端末が完全に死んでしまっている以上「この箱」はなんの役にも立たない。例えばディスプレイの中で座り込んでいるこいつが「少しでも話がわかる」やつだったら、事態はそう深刻ではないのかもしれない。こいつに指示を出して、様々な操作を代わりにさせればいいのだ。

　しかし二日もの間、こいつに付き合うなんて、それこそ明日にはストレスか何かで胃に穴が開いて死ぬことだろう。

　話しかけられても基本無視のスタンスで今までなんとか穴を開けずに来たというのに、こちらから一つ一つお願いをする？　もしそんなこと提案しようものなら、こいつは新品のおもちゃを手に入れた子供のように目を輝かせてＯＫするだろう。

　実際もう先ほどから「さぁ……もう選択の余地はないでしょう……？　さぁ……！」と声が聞こえてくるのではないかというほどの熱視線を浴びていた。

　──すでに道は二つか。



　ＰＣを諦あきらめて死ぬか、こいつのおもちゃになった挙句死ぬか。



「二択ひでぇ……」

　口に出るほどの絶望感が溜ため息いきとともに流れ出していく。

　正直なところ自分でも馬鹿らしいとは思うが、本当にオフラインになったら死ぬ自信がある。ギャグなんかではない。この、世にもアホ臭いシチュエーションで、死の選択しか出てこない自分に涙すら出てくる。

「……あの～」

「なんだよ……」

「まぁその……思うところはあるかと思いますが、今回ばかりは私もちょっとやりすぎたと思ってまして……」

　そんなことを言いながら、先ほどオレを騙だました俯き顔ともじもじのコラボレーションを再び投下してくる。

「お前のその謝りモードのバリエーションの少なさはなんなの！　もう騙されねぇよ！」

「い、いやっ!!　ちょっと待ってくださいホントです！　ホントに反省してます！　もう今回ばかりは三日でも四日でもご主人の手足になりますよ！」

　必死にアップになって謎の主張をしてくる。

「はぁ？」

「いや、ですから注文した商品が届くまで、キーボードとかの代わりとして使っていただいて結構ですよ！　ふざけたりしません！　ちゃんと言われたとおりにしますから……！　ホントですよぉ……」

　少し目を潤ませつつ更にどアップになる。

　こいつ……！　こんなバリエーションもあったのか……!!



　十八歳童貞の心臓はこのくらいでも簡単に高鳴る。無念だ。



　だがここで簡単に折れるわけには……と思うものの、さっきからまじめに通販サイトも調べていたし本当に反省を──？

　などと考えていると、ふとそいつの後ろで何か文字が記入されているのを見つける。

　なんだ……？

　どアップのそいつの左下画面の奥、目を凝らすとそこには先ほどの四択クイズアプリの問題文が書き換えられている最中だった。

『問題

　この問題に答えるとご主人の検索したいワードを一文字入力できます！

　間違えた場合はご主人秘蔵画像集から一枚ずつネットに公開していきますので

　解答にはお気を──』



「……おい」



　依然として目をうるうるとさせつつ「？」と可愛かわいげに小首をかしげている。

　が、最早なんの感情もわかない。

「後ろのそれ」

「……？　……はっ！」

　慌てて後ろを振り返るとアプリを終了させ、何事もなかったかのように再びうるうるとこちらを覗のぞき込む。先ほどより明らかに表情はぎこちなくなっているが、それを補うかのようにうるうるが増量されている。

「…………」

「あ、あの～……？」

「……もういいよ」

「え？」

　──二年。様々なことを思い出し感傷に浸るが、最早生き残るにはこうするしかない。

　椅子から立ち上がりクローゼットを開けた。近所にでさえも外出しないので、着る服は何枚かをローテーションしている。そのため衣装ケースなんて基本的に使わない。

　しかし今日だけ。今日だけはこれを開ける。

「ごっ……ご主人!?」

　後ろからありえない！　と言わんばかりの驚きの声が聞こえる。

　一段目を引くと、フード付きのパーカーやジャージが綺き麗れいに陳列されていた。

　これを着ていた頃の、隔絶していた思い出が一気に流れ込んでくる。

「うっ……」

　昔のアレやコレやを思い出し、古傷がズキンと痛むような感覚に襲われた。首をブルッと振り、一番右側の一番上に畳まれているジャージを手に取り、引き出しを閉める。

　続いて二段目を引くとそこにはカーゴパンツや短パンがこちらも綺麗に畳んであった。そこからカーキのカーゴパンツを選ぶと、こちらもすぐさま引き出しを閉めた。

「ご主人！　どうしたんですか!?」

　今まで着ていたスウェットを脱ぎ、取り出した衣服を着始めると、とんでもない一大事に直面したかのようにそいつが慌てだした。

「今までそんな格好したことないじゃないですか！　一体どういう……？」

「……買い物」

「……え？」

「買い物に行くんだよ！　悪いかよ！」

「買い……物……？」

　どうやら予想外の返答だったようだ。

　一体オレがこれから何をすると思ってたんだこいつは。

「そうだよ……もう自分で買ってくるよ。お前あてになんねぇし」

「買い物ですか……！　なぁんだビックリするじゃないですか！　てっきり自殺でもするのかと思いましたよ！」

「しねえよ！　キーボードにジュースこぼしたから死ぬってどんなやつだよ！」

「いやご主人ですけど」

「……まぁな……」

　やりかねなくはないかもしれない。残念ながら身に覚えがあるのも事実だ。

　そんな他愛のないやりとりをしつつ身支度をすすめる。



「……まぁとりあえずこんなもんか」

　ジャージのチャックを一番上まで閉め、着替えを終える。

　久々に着る少し堅めの服は、なにやら初めて着たかのように緊張感があった。

「へぇ～！　案外いけてるじゃないですか！　普段の格好は終わってると思いますけど」

「おお……そうか？　大丈夫かなぁ……？」

「全然大丈夫ですって！　男前ですよ！」

「そうか？　なんか照れるな」

　恥ずかしいがまんざらでもない気持ちになりディスプレイのほうを向いてみると、そこには一流ファッションモデルのイケメンたちの画像がずらりと並べてあった。そして画像の向こう側から「いやぁ本当にかっこいいですよ！　流石のファッションセンスです！」と声だけが聞こえてくる。

「へこむからやめろ……もう……」

「え？　なんでですか？」

「もういいよ。わかってるから……」

　一気に外出への意気込みを削り取られる。しかしもう後に引くつもりはない。

　クローゼットにかけてあったバッグを下ろし、首にかける。

　大体は準備完了だ。あとは小物系を攻める。

「ええと財布と……あとはいらないか」

　普段通販の支払いにしか使わない財布を、ベッドの枕元から手に取る。

「こんなもんかな。ふぅ……じゃあ行ってくるか」

　一度大きく深呼吸をし、部屋のドアに近づく。

「ちょっ、ちょっと待ってくださいご主人!!」

　ドアに手をかけた瞬間、呼び止められパソコンのほうを振り返る。

「なんだよ……？　もういいからこれ以上変なことしないでくれ」

「いや……あの、外出されるのって久しぶりじゃないですか？　だからまぁその……一人よりは二人のほうがいいんじゃないかな～と」

「二人？　誘うやつなんていねぇよ」

　おかげさまで連絡が取れるような友人は一人もいない。まあいても誘う気などないが。

「いや、ですからそうじゃなくて……ええと……私だったらほら、ナビゲート的なこともできますし……」

　何か察しろと言わんばかりの態度だ。もちろん「連れていけ」というメッセージを察しないわけがないが、パソコンを担いで行けとでも言うのか。

「お前がどうやって来れるんだよ。じゃあ連れてってやるから出て来いよほら」

「え？　ホントですか!?　じゃあ今から出るのでそれ……！」

　そいつは笑顔でベッドの横にある小さいタンスを指差した。



　──その上には埃ほこりを被かぶった、タッチパネル式の携帯電話が置かれていた。



　　　　＊



　真夏日。本当に真夏日。夏というものはここまで暑いものだっただろうか。

　つい先ほどまで室内で冷気の恩恵を受けていた体からは、「ジュウ……」と音が聞こえるかと思うほど汗が噴き出していた。

　ここまでわずか二十秒。歩き出しはしたものの、ライフポイントがみるみる減っていく。

「あ～テステス。ご主人聞こえますか？　あ～あ～」

「……もう帰ろうかな……」

「え？　なんか言いました？　もうちょっと近づけて話してください～」

「いや……なんでもない……」

　このやる気のない声の持ち主は暑いだのという感覚はないのだろう。羨うらやましい限りだ。

　カナル式のイヤホンを付け、携帯をまるでトランシーバーのように構えるこの姿は、何かの作戦を遂行しているように見えるだろうか。

　今朝使われた爆音のサイレンを鳴らすわ、母校のＨＰの掲示板に実名で友達募集をすると脅迫されるわで、結局押しに負け連れて来てしまった。

　携帯画面には満面笑みのそいつが待ち受け画面のように表示されている。が、落ち着いて待ち受けをやるつもりなどさらさらないようで、ちょろちょろと動き回っている。



　まさかソフトにオペレーションされる日が来ようとは……。

　まあオペレーターというよりはひどく近代的な疫病神という感じだが。



　公道に出るといよいよもって夏の攻撃力を思い知らされる。

　道の先にはカゲロウが揺らめいていた。

　北極だか南極だかの生物が、いきなりサバンナに放り出されたような感覚。

「暑い」。湿度だの気温だのはどうでもいい……。ただただ「暑い」。

「マジかよ……夏ってこういうもんだったか……？」

「だからさっき言ったじゃないですか！　今日は熱中症で搬送される人も結構いるみたいですって。あ、ご主人保険証持ちました？」

「持ったよ……いつでも搬送ＯＫだよもう……」

　家を出る時に、一応何が起きても大丈夫なようにいろいろと持ってきた。

　最悪どこかでぶっ倒れても身元はわかるだろう。

「おお！　なら安心ですね！　さぁキビキビ歩きましょう!!」

「はい……ってなんでお前がそれ言えんの!?　もともと誰のせいでこんな──」

「あ！　ご主人今の交差点右です右！」

「え？　今の道？　おお悪い……なんか全然道覚えてないな。もうどこだかわからん」

「ご主人ホント外出しないですもんね。最後に外出したのが確か二年前なんでしたっけ？　その頃の地図とは全然変わっちゃってるみたいですよ？」

　あまりの暑さにあてられて意識していなかったが、確かに相当変わったようだった。

　何やらとんでもなくでかいビルがあったり、新築のマンションがいくつもあったりと、わずかに記憶に残っている情報がことごとく覆されていく。俗に言う都市開発というやつなんだろうか。長いことこの街で生きてきたが、たった二年間でここまで大きく様変わりするということはなかったはずだ。それとも部屋に引き籠こもってたこともあり、久々の外出の落差でそう感じるだけだろうか？



　自分の街をまるで誰かが少しずつ作り替えているような、そんな感覚に襲われる。

　この街の住人は、自分も含めそれに気づかず生活しているのかもしれない。



　そんなことを考えながら交差点まで引き返し、言われたように右に曲がると、大通りが見えた。案外立地の良いところに自分の家はあるものだ。交通量もそこそこに多く、人の流れもそこそこに早い。左右の建物に遮られた一本道の先、左から右、右から左へと現れては消える人の流れは、普段目にするディスプレイの画面と何ら変わらないように見えた。

「ええっと、この先の大通りを左にず～と道なりに進む感じですね。で、その後右に……ご主人？」

「え？　お……おう。なるほどな。で、この次はどっちに？」

「だからこの先の大通りを左ですって！　その後右です！　なんですかご主人、ずいぶんボーッとしてますね。……！　もしかしてもう熱中症ですか!?」

「いや、そういうわけじゃないけど。ただ、なんか変な感じするんだよなぁ……。ほんとにそんなとこにデパートなんかあったか？」

　少なくとも二年前にはそんな大きいデパートはなかった。ちょっとした家電を買おうと思ってもかなりの遠出だったはずだ。

「間違いなくありますよ？　ん～と……ＨＰには『あなたの街の百貨店！　家具家電からキッチン用品、何でも取り揃そろえております』って書いてます。……ああ！　でもこのお店できたのが今年の春ですね」

「はぁ……それじゃ知らないわけだ。しかしなんだってこんなとこに……」

「ん～でもココらへんの地域は最近活発に開発が進んでるみたいですよ？　ここから右にちょっと行ったところには大きい病院、その先には新しい学校……向かいに大きな図書館もあるみたいです。これ、全部去年末から今年にかけて一気にできたみたいですね」

「そんなにできてんの!?　なんかホント変わったんだな……お、いよいよ大通りか……」



　一本道を抜けると、パノラマの街が一気に広がった。

　広告看板や街路樹、オフィスビルに飲食店。

　制服姿の学生や、携帯電話を片手に何やら平謝りしている会社員。

　それらすべてが発する音、音、音。

　感じずにいられない様々な情報に眩暈に似た感覚を覚える。



「うおぉ……なんかもう無理かもしれない。帰ろうか？　よし帰ろう」

「相当人がいるみたいですね。お盆休み恐るべしって感じです。頑張りましょう！」

「オレの意見とかそういうのは聞かないのね……あぁ～ほんともう人多いなぁ……」

　先ほどの小道より整備された歩道は、街路樹の陰がある分、多少歩きやすかった。

　しかし道行く人や車の往来によって体感気温はグンと上がる。

　ブツブツとぼやきながらも通りを進んでいくと、巨大な交差点に差し掛かった。

「だってご主人は家にいたって結局『死ぬぅ～死ぬぅ～』ってうるさいじゃないですか。もうちょっとの辛抱ですって！」

「お前さぁ……あぁダメだ、もう無駄にお前と話して体力消耗したくない。お、青じゃん。渡るか……」

　信号機が青に変わり交差点を渡ると少し先に公園が見えた。ブランコ、ジャングルジム、噴水等、子供なら飛び込まざるをえない素敵遊具たちが並んでいた。そしてそこからさらに進むと、今まで街路樹などで隠れて目につかなかったのか、大きなデパート特有の巨大な看板が右手の建物の上に少しだけ見えた。

「おおお思った以上にでかそうだな……！　こんなのができてたのか……」

「地域最大規模のデパートらしいですからね！　ついでにお洋服なんかも見ていかれたらどうですか？」

「アホか。外出るのは今日だけだって言ってるだろ。こんなクソ暑い世界はうんざりだ」

「ですよね～！　そう言うと思ってました！　いやいやご主人が服買って帰るなんて言い出したらそれこそ１１９番するところでしたよ！」

「オレは原人か!?　服ぐらい買うわ！　アホか！」

「おぉ、じゃあ見ていきます？」

「い、いや……今日は別にいいけど……」

　途端に「ぷっくくっ……」と含み笑いが聞こえた。

　顔が赤くなるのを感じ携帯をポケットにしまう。

「うわぁ！　ご主人冗談ですって！　今度また来ましょうよ!?　ね？」

　携帯はポケットだ。こちらの声は聞こえていないだろう。

「また今度……な」と、なんとなく呟つぶやいてみた。



　看板を目印に進んでいくと、再び二車線ずつの大きな交差点が見えた。

　右手の建物の列が途切れ、交差点の向こうにそのデパートが現れる。

　──その全貌は本当に「巨大」の一言だった。

　テニスコートにしたら何面分かもわからないほどの大きな駐車場は車で埋め尽くされ、絶えず道路から出入りの循環をしている。

　色とりどりの車の向こう側、デパートは十階建て以上はあるかと思われる二つの建物で構成されており、アーチ状の連絡通路が数階ずつに何本もそれらを結び付けていた。

「……これはすごいな。こんなもんが二年やそこらでできるもんなのか……？」

「あ！　もう着いたんですか？　ちょっとご主人～!?」

「今交差点渡ったところ。まだ着かねえよ」

「私も見たいです！　ねえご主人ってば～！」

「あぁもううるさい！　わかった！　わかったから！」

　あまりにも音量無視で怒鳴られるものだから、たまらず携帯を取り出し背面についているカメラをデパートの方向に向ける。傍から見たら完全に記念撮影に見えるだろう。

「うわぁ……！　これはほんとにすごいですね！　お城みたいです！」

「まぁ確かにここまで来るとデパートってより城って感じだな」

「へえぇ……。あ！　屋上に遊園地みたいなのがありますよ!!　行きましょうよ!!」

　ブーブーとバイブ機能を駆使して喜びを表現しているのか、いつにも増してテンションが高かった。

「いや行かねぇよ！　大体行ったところでお前何もできないだろ……」

「むっ……」

　ブブッとバイブが止み、とたんにメールの受信音だけが流れた。

　もちろんこの携帯にメールしてくるやつなんぞいるはずもないので、こいつの仕業だ。

「……？　なんだよ」

　携帯を見ると、ムスッとした表情のそいつがこちらを睨んでいた。

　珍しく攻撃的な視線に動揺する。

「ご主人はホンットにデリカシーってものがないですね！　私だって行ってみたいところぐらいあります！」

「はぁ？　だから行ったってお前乗り物も乗れねぇし、何が楽しいんだよ!?　つまんないだろ？」

「……ッ！　もういいです!!　一人で買い物でもメリーゴーランドでも乗ってればいいんです！」

「いやだから乗らねえって……」

　キッとした表情をしたと思った瞬間、プツンと電源が落ちた。いや、時刻表示が消えていないから省エネモードか？　なんにせよ画面は真っ暗のまま音も消えてしまった。

「おい！　なんだよ、おーい……」

　ブンブンと携帯を振ってもボタンを押しても特に変化はなし。時刻表示の部分が刻々と時刻経過を告げていた。

　現在、午後12時半を過ぎたところだった。

「何なんだよ……ホント意味わかんねえ……。──って！」

　ちょうど交差点を渡りきったところ、デパートの敷地の入り口近くで立ち止まっていたせいか、人にぶつかってしまった。

「あ、わ、すみませ──」



　顔を上げ、不意に合ったその『目』を見て……一瞬時間が凍りついた。



　真夏日だというのに薄紫の長袖のパーカーを着込んでおり、深く被ったフードの下からようやく目線が覗けるという程度ではあったが、それはこの上なく冷たく、まるで無機物のような表情に思えた。

　見てはいけない禁忌を見てしまったかのようなゾクッという感覚と共に、体中から汗が噴き出すのを感じる。

「ええと……その……あの……す、すいませ──」

　確実にコミュ障一発バレのドギマギ謝罪をブチかましつつ、頭を下げる。もうダメだ。殺される。母さん今までありがとう。せめて彼女がほしかった。

「……いいよ別に。悪かったね」

「え……？」

　頭を上げた瞬間、もうすでにそいつの影も形もそこにはなかった。

　周りには人が多いといっても今の一瞬で人が一人消えるほどの密度はなく、すぐに移動できる距離にも隠れ蓑みのになるようなものは特になかった。



　へなっとその場にへたり込みそうになり、たまらず膝ひざに手をつく。遅れて心臓がドクンと波打ち、同調するように汗が流れる。久しぶりに人と接したからなんて理由じゃない、確実にあの目は今までの人生で出会った中で一番冷たい目をしていた。

　オレとぶつかったからなんていう理由ではないだろう。それよりももっと深い……想像もできないような静けさを感じた。



「──……すか……？」

「……え？」

「大丈夫ですかって聞いたんです」

　ポケットから携帯を取り出し画面を見ると、いつの間に営業を再開したのか、そいつはちょこんと中心に座り込み、しかし相変わらずの膨れ面をしていた。

「あ……お前まだいたの。消えたんだとばかり……あ」

　オレが言葉を言い終わるか終わらないかの辺りから、そいつの顔はみるみる赤くなっていった。これはやばいのか？　いや確実にやばい。こいつが怒り狂ったところなんて見たこともないが、ろくでもないことは確かだろう。

「いや！　悪い！　冗談だって！　ホント悪かった！　ほら、あの最上階の遊園地みたいなやつ！　アレ後で行ってみよう！　な？」

　途端にそいつの顔を支配していた赤色はシュッと引き、目が「キラン」と音が聞こえるのではないかというほどに輝いた。

　とっさだったとはいえ、これは確実にまずいボタンだった。しまった。

「遊園地ですか!?　ほんとに？　ご主人今行くって言いましたよね!?」

　ブルブルと手が痺しびれるほどバイブを鳴らし、キラキラと煩うるさいほどに目を輝かしている。

「え……？　あ……お、おう！　まぁたまにはいいだろ！」

「約束ですよ!?　ええと……！　あ！　あの上がったり下がったりしてるのがいいです！　あとええとええと……！」

　予想以上の好反応に内心多少の後悔をしつつも、まぁ悪い気はしなかった。

　さっきの奴のこともなんとなくもうどうでもよくなってしまった。

　そうか。こいつも外の世界に驚いてるんだ。

　匂いとか暑さとかそういうものを感じることができない分、オレよりもずっと外の世界が魅力的に見えているのかもしれない。

　門をくぐり、あれもこれもと次々に出される要求を「はいはい」と曖あい昧まいに返しつつ敷地の中の道を進む。



　デパートの入り口へと続く石畳の道は、さぞデザインにとてつもなく金がかかっているのだろう。徹底した装飾ぶりで、何色もに色分けされた長方形の石が組み合わさっている。

　これは、オレのような凡人にはよくわからない何かしらの精神的なアレをイメージしているに違いない。

　そんな作者の意図なんて微み塵じんも理解しないままズンズンと踏み潰つぶしていくと、二つのうち向かって左側にそびえる建物にたどり着いた。

　いざ真下から見上げると、空に届いてしまっていそうな錯覚に陥るほど高い。

　巨大なガラス製の扉の前には、これもまた装飾に凝った案内掲示板が置いてあった。

　まるで高級な絵画かのように額縁に入れられている。

「ええと家電、家電……お、七階か」

「とりあえずあの上がったり下がったりに乗った後はジェットコースターですね。その後観覧車にも……」

「あぁもうわかったから！　行くから！」

　呪文のように繰り返されるものだから、もうオレの頭の中ですら「上がったり下がったりに乗った後ジェットコースター」という流れを完全に想像してしまうほどになっていた。

「じゃあぱっぱと買い物しちゃいましょう！　マウス！　キーボード！」

「とりあえずは飲み物だ……」



　ドアの前に立つと自動でドアが開き、瞬間、冷え切った空気に出迎えられる。



「うはぁ……」

　余りの快感につい声が漏れてしまう。

「うわあ、ご主人普通にキモいですね！」

「ここまで必死だったご主人に対する第一声がそれかよ!!」



　……しまった。

　つい怒鳴ってしまった。一階の夏物の特設コーナーでショッピングを楽しむ家族客から一斉に注目を浴びる。小さい少年はオレのほうを指さして無邪気に笑っている。

「あ……あ、いやぁ……はは……」

　きっと完全に頭のおかしい男だと思われたことだろう。微妙な愛想笑いを浮かべながらそそくさとエレベーターホール側に消えていく様を少年に見せ付けてやる。

　絶対オレのようになるなよ。少年。



　エレベーターホールはショッピングスペースから少しだけ離れたところに独立しており、ベンチや自動販売機が並べられていた。ご年配の方や、ベビーカーの赤ん坊をあやす人がそこに座って休憩をしていた。

「自販だ……うおおお……！」

　なぜか、「ここに着くまでは……」と我慢していた飲み物をついに手に入れる時が来た。

　喉内はもはや息をするたびにくっつくのではないかと思うほどに渇ききっている。

　財布の中からリッチにも千円札を取り出し、自販機に吸い込ませていく。

　狙うは天下の炭酸飲料。

　これからこの体に黒い糖液を染み込ませるのかと思うと胸が躍る。

　ボタンが点灯すると同時に速攻で押す。その時間わずか０・３秒。神がかり的な速度だ。

　ガシャンという音が耳を潤す。自動販売機の魅力の一つがこれだ。もうしばらく聞いていなかった音に目頭が熱くなる。

　おもむろに手をいれ掴つかみ取った缶は、この世のものとは思えないほどに冷え切っていた。手のひらだけに味わわせるにはもったいない至福。体中にこの缶を這はわせたいという衝動に駆られるが、それではただの変態だ。

　いよいよプルタブに指をかけ開ける。「カシュッ」という音が再び耳を刺激し、弾はじける炭酸の香りが鼻腔をこれでもかと撫なで回す。たまらず口をつけ喉に流し込む。それは最早染み込むという表現では語りきれないほど、満たされていく感覚で──

「……ご主人ハァハァ気持ち悪いです」

「ぷはぁ……ああぁ……」

「キモさが尋常じゃないです」

「うるさいな！　お前も飲んだらこうなるって！　確実に」

「なりません。ってご主人エレベーター来てますよ！」

　四つ並んで稼動しているエレベーターの一番左端のドアが開き、人が勢いよくなだれ出てきた。一通り人を出し切ると次はぞろぞろと待っていた客が乗り込んでいく。

「え？　あぁ、いいよ次ので。これ飲んでからにするから」

　そう答えると、ごくごくと喉を鳴らし芳醇な炭酸の香りを楽しみながら糖液を体に──

「あああ！　行っちゃいますよ！　早く飲んでください!!」

「だから次ので行くって！　今飲んでるだろうが!!」

「そんなぁ……早くしないと終わっちゃいますよ!!」

「こんな昼にしまる遊園地なんてあるわけねえだろ！　それにどっちにしろエレベーターももう一杯だよ」

　並んでいた人ですら、ギュウギュウになったエレベーターの前でお見送りをしている。

「次のにちゃんと乗るから、のんびり待ってろって」

　ブーブーとローテンションなバイブを鳴らすそいつをよそにして、エレベーターのほうになんとなく目をやってみる。

　軽く触れるだけで押したことになる上下のパネルも、やはりさりげなく矢印がデザインチックになっており、経営者の徹底ぶりがうかがえる。左端のエレベーターの横にはこのデパートの紹介文のようなものが飾られていた。

「へぇ『コンピューターにより管理された最先端の防災技術により、館内はいかなる場合でも最高の安全が保障されます』だってよ」

「最先端ですか、じゃあ来年になったら『最先端』の部分ちゃんと消すんですかね？」

「いや、お前すごいエグイとこ突くな……。来年は来年で最先端技術入れるんだろうよ。とにかくすげえ装飾とか凝ってるし、中もすごいぞって感じで言いたいんじゃないか？」

「へえぇ……なんか大変なんですね」

「なんか大変なんだろ。お、来たな」

　ちょうど一番近くのエレベーターのランプが「１」の数字で点滅し、先ほどと同じようにどっと人が流れ出してくる。全員を吐き出し終えるとこちらも先ほどと同じように待っていた客たちがぞろぞろと乗り込んでいく。

　どうやら自分の立ち位置だと今度は問題なく乗れそうだ。空き缶を近くのごみ箱に放り込むと、流れに任せエレベーターに乗り込む。

　先に乗った人が家電売り場となる「７」のボタンを押してくれていたようで、パネルの中の数字がオレンジ色に点灯していた。ギュウギュウと押し込まれる人の中ではボタンに手が届きにくいので非常に助かる。許容量の限界を迎えると、静かにドアが閉まり上昇が始まる。冷房が効いているとはいえ、さすがにこの人口密度では暑い。一刻も早く降りたいところだが、七階に到達するまでおおよそ全階に止まり、人の出入りにもまれ続けて、ようやくたどり着くに至った。

　ドアが開き、数名の客と共にぞろぞろと降り立つ。

　そこは夏服や水着、食品売り場などが広がっていた一階とはまるで別世界だった。



　一面ガラス張りの窓に覆われ、日差しが店内を明るく照らしている。

　家電売り場とは思えないほどの開放感に満ちたその空間は、まるで高級ビルのオフィスのような荘厳さを醸し出していた。



　最初に目に入るのは台所家電コーナー。狭い我が家には到底招き入れられそうにない、豚を一頭丸々保管でもするのかと言わんばかりの巨大冷蔵庫や、お米を炊くだけとは思えない兵器じみた炊飯器などがずらりと並んでいる。色とりどりのポップには「新製品！」やら「大人気！」などの売り文句がでかでかと書いてある。オレのように興味のない人種には何がなにやらわからなかった。

　フロアを突っ切るように延びる通路は、四十メートルはあるだろうか。奥には、高級感漂うオーディオシステムや最新型の液晶テレビが何台も壁に展示されているのが見える。

「うおっ、めちゃくちゃ広いな！　このフロアだけで、そこらへんの電気屋よりでかいんじゃないか？」

　またギャーギャーと騒がれるのが面倒なので、携帯のカメラをさり気なく前方に向けながら売り場の中を進んでいく。表立って見えているのは大型家電だけだが、通路の長さ、広さから見るに大抵の電化製品はここでまかなえるのだろう。セール告知のはっぴを着た店員の数も、ぱっと見た限りで十数人はいそうだ。

「ご主人！　あの爆弾みたいなやつなんですか!?」

「あれは……？　なんだ？　ポットじゃないか？　でかい手しゆ榴りゆう弾だんみたいなデザインだな」

　明らかに兵器的なものを意識したであろうそれは、ビリジアン一色で、ゴツゴツとしたデザインをしている。側面に水の残量がわかるメーターがなければ確実に危険物だ。

「めちゃくちゃかっこいい……！　あ、ご主人お湯ほしいって言ってましたよね!?」

「それカップ麺めん食うのに下降りるのめんどくさかった時だろ！　いらねえよあんなゴツいの。……っていうか水入れに下降りなきゃいけないなら変わんないだろうし」

「え～いいじゃないですか！　お客さんが来た時なんかもきっと話題に──すみません言いすぎました……」

　なにやら両親の死にでも触れたかのような神妙な顔つきで、急にテンションを下げる。

「え、なに、ちょっとやめようぜ？」

「ごめんなさい、ほんと気遣いが足らぬ発言でした……今後気をつけます」

「やめよう！　やめようぜ！　それよりなんだこれは！　すごいデザインだなおい！」

　とっさに通路沿いに陳列してあったレンジに話を移そうとするが、明らかに何の変哲もなければ聞いたこともないメーカー。さらには思い切り「在庫処分品！」と書かれた紙が貼ってあり、値段は規定の販売価格から三分の一ほどになっていた。

「いやいや！　シンプルだけどこれはすごいよ。これはいいなぁ！　買って帰るか!?」

「どう考えてもそっちのほうがいらないじゃないですか！　さっきの爆弾のがいいです！　……ってご主人何買いに来たんですか!?」

「おおう、そうだったマウスな。ぱぱっと買ってちゃっちゃと帰ろう」

「……ご主人？」

　ブブッと振動が手に伝わり、物々しい雰囲気がする。

「いや！　わかってるって！　遊園地な！　忘れてないって！　ええとＰＣ用品は……」

　ぐるりと辺りを見回し、天井からぶら下がる各種家電の場所を示す案内を見る。しかしやけに丁寧に細分化されているせいか中なか々なか見つけられない。

「ＰＣ用品ＰＣっ……！」

　上方をぐるぐると見回しながらふらふらしていたせいか、思いっきり店員にぶつかってしまった。今日はやたらと人にぶつかってしまう、これは非常によくない。

「すみません……！　あ、ええとその……ＰＣ用品の売り場ってどちらになりますか？」

　片方のイヤホンを外しながら話しかけてみる。相手が店員だったこともあり謝りついでという気持ちでだった。ちゃんと顔を見るとその店員は相当な美人だ。確実に彼氏がいるだろう。雌の匂いがぷんぷんする。

　オレの質問を聞いた店員は「ええと……」と一瞬困り顔になり、

「あ、ああ！　ＰＣ用品ですか！　でしたらこの通路を真っ直ぐに進んでいただきまして、突き当たりの一個手前の通路を右になります」と丁寧に答えてくれた。

「あ……あのっ、ありがとうございます……」



　久々の人間とのまともな会話に緊張したが、無事に会話ができた安あん堵ど感と、綺麗な女性と話したことによる満足感が胸に溢れる。うむ、ここは良い店だ。気持ち足取りも軽やかになり、聞いた道を意気揚々とすすむ。

「あ～ご主人？」

「ん？　どうしたのかね？」

　自分でも不思議なほど気持ち良い返事をした。女性と喋ったことでここまで人は変われるのか。生命の神秘を感じる。

「いや、これ……」

　そう言うと、イヤホンから唐突にざわざわと環境音のようなものが聞こえ出した。

「ん？　これなん……」

　訊たずねようとした途端にいきなり、「あぁ……すみませぇん……えぇと……ＰＣよぉひんのうりばって……どちらになりましゅか……」

　とボソボソとしゃべる不気味な男の声が聞こえた。

　次の瞬間「ええと……」と明らかに困り切った感じで、透き通る女性の声が聞こえる。

　ここで音源が途切れた。

「という感じなんですがご主人。そりゃ聞き返されますよね」

　二年間謎のソフトとボソボソ会話を繰り返してきた結果が、ここに完全に昇華した。

　胃の中に冷たい石のようなものを詰め込まれた感覚と共に「ああああああああああ！」と絶叫したい衝動に駆られる。

「いや、まぁ私だったら慣れてるんでいいですけど、普通の方にはちょっと難易度高めかと思います」

「もう……帰ろうよ……」

「だめですよ!!　まだ遊園地行ってないじゃないですか!!」

「いいよもう……絶叫マシン乗った気分だよ……」

　下を向くと涙がこぼれそうなので、上を向いたまま歩く。もうこの店には来ない。

「いいじゃないですか～！　お話だったらいくらでも聞きますよ？　私」

「じゃあ帰ったら人生相談するよ……死にたい……」

「ふふふ～お任せください！　だからご主人お気を確かに！　あ、ほらほら！　もうすぐＰＣ用品コーナーじゃないですか!?」

　ふと気がつくと通路右手にはネット通話用のヘッドセットやＰＣ用カメラが陳列されていた。最近流行のネットを利用した動画配信などを推すコーナーなのだろう。アホくさい。もう人類から声などなくなればいい……。

　そこから右に延びていく通路には超薄型の最新型ノートパソコンや、ネットゲーム向けのハイスペックＰＣなど、普段のオレなら大喜びしそうなマシンたちが燦さん然ぜんと輝いていた。

　しかし今はもう一刻も早くマウス等を手に入れ、上に行ったり下に行ったりするアレにさっさと乗り、ジェットコースターにも乗って速攻で家に帰りたい。

「早く買って帰ろう……」

「ご主人!?」

「わかってるって……うう……」

　とぼとぼとマウス等が陳列されているスペースへと進む、左右には「簡単操作で気軽にネットを！」「携帯とＰＣを繋つなげてカメラ通話！」などのポップがちりばめられているが、正直もう目が疲れるだけだ。

　そんな華やかな通路を抜けると、念願のマウス・キーボード売り場にたどり着いた。

　ワイヤレスやらトラックボールやらこちらも最新機種の勢ぞろいを見せていた。

「なんかいろいろあるな。まぁ正直どれでもいいんだけどまぁ壊れにくそうな奴を……」



　──突然だった。



　本当に突然、イヤホン越しでも十分すぎるほどの爆音がフロアに鳴り響いた。

　乾いていて、非現実的で、しかし聞き覚えのある音。



　同時に叫び声が方々から聞こえた。

　一瞬にして心臓が激しく高鳴る。

　とっさに片耳のイヤホンを外すと、格段に現実味の増す悲鳴やざわつきがフロアを支配していた。

「いったいなん──!?」

　狭い通路にいたせいで状況がわからなかった。警戒しつつも大きな通路に出ようとした瞬間、鉄製の何かが崩れ落ちるような音が再びフロアに鳴り響いた。

　エレベーターホールのほうに目をやると、先ほど自分が通ってきた通路を鉄製の白い壁が塞ふさいでいた。

　それはまるでフロアをエレベーター側とこちら側で真っ二つに分断するかのように現れたシャッターだった。陳列棚にかすることもなく、隙すき間まのない完全な分断をしている。

　シャッターの手前、途切れてしまった大きな通路の一番奥を見ると、爆音の正体が完璧なまでに理解できた。まさかとは思っていたが、現実のことだと知った途端、ありえない速さで血の気が引いていく。



　最初に上がった爆音、悲鳴の原因も「あれ」だろう。

　先ほど道を聞いた女性店員がそこに横たわっていた。

　その健康的な太ももから白いフロアの床に、赤い血だまりがじわじわと広がっている。

　苦痛にゆがむ表情には、先ほどの眩まぶしい笑顔の欠片かけらも残ってはいなかった。



　そこには大柄な男が立っていた。無精髭ひげを生やし、映画に出てくるような特殊部隊じみたスニーキングスーツを着ている。

　手には拳銃を持ち、腰には先ほどのポットとは明らかに違う存在感を放つ本物の手榴弾をぶら下げ、しかし全くそれを感じさせぬような平然とした立ち振る舞いをしていた。

　周りには同様の格好をした男たちが数人。無精髭の男を中心として放射状に、各通路の買い物客の方向に銃を向けている。死角となっている小さな各通路では方々から買い物客の悲鳴と、それを制圧するこの上なく高圧的な指示が響き合っている。店員も買い物客と同様、この状況に抵抗する術すべもないようだった。恐らく、目に映るこの数人の男たちの他にも仲間がいるのだろう。



　最初の爆発と銃声を聞いた人。

　もしくはそれを直接見た人。

　いずれにせよフロアを逃げ惑う人々を、着々と恐るべき速度で一箇所に集めていく。

　まだ何分も経っていないだろう。

　このフロアは驚くべき速度でこの集団に制圧されていた。



「……で、これで全部か？」

「はい。買い物客含めこのフロアのこちら側の人間全員です」

「へぇ。あ～……休みだなんだで楽しいお買い物を満喫中だったろうに、残念だったなぁ。ホントついてないよあんたら」

　無精髭の男はじつに不謹慎極まりない言い回しで、足元のオレたちに吐き捨てた。

　七階、家電売り場の一番奥、テレビコーナーの一角の開けたスペースに数十名の人間が集められていた。皆一様に後ろ手に強力なガムテープのようなもので固定され、床に座らされている。

　先ほどまで太陽光が差し込んでいた一面のガラス窓は、通常なら営業終了後に降ろされるのであろう白いシャッターで覆われていた。恐らく数台ではきかないであろうパトカーのサイレンが遠鳴りのようにかすかに聞こえ、フロアを分断した巨大シャッターの向こうからは警察のものと思われる交渉の声が聞こえる。

　目の前には「テロリスト」の文字がそのまま具現化したかのような風貌の九人の男たちが立っている。そのうち三人がこちら側に銃を向け、三人がシャッターのほうを向き、さらに二人は恐らくリーダーだと思われる先ほどの無精髭の男に寄り添うような形で会話をしていた。

「13時。時間です」

「おう」

　ちらちらと時計を見ながら会話をしていた仲間の男の合図で、無精髭の男が携帯電話を取り出した。まるで宅配のピザでも頼むかのような気軽さで話し始める。

　瞬間、その声は目の前の男の口からではなく、この建物のアナウンス用スピーカーから大音量で流れ出した。

「あ～テステス。お、聞こえてるな？　え～警察諸君、お勤めご苦労。一度しか言わないのでよく聴くように」

　男の声が流れ出したとたん、シャッターの外の交渉の声が止んだ。

　男が一呼吸を置くと、サイレンの遠鳴りだけが響いていた。



「もうお解わかりのように、このフロアは我々が占拠した。数十人の人質もまぁ今は無事だ。──今はな。で、簡潔に言うと要求は一つ。今から三十分以内に十億円を用意しろ」



　周りの反応など気にもせず、さも当然のことを言うように男は淡々と続ける。



「受け渡しは三十分後この棟の最上階で行う。こちらからは一人、もうすでに受け取りを待機させてるんで、ヘリから落としてくれ。偽札だの発信機だのそこらへんは無駄だから止めるように。あとまぁ解ってると思うがすぐに準備できないだの、人質の解放が優先だのってのが出た場合、ここにいる奴らはすぐに、全員、殺す」



　捕まっている客たちから堪らずざわっと反応が起こるが、三人の男たちの銃口がそれをすぐに制止する。数人の客はすすり泣く声を押し殺している。



「……っとまぁこんな感じだ。善処しろよ？　今言ったことを一つでも破った場合は……あ～まぁわかるよな？　そんな感じでよろしく」



　傍から見ると友人に電話でもかけているかのような口調で話を終えた男は、やれやれといった雰囲気を出しながら近くにあった休憩用のベンチに腰をかけた。

　一生にテロリストの人質になるという経験をする人間は何人に一人なんだろうか。

　二年ぶりの外出でいきなりこんな経験をした人間はきっとオレ一人に違いない。

　自分の運のなさにはほとほと呆あきれ返る。今日を厄日と言わずしてなんと言うのか。

「あ～なんかつまんねぇなこの時間。十五分にしときゃよかったか？」

　緊張感のない態度で携帯をいじりつつ足を組むその男は、今まさに史上に残るであろう大犯罪を犯している首謀者とは思えない無気力ぶりだった。

　側近のような立ち位置の男たちは「もう少々のご辛抱ですから……」と差し障りのないなだめ方をしている。

　最早完全犯罪を成し遂げたような振る舞いの男たち……奴らはこの後どうするつもりなんだろうか？　脱出用のヘリでも迎えに来るのだろうか？　しかしそんなことをしても追跡されて一網打尽にされるのがオチだ。仲間は受け取りの一人の他にも、シャッターを落とし館内放送などの回線を操作している人間が少なくとも一人はいるだろう。何が最先端のコンピューターで安全が保たれているだ。瓦が解かいしまくってるじゃないか！　システムを逆に利用されてしまっている。すべての保安設備がコンピューターによって万全に管理されているということは、コンピューターの制御さえ奪ってしまえばこの巨大な建物はそこからすべてが手に取るように操作できてしまうのだ。

　どういう手段かわからないが、この落ち着きようから見て、恐らく確実に逃げ切る算段があるのだろう。不完全なようで異様に完全なこの状況を、あの短時間で作り出したのだ、そこまで計画していないはずはない。



　──ただ、それを黙って待つ気はなかった。

　人質の解放？　目の前のこいつは人の命など毛ほどにも興味がないという顔だった。

　そんな奴らに自分たちの命は握られているのだ。

　こんな不安定なもの、いつ崩れても何一つおかしくはない。



　何か一つ。

　何か一つきっかけがあればこの状況は打破できる。



「っつ！」



　突如無精髭の男が後頭部を押さえ、顔を歪ゆがめつつ立ち上がった。



「……おい……！」

「は……？　ぐっ！」

　立ち上がった男は側近の男に近づくと、思い切り腹を殴る。

「は？　じゃねえよ……。てめぇ誰の頭殴ってんだおい！　あぁ!?　なんとか言えつってんだよ！」

　床に倒れこみ悶絶する仲間に、続けて蹴けりを入れる。

　意味不明な状況に場は一気に騒然となった。

　オレたちに銃を向けていた男たちも、流石に動揺を隠し切れないといった様子だ。

「なんだいきなり……？」

「くくっ……」

　男の怒りの声がフロアに響き渡る中、小声でつぶやいたオレの左手後ろ側に座っていた男が突然クスクスと笑い出した。

「え……？」

　あまりに場違いな唐突の笑いに驚いて、その男のほうを見る。

「……？　あ、いや、ごめんごめん、あんまりおかしかったもんだから、つい」

　年はオレより少し下だろうか？　猫のような大きな瞳に薄い茶色の短髪、薄手のグレーのパーカーを着た青年がそこにはいた。

「おかしいって何が……？」

「え？　まぁいろいろとね。にしても君、さっきからずいぶんと面白い『目』をしてるね。何かしてやろうかな～でもチャンスがないな～……みたいな感じの」

　未だに続く怒鳴り声。テロリストたちも人質もこの場にいる全員が完全に緊張する中、この男は一人だけまるで傍観者のように緩みきった雰囲気を持っていた。

「なんでそんなこと……」

　小声の会話は怒鳴り声にかき消され聞こえていないだろう。猫目の男は続ける。

「いやぁなんとなくだけど。でも実際はどうなの？　──秘策ありって感じかな？」

「……この手の奴が解けて三十秒もあれば、確実にこいつらの目を丸くしてやれる」

「へえ、そりゃすごい。でもまぁ嘘うそって感じはしないなぁ。勝算は何パーセント？」

「……くやしいけど……１００パー」

　それを聞くと、またしてもクスクスと笑い出した。

「別に信じなくてもいいよ。まぁこれ解けないだろうし」

「いやごめんごめん。信じてないわけじゃなくて本当に確信してるって感じだったからさ。なるほどなるほど」

　面白くて堪らないといった表情からは、全く信用してるという雰囲気は伝わってこない。しかし、この状況で気が狂って笑っているというようにも感じられず、その言葉には謎の安心感があった。

「ええと、たぶんだけど、もう少ししたらあいつまたアナウンスで喋りだすと思うんだ。でその時に『確実に』隙ができるから、そこから後は君に任せるよ。頑張ってね」

「はぁ？　どういう意味だよ？　ってそもそもまずこの縛ってんのが取れねえって……」



「あぁ～クソむかつく。おい、もう一回話す。スピーカーから鳴らすように連絡しとけ」

「はっ、はい！」

　散々「やっていません」と否定し続けた仲間をたこ殴りにしたにもかかわらず、まだ怒りが収まらないのか、無精髭の男は額ひたいに青筋を浮かべもう一人の側近に命令をした。

　先ほどの放送から十分しか経過していないというのに、二回目の放送を始めるようだ。

　偶然なのか、この状況を予言していた隣の男はずいぶんと楽しそうな顔で目の前の光景を眺めている。

　確かにここまでは言っていた通りだ。だがしかし、こんな状況に隙なんてできるのか？　それにまずこの手が解放されない限り、隙ができてもどうしようもない。

　側近から何やら聞いた男は、再び携帯電話を取り出して二度目の放送を始めた。

「あ～……聞こえてるな？　金を準備する時間を十分短縮する。よってあと十分だ。間に合わねえなんて言おうもんなら、まずはこいつらの半分を殺す。いいな？」

　再び人質からざわめきと小さな悲鳴が上がる。先ほどはすぐに制止したテロリストたちも、今回の話は予定外だったようで混乱をしていた。

「それと今のうちに言っとくが、金の受け渡しの後、俺たちはヘリでここを去る。追跡等は止めといたほうがいい。下に落としたら相当な規模で街が消し飛ぶだろう爆弾を積んである。少しでも追跡だのの気配があったらその瞬間にそれを落とす」

　シャッターの向こう側から警察たちのどよめきが聞こえた。それはそうだ、街の全員を人質に取られたのだから。



　やはり計画は周到で、さらに相当な規模の組織が絡からんでいるようだった。こいつらは、脱出のためだけにこの街の住人を人質に取るということだ。完全に武力行使に徹されている以上、警察だけで、しかもこんな短時間では対処することができないだろう。



「なんてこと考えてんだよ……」

　ここからだとオレの家だって余裕で射程圏内だ。もし今家に母やら妹やらが帰って来ていたら、間違いなく巻き添えを食らうだろう。

「くそっ……マジでいい加減に……」

　湧わき上がる苛いら立だちに自分を抑えられなくなりそうになる。

　しかしそれを見越していたかのように、猫目の男がこちらに話しかけてきた。

「大丈夫。もう少しだから、大丈夫」



　その悠長な態度に、ついに我慢ができなくなった。



「……んなのんびりしてる場合かよ！　オレの家族だって死ぬかもしれないんだぞ!?」



　思い切り叫んでしまった。その声にフロアは完全に静まり返り、銃口を向けていた男たちも一瞬きょとんとした表情になる。

　猫目の男は「あらら……」と言うような顔はしたものの、大きく驚いた様子もなかった。

　無精髭の男はオレのほうを鋭い目つきで見ると、こちらに歩いてきた。



　オレの前で止まると、しゃがみ込んで顔を近づけてくる。



「てめぇは何なんだようるせぇな……」

　近くで声を聞いた途端に、こいつの暴力的な行為が走馬灯のように流れ出した。

　体は未だかつて感じたことのない恐怖心で、ガタガタと震えている。

「おいおい震えてんじゃねぇか。さっきの威勢はどうしたんだよ!?」

　ニヤケ顔のそいつに髪を掴まれ引き上げられる。

「ずいぶん貧弱そうだしよぉ……普段外にも出てねぇんじゃねえのか!?　てめぇみたいな引き籠りのクズだったら死んでも誰も困んねぇなぁ？　そうだろおい！」

　ゲラゲラと笑いながら他の仲間に話を投げ掛ける。

　こいつのでかい声は本当に耳に痛い。



　──だから直接聞くのが『片耳』だけで本当によかった。



「……ろよ……」

「あ？　なんか言ったかよ。小さくて聞こえねぇなぁ」



　オレはそいつの目を見て、確かに言った。



「お前みたいなクソ野郎こそ、一生牢屋に引き籠ってろよ！」



「やっぱ君面白いよ……！　最高」



　そう聞こえた次の瞬間、男のすぐ斜め後ろの壁にかかっていた大型テレビがものすごい音と共に床に叩き付けられた。あまりにいきなりの事態に、その場にいた全員がそちらに注意を向ける。

　続けてその下に並んでいた大型のスピーカーが「なにもされていないにもかかわらず」次々に倒れだす。

「おい！　なんだこりゃ……！」

　無精髭の男はオレを床に叩きつけるように離すと、拳銃を手にそちらに向かって歩いていく。

「そこに誰か──!?」

　言い終わりもしない瞬間、今度は男のすぐ近くの商品陳列棚が、中身を撒まき散らしながら幾つも男に向かって倒れてくる。

「うおおお!?」

　ちょうど無精髭の男を巻き込むように倒れた棚の奥に、先ほどまでオレがいたＰＣ関連の売り場が見えた。



　突如として起きた現象は全く解らないが、間違いなくこれは『隙』だった。

　そして瞬間、ふっと手の緊張が解ける。



「それじゃあよろしくね。期待してるよ～」



　隣を見ると、猫目の男は縛られていたはずの手を振りながら、ニコニコとしている。



　心臓が今日一番に高鳴った。

　今朝のサイレンの時よりも、もっと力強い高鳴りだった。



　床に手をつき、その勢いで一気に立ち上がる。

　銃を持った男たちは未だに状況が理解できていない様子で狼狽うろたえている。

　そりゃそうだ、オレだってオレの行動が理解できない。

　──ただやることは決まっていた。



　無精髭の男を下敷きにした商品棚に飛び乗り、思い切り下敷きにした後、その先のＰＣ用品売り場に飛び込む。



　他の男たちが流石に状況に反応し、銃口をこちらに向けてきた。

　人質たちから「危ない！」という声や悲鳴が聞こえる。



　だがしかしその反応は全くもって完全に遅く、作戦完了はもう目の前だった。

　飛び込む直前にポケットから取り出した携帯を握り、『そいつ』を久しぶりに呼んだ。





「頼んだぞ……エネ！」



「終わったら遊園地、ですよ!?」





　右耳のイヤホン越しに、いつも通りに元気な少女の声が聞こえた。



　携帯のカメラを使用するために繋がれた、ＰＣと携帯とを結ぶケーブルから携帯のほうを引き抜き、自分の携帯を接続する。見慣れた姿が一瞬にして『すべて』のディスプレイを駆け抜けていくのが見えた。

　そしてそれを見届けた瞬間、体感したことのない衝撃がわき腹に走った。

　胴体をハンマーで殴られたような衝撃。

　次の瞬間大きく視界が眩む。



　受身も取れぬまま地面に倒れこみ、白い床に顔を叩きつける。

　全身の力がものすごい勢いで抜けていくのを感じた。

　徐々に薄れていく意識の中で、一斉にシャッターが開く音が聞こえた。

　太陽の光の暖かさが体を包む。



　それは、教室の窓際の席でうたた寝をする時によく似ていて、懐かしい「あの声」に、話しかけられている気がした。



　　　　＊



　……どれくらい寝てたのだろう？　目が覚めると本だらけの部屋のベッドで横になっていた。横を見ると洗面器とタオルが置いてある。誰かが看病してくれていたのだろうか。

　ぼーっとした頭で胸のポケットを探るも、携帯が見つからなかった。

　枕元を手探りで探してみるがそこにもない。



　──あの時。人質になっていた時。



　外さなかった右のイヤホンから、エネは絶え間なくオレに話し掛けていた。

　正直なところ、あの無精髭の男よりこいつのほうがうるさかったと思う。

　序盤、捕まった直後あたりは「うわわ……ご主人気を確かに！　きっと助かります！」と謎の声援を送りつづけ、後半、俺が無精髭に凄すごまれてる時に至っては「この男ぶっ殺してもいいですか!?　いいですよね!?　ご主人!!」と完全に人格が変わるほどのブチ切れを見せていた。

　そもそもの話、あの建物自体コンピューターで制御されていたので、エネを送り込んでさえしまえば、制御室が制圧されていようが、どんなハッカーがいようが、敵かなう筈はずがないのは明白だった。

　しかしそれにしても、携帯のカメラはもちろんのこと、オレから話しかけることすらもできなかったあの状況で、聞こえる音から状況を察して一瞬のタイミングですべてを解決したというのは正直かなり驚いた。頭バグってると思ってたが意外とまともだった。



　まぁ何はともあれ、今こうして生きていられるのもエネのおかげだったりするのか……。

　なんだか釈然としないがお礼しなきゃな……。遊園地に連れて行くっていう約束も結局果たせてないし……。

　しかし携帯が見つからないということは、やはりあのままデパートに放置されているのだろうか……？　まぁ、あいつのことだからどこからでも戻ってくるだろう……。

　それよりも折せつ角かくの一人きりの時間を有意義に使わない手はない。

　今日は思うがままにのんびり眠ろ──

「……っていうかここどこだよ！」

　一気に起き上がり自分の現状を見つめてみる。

「ひええっ！」

　バタンという音が聞こえたほうを見ると、そこに一人の少女がいた。白く長いフワフワとした髪をした少女。彼女がいままで看病をしてくれていたのだろうか？　オレが突如発した大声に驚き、椅子から転げ落ちてしまっていた。

「あ、あの……えっと……」

「あ、わわ！　ごめんなさい！」

　なぜか謝られ、そしてなぜか椅子の後ろに隠れられてしまった。

　冷静になって状況を把握すると、自分の体にほとんど痛みがないことに気がついた。

　確かに腹を撃たれたと思っていたのだが……。

「ええと……あなたは──」

「ご主人起きたんですか～!?」

　少女に話しかけようとした瞬間、聞きなれたあの声が聞こえた。しかし開かれた部屋のドアからは、思いがけない人物が入ってきた。

　あの猫目の男に、デパートの入り口付近でぶつかったフードの──あの時は一瞬のことで男かと思ったが、よく見ると女性のようだった、そして……、そしてオレの妹のモモが携帯を掲げてそこには立っていた。

「おお！　ご主人元気そうで何よりです！　じゃあみんなで遊園地に行きましょう！」

　能天気に携帯のスピーカーから話し掛けてくるエネ。

「え？　……モモ？　いや、あれ？　あの時の……え？」

「バカ兄！　もうなんであんな無茶するの!?　それからエネちゃん、昨日の今日でさすがに遊園地っていうのはさすがに……」

　いつの間に仲良くなったのか、妹のモモはエネと自然に会話をしている。

「あ、え……？　いや、遊園地はいいんだけど……それよりオレ──」

「で・す・よ・ね!?　さっすがご主人タフガイ！　男に二言はありませんもんね！　行きましょう！　すぐにでも！」

「え？　なになに？　遊園地とかそういう話になってるの？　行こう行こう！」

「ま、また出かけるの……？」

　猫目の男は身を乗り出し、白い髪の少女は床に座ったままびくりと肩を揺らした。

「ああ……いきなりガヤガヤとすまん。幸い弾は掠かすっただけのようだったから、ひとまずここに連れて来させてもらったんだ。騒ぎになりすぎるのも、困るからな」

「え？　あの……？」

　フードの女もあの時の、『あの目』とは違う雰囲気だった。



「ご主人！　起きたなら急いで下さい！　閉まっちゃいます！」



　混乱する頭に無理やりいろいろな会話がねじ込まれて、どうやら許容量をオーバーしてしまったようだ。オレは考えることを放棄した。



「……もう、なんでもいいよ」



　あぁ、やっぱり安息なんてなかった。訳がわからなかった。

　とりあえずあと少しだけ寝かせて欲しかったが、騒がしいエネの声がそれすらも許してくれそうになかった。

　オレはなんだか曖昧な笑みを浮かべていたと思う。



　──窓の外からは今日もやけに煩い蝉の声が聞こえてきた。

　そして長い長い８月15日が……、これから、始まろうとしていた。



    

  
    
      　カゲロウデイズII




　酷く嫌な夢を見た。目の前で君がいなくなってしまう夢を。

　もう何度も何度も見た。

　全部、昨日見た夢だ。



　今日はもう何回目なんだろうか。

　昨日はもう何回目なんだろうか。



　この公園で話をするのももう、何度目になるんだろう。

　君は一回目なのかもしれないけれど、私にはもう何回目だか解らない。

　君にこの話をしたこともあった。

　何回も話した。

　そして君はいつも信じてくれた。

　真剣に悩んでくれた。



　でもいつも、結局君は死んでしまう。

　この話をすると君が悩んで、悲しい顔になってしまう。

　だからもう、話さないことにしたんだ。



　別に大丈夫。もう大丈夫。

　今は少し、この公園で話をするのも好きになったんだ。



　君の話を聞いているだけでいい。

　君が何回も同じ話をするから、もう一字一句違たがえず覚えてしまったけれど。

　でもそれでもいいんだ。

　それでもいいから話して欲しかった。



　君の声を聞いてる間は、煩い蝉の音を聞かなくても済むから。

　君の声だけを、聞いていられるから。



　時計を見ると、午後12時半になるところだった。



「そろそろ帰ろう？」



　私が手を出すと、酷く照れくさそうに握り返してくれた。

　最後の最後まで気持ち悪いなぁ……。

　だからモテないんだよ。



　じゃあ、そろそろ時間だからこの辺で。

　今までありがとうね、ヒビヤ。



　やっぱり私、煩い蝉の音も、

　立ち揺らめくカゲロウも含めて



　……夏は嫌いだなぁ。



    

  
    
      　　　　──上を見上げると、鉄柱がちょうど目の前に迫っていた。



    

  
    
      　如月アテンション




「あら、おはようモモちゃん！　今日も可愛いわね！」

「はいっ……あはは……」

　軽く会釈をし、そそくさと通り過ぎる。今ので本日三十七回目だ。

　通学路として使用すれば間違いなく時間短縮になるであろう直線ルートを大きく外れ、早朝で人の少ない寂さびれた商店街を進む。どこのお店もまだ開店していないし、買い物客はまだ全くいない時間──の筈だが、商店街は徐々にざわつき始めていた。

　進行方向の店先からは見計らっていたかのように次々と人が飛び出し、会話の種を投げつけてくる。

「おぉモモちゃん！　これから学校かい？　夏休みだってのに大変だねぇ！」

「え、ええと……はいどうも……はは……」

　三十八回目。

　飛び出してきた八や百お屋やの店主さんであろう方にぎこちない挨あい拶さつをし、正面に向き直ってみると、いよいよ道に人が溢れ始めているのが見えた。

「……ッ！」

　一瞬たじろぐが迷っている時間はない。八百屋さんの横のシャッターの下りたドラッグストアを右折し、小道に逃げるように入っていく。



　小走りになりながら腕時計を確認した。

　これでも今日はずいぶんと運が良いほうだ。

　いつもならこの時間は下へ手たしたら家へと逆走している。

　今日はもしかすると余裕を持って校門をくぐれるかもしれない。



　自然と早くなる足を進め、突き当たりのＴ字路を左折した瞬間──、この考えの甘さに気づかされた。

　目の前のバス停には、バスが遅延でもしているのだろうか、少なくとも二度の運行では収容できないくらいの人たちが行列を作っていた。後ろのほうに立っていた一人の男性が私に気づき、声を上げた途端、一斉に全員の『目』がこちらに向いた。



　──まずい。これはまずい。

　歓声の合唱にたじろぎつつ、ふとバス停の上部にある時計を見て青ざめた。

　腕時計は電池が切れていたのか、時間が全く進んでいなかったようだ。



「うえぇ……」と漏れた声が、蝉の声にかき消された。



　　　　＊



「だあぁ……！　やっぱりか……」

　校門はすでに完全に閉じられ、人っ子一人入る余地もなくなっていた。

　まぁ人が入る余地があっては門の存在意義自体がなくなるわけだから、そういう意味では非常に立派な仕事ぶりと言える。



　８月14日の午前９時10分。

　もはや間に合うどころか補習一時限目を余裕でぶっちぎる大遅刻だった。

　バス待ちの人たちのサイン攻めをなんとかかわすも、その時点ですでに遅刻確定。

　一か八かで最短ルートの大通りに出たのが運の尽きだった。

　街頭では私が歌う「サカリすぎだろ」と言われてもまぁ仕方ないような、恋愛ゴリ推しのナンバーが爆音で流れ、そこら中にニューシングルのポスターが貼られていた。

　さらに大型モニターでは、「フリル死でもするつもりか」と言わんばかりの衣装で踊る私のＰＶが流れ、すぐ下のレコードショップではそのＣＤが今日発売ということもあり、限定品（ポスター）欲しさの大行列ができていた。



「もしあそこで私が通りかからなかったらどうなってたことか……」

　学校前に停車しているマネージャーの車は、クーラーが効いていて天国のようだった。隣の運転席でハンドルにぐでっともたれ掛かっているショートカットの女性は、まだ朝だというのに仕事帰りのような疲労感を漂わせながら呟いた。

「す、すみません……でもですね！　ちょっと今日はあの……バスが遅延していたようで学生さんたちが……」

　身振り手振りで何とかごまかそうとするが、「はあぁ……」というため息でぴしゃりと制止される。

「まぁ気持ちはわかんないでもないんだけどね……車で通学して目立つのは嫌だっていうのもさ」

「ええと……はい……」

「できる限りは尊重してやりたいと思ってるんだけど、そろそろ流石に、ね……。また近々この話もしなきゃとは思ってたんだけど……」

　どこか申し訳なさそうに話され、私も何か申し訳ない気持ちになっていく。



　少しの沈黙が流れ、ふと時計を見ると、一時限目の休み時間に入る直前だった。

「……あ！　もう行かなきゃ……！　ええと、また連絡します！　ごめんなさい！」

　この時間に入らなければまた一時限分遅れてしまうことになる。

　バタバタと助手席を降り車に向き直ってお辞儀をすると、運転席ではやれやれといったような笑顔で手を振る姿が見えた。

　ハザードランプを消して走り始めた車に再度お辞儀をし、校庭と校舎を囲うようにそびえている塀沿いに教職員用入り口を目指す。先ほどまでの冷え切った車内との温度差で額にじわりと汗が滲にじむのを感じた。が、朝方の悶もん着ちやくで既に制服のシャツが背中に張り付くほどの汗をかいたので、あまり大きな問題ではなかった。十六歳女子高生というブランドがあろうとなかろうと、この暑さの中走れば汗もかく。

　最悪。もう帰りたいシャワー浴びたい。

　塀が途切れたところでちょうどチャイムが鳴り始めた。

　まずい。休み時間の十分が終わると、二時限目の補習授業が始まってしまう。

　小走りで教職員用入り口にたどり着き、小ぶりなインターホンを押すと数秒と待たずに小さなスピーカーが鳴り始めた。

　学校特有のガヤガヤとした騒音が、こんな小さなスピーカー越しでも十分な異世界感を放っている。これからこの空間に入るのだと思うと心底テンションが下がる。

「どのようなご用件でしょうか」

「あ、はいっ！　ええと一年の如月です……補習に遅刻してしまったんですが入校許可をお願いしようと……」

　この女性事務員さんの声はもう何度聴いただろうか。

　入学から四ケ月ほど経つが、学校の中で一番会話をしたのはこの人かもしれない。このインターホン越しの会話がそのうちの九割以上を占めているというのが切ない。

「ああ、如月さんね。じゃあ開錠しますからそのまま職員室のほうへ来てください」

　もはや理由など聞くこともなく、怒られるでも疑問視するわけでもないあたりが唯一の救いだった。

「すみません……お願いします……」

　ガチャリと鍵が開く音が聞こえ、ドアを押して敷地内に入る。

　自然と閉まったドアは再びガチャリと音を鳴らして施錠された。



　敷地内は外にはない清涼感が漂っていた。学校は夏休みとはいえ、部活動や補習を受けに来ている生徒たちのために開かれていた。

　──私はこの春、この学校に入学したばかりだ。

　一昨年改築されたという四階建ての校舎は西洋風のデザインを取り入れ、無駄にお洒落しやれな造りになっていた。少女漫画に出てくる女学院……とまでは行かないが、無駄に立派な時計塔をはじめ、敷地内には所々に小川やら噴水やら全裸の銅像やらが配置されていた。

　さらには何だかよくわからない草花が合体してできたトンネルのようなものも、いたるところにワサワサと存在していた。

　一体誰の趣味だか、ビルの立ち並ぶ街の中心部にこんな勘違い学園を作っても、景観がカオスになるだけだと私は思うのだが、やはりというかなんというか女生徒からは爆発的な人気があるらしく、県内でも屈指の倍率を誇っているらしかった。

「家が近いから」というアンチメルヘンな理由でこの学校を選んだものの、圧倒的に学力に難のある私が入学できたのは、正直ただの偶然だと思う。

　既に出席日数に絶望的な数字が刻まれたため、夏休みを返上して補習に通っているが、毎日しっかり通っていたとしても成績的に補習に通うことになっていただろう。そこだけは自信をもってそうだと言える。

　そしてもう時間がなかった。

　一目散に教職員用玄関を目指し、階段を三段飛ばしで上り、ガラス製のドアを開けると、再び冷房によって冷えた空気の恩恵を受けることができた。いざ冷えた空間に入ると自分がいかに汗ばんでいるのかがよくわかった。

　下駄箱の横で鞄かばんから上履きを取り出し、大急ぎで履き替える。

「うわっ！　もう時間が……！　──痛ッ!?」

　上履き袋を畳み、外靴用の袋を取り出そうとすると何か硬いもので頭を叩かれた。

　驚いて顔を上げると、出席簿を持ち白衣を着た大柄な男性が立っていた。

「あ……ええと、あはは……おはようございます？」

「いや、俺に聞かれても……そもそも早くねえし……」

「で、ですよね～……」

　しまった。今日の補習一時限目は担任の授業だということをすっかり忘れていた。

　他の先生ならまだしも、この人だけは誤ご魔ま化かすことができない。

「まぁ遅刻云うん々ぬんはとやかく言うつもりはないけどよ。ちょっとこれ見ろよこれ」

「え？　どれですかって……えぇ!?」



　出席簿から取り出した紙を手渡され、その内容に青ざめる。



「これなんだかわかるか？　そこはまず大丈夫か？」

「ええと生物Ｉのテストですね……先週やった……」

「おお、そこはわかってるのな。じゃあ名前の横に書いてある数字の意味はわかるか？」

「ええと……はは……これはちょっと解らないですね～……って痛ぁッ!?」

　再び出席簿で叩かれる。この人は無表情でこれをやるから油断できない。回避不可だ。

「お前さぁ……まず字がちょっと非科学的に特徴的ってのはまだいいけどよ、二週間補習やって２点ってお前はアレか？　満点取るのに一〇〇週間かかるのか？」

　手渡されたテストは凄せい惨さんたる結果だった。

　一いち分ぶの隙もなくすべての解答欄にびっちりと解答をしているのにもかかわらず、一問を残してすべてアカペンで大きく「×」と書かれていた。

　あまりの非現実的な光景に目が眩みそうになる。

「べ……勉強したのに……」

「え!?　何!?　これ勉強したの!?　いやお前『哺ほ乳にゆう類に分類される動物を一種類あげよ』『Ａ・カニ、鮭』って何勉強したの!?」

「は、母の実家が北海道なので……いや！　『鹿、熊』と迷ったんですが」

「そっちだよ!!　そいつらだよ!!　……っていうかなんでここで郷土愛発揮してんの!?　そして一種類って言ってるのになんでペアで出てくるの!?」

「え!?　だって一体じゃかわいそうじゃないですか！」

「何でテストかつ、この面子メンツでファンシーな感じ出そうとするんだよ！　そもそも鹿と熊のペアじゃ鹿が喰われるだろ!!」

「くっ、喰われる……!?」

　怒ど濤とうの突っ込みを受けて改めてテスト用紙を見る。

　が、自分でも原因がよくわからなかった。あんなに気合を入れて受けたのに、この結果はあまりにも酷すぎる。お母さんに見せたらなんと言われるだろう……想像したくもない。



　──いつもそうだ。



　私がやったことはどんな時でも異様な結果になり、人の『目』を惹ひきつけてしまう。



　小学校高学年の時、授業で描いた絵がたまたま著名な作家の目に留まり、小説の表紙になった挙句その小説は大ヒットした。



　中学校にあがると美術部に勧誘され、一年の最初にあったコンクールに応募した作品は当時の部長の作品などを完かん膚ぷ無きまでに抜き去って全国一位になった。ちょうどその辺りから、周りの目がどんどん『自分自身』にも集まってくるのを感じていた。

　中学二年生になり、居い辛づらくなってしまった部活を辞め、放課後フラフラと買い物をするようになると街中でスカウトされることが増えた。最初は断っていたが今の事務所に声を掛けられた時、ちょうどいろいろあってお母さんの仕事が不調になってしまっていたので、少しでも生活費を稼ごうと事務所に入ることにした。



　理由なんてそんなもんで、別に突出してテレビが好きなわけでも音楽が好きなわけでもなかった。しかしそんな私でも少なからず、ステージに立ってアイドルとして歌うということはやはり憧れだったりもした。



　新人アイドルとしての最初の仕事は、事務所の先輩の前座としてステージでトークをするというものだった。今でも人前で喋ることが得意ではないと思っている私が、当時その仕事を任された時に考えたことは、「家のためにもクビになるわけにはいかない」ということだけでしかなかった。



　本番は極度の緊張で正直何を喋ったのかも覚えていないが、ある意味大成功、「最高」の結果だったと言えるだろう。

　会場はかつてないほどの大盛り上がりを見せ、各雑誌やスポーツ新聞の記事にも大きく取り上げられた。唯一の問題があるとすれば、そこで話題になったのが主役であるはずの先輩ではなく私だけだったということだろう。



　ステージに立って喋っただけ、歌うわけでも踊るわけでもない「無名の新人アイドル」が観客に猛烈に支持される。事務所としては大手を振って喜んでいたものの、その日以降、息を吐つく暇もないほどに鳴り響く事務所の電話と問い合わせの量は、間違いなく異様そのものだった。

　理屈とか常識の範はん疇ちゆうを外れ、意味もなく、理由や嗜好も一切なくひたすらに人の『目』が自分に集まっていく。



　その時、改めて自分が『普通』じゃないということに気づかされた。





「お～い。聞いてんのかって」

「……え!?　あ、はい！」

「いや、聞いてなかっただろ今確実に。夏バテでもしてんじゃないのか？」

「あ、いや、ちょっとテストがあまりにもだったもので……はは……」

「あまりにもだったな。とりあえずそのテストは来週再試験するからまぁ……できる限り頑張れよ」

　かわいそうな子を見るような哀れみの籠った目で見つめられた。

「来週ですか!?　はぁ……頑張ります……」

　今回も十分頑張ったつもりだった。

　ここからどう頑張ればいいのだろう……。



「まぁそんなに気張らずにやれよ。まだ学校にも慣れない時期だろうし、来週はライブがあるんだろ？」

「あ……！　はい……ありますね……」

　明らかに浮かない顔色になってしまった、できる限り抑えてこの顔色という感じ。

「ふぅ」とため息をつくと、今度はやれやれという感じの優しさの籠った目をされる。

「まぁ、あんまり無理しないようにな……。とりあえずもう帰れ。今日もドラマの撮影だとか言ってただろ？」

「はい……っていや！　授業は出ますよ！　まだ時間ありますし！」

「いや、補習の時間割に書いてあるだろ。お盆に入るから一年生は今日一時限目だけだ。次は三日後からだな。っていうかちゃんと見とけよ……」

「ええっ!?　あ、ほんとだ……」

　取り出した時間割を見ると、確かに今日は一時限しかないことになっている。

　まさかこんな形で私が時間割を見ずに補習に通っていることがばれるとは……。

「えっと……じゃあ、また三日後ですね！」

「おう。盆も休めないで大変だな。そんじゃ俺はもう戻るけど気をつけて帰れよ？」

「大丈夫ですっ！　じゃあ今日はこれで失礼します！」

　軽く会釈をし、受け取ったテストをなるべく奥のほうに詰め込み、上履きを被せるように入れる。脱がれたままの状態になっていた外靴を履き、教職員用玄関を後にした。



　玄関のドアを開けると蝉の声が一気に溢れ出した。

　再び邂逅した直射日光が、先ほどにも増して殺人的な熱線を放っている。

　ここからまた家に帰る道のりを歩くのかと思うと、堪らずため息が出た。



「うわぁ……と、とりあえず飲み物だけでも……」



　教職員用玄関からグラウンドに抜ける道の途中に、自動販売機がある。一度喉が渇いたと思ってしまうと、もういてもたってもいられなかった。自動販売機に向かって色とりどりの砂利の小道をジャクジャクと進んでいく。



　自動販売機のすぐ近くには、公園によくある木の枝やツタで作られた天井の、そこそこ広い談話スペースのようなものがある。点在する白いテーブルでは数人の淑しとやかな女学生がなにやら談笑をしていた。恐らく何らかの部活の練習試合でも見学しに来たのだろう。

　砂利の小道から土の地面に変わり、私が一歩足を踏み入れるとそこにいた数人の女生徒たち全員が一斉にこちらを振り向いた。

「……ッ！」

　一瞬たじろいでしまったが、敵意や過度な興味を向けられたわけではないようだった。軽くニコッとしたかと思うと、皆一様にヒソヒソと小声で話しながら、談話スペースから足早に出て行ってしまった。

　慌てて私が笑い返そうとした時には既にその場に女生徒たちはおらず、恥ずかしさやら何やらでどっと汗が噴き出すのを感じた。



「はぁ……」とため息をついて、自動販売機の前に歩を進める。

　色とりどりのラベルが魅力的に購買意欲を分散させるが、よもや、今の気分を払ふつ拭しよくする飲料について迷う余地など微塵もなかった。

　ペットボトル飲料の中でも特に異質な形状をした、黒色の炭酸飲料に目を光らせる。

　鞄脇の小さなポケットから長年愛用している豚の小銭入れを取り出し、背中をパカッと開くと、ちょうどの金額が確認できた。

　豚の背中に手を突っ込み、投入口へと硬貨を放り込んでいく。

　すべて投入し終えた瞬間に赤く、まるでＧＯサインのように連なるボタンが点灯した。

　その中の一つのボタンに狙いを定める。幼い頃に観た海外映画の、未知のエイリアンとの邂逅シーンのようにゆっくりと指を伸ばしていき、ボタンを押し込むと「ピッ」という音と共にほぼノータイムで飲料が取り出し口に出現した。

　腰に手を当ててその場でゴキュゴキュと飲み干したい衝動に駆られるも、落ちても花の十六歳、ここは席についてじっくり堪能することにしよう。パンクな炭酸飲料をぶら下げつつも、郷に入れば郷に従えというやつだ。

　自動販売機から少し離れたテーブルに座り、念願の炭酸飲料の蓋ふたを開ける。

　ここまでなんとか無表情に徹していたが、流石にこの瞬間だけはどうしようもない。「プシュッ」という軽快な音と共に、甘さを含んだ独特の香りが鼻腔を刺激する。恐らく今鏡を見れば、完全に公開不可、事務所ＮＧな顔になっていることだろう。ここで堪らず飲料を喉に流し込む。

　あぁ……この飲料を発明した人は、きっと夏が嫌いだったのだろう……。

　もはや飲料と呼ぶのはふさわしくない。

「暑さ」という自然の猛威に人類が立ち向かう唯一の術だ。

　目頭に熱い何かを感じつつ、ファーストインプレッションを終えた。

　このままテーブルに容器をダンとやり、「くぅう……！」と唸うなれたらどれだけ清すが々すがしいことだろうか。しかしそこは流石に抑えねばならない。

　傍からは、普通に飲み物を飲んで蓋を閉めただけの清純な女学生にしか見えないだろう。だが私の心の中は、銭湯終わりのいちごミルクを一気に飲み干したおじさまたちのような達成感で満ち溢れ、「たまりませんなあ！」と大声で叫びたい衝動に駆られていた。



　すっかりリフレッシュを終え、大きく深呼吸をすると日陰のせいもあってか若干暑さも和らいだようだった。今日のこの後の予定をどうしたものか、なんとなく考え始める。

「時間余っちゃったしなぁ……ん？」

　腕時計を見てみると、未だに８時15分を指したままだった。一瞬ギョッとするが今朝方止まってしまったことを思い出す。去年の誕生日にお母さんが買ってくれた、割とお気に入りの時計だ。寿命にしては早すぎるだろうし、死期を早めるような荒い使い方もした覚えはないので、恐らくは電池切れだろう。帰ったらバカ兄にでも見て貰もらおう。

　しぶしぶピンク色のカバーに包まれた、タッチパネル式の携帯を取り出す。一応持ってはいるが、ほぼ仕事関係の連絡にしか使われていなかった。

　気の置けない友人と好きなテレビ番組の話や、恋愛の話などを毎夜投げ合っていれば、私もこの端末におけるプロフェッショナルになれただろう。しかしテレビも観るといえば時代劇くらいのものだし、恋愛どころか友人がいない……。

　その理由もなんとなくわかってはいるが、特に不便をするわけでもない。ただ、携帯を手にする度に原因不明の虚無感に襲われるものだから、この端末は苦手だ。

「９時半か……撮影が２時からだから１時には家にいなきゃだけど……」

　タッチパネルをクリックしスケジュール管理アプリを開くと、怒濤の営業スケジュールが表示された。

　８月14日の項目には２時からドラマの撮影、６時よりラジオのトーク番組に生出演、その後ライブのリハーサルに入るという予定がびっしりと書き込まれていた。

　今日は１時にマネージャーが車で家に迎えに来ることになっている。

　慣れてきたとはいえ、流石にここ最近のスケジュールの過密具合には気が滅め入いっていた。先のステージの影響でトントン拍子にいろいろな話が進み、様々な仕事が舞い込んできたことで生活は一気に変わってしまった。来週のライブも今日発売のシングルを記念してのもので、ＣＤデビューしてからの日数としては異例のワンマンライブということらしい。



　嬉しいことではあるけれど、そもそもその曲に関しても嫌な思い出だらけだった。

　主な原因としてはレコーディング当日、思いっきり風邪を引いてしまいマネージャーにすこぶる怒られた挙句、しょうがなく鼻声で歌ったそのテイクが「思春期の少女の叶かなわなかった恋に対するジレンマを巧うまく表現している」だのとプロデューサーにいたく気に入られ、そのままＣＤになってしまったことだろう。

　その時は熱で頭も回らなかったため実感はなかったが、後日自分の鼻声の歌が街中に流れ始めると食事の量は半分に減った。今はまだ夏休みだからいいものの、新学期になってから一体どんな顔をして学校に通えばいいのだろうと考えると、よりいっそう気が滅入る。

　ため息と共にテンションは下がり、蒸すような暑さがより鬱うつ陶とうしく感じられた。

　出たり引っ込んだりと忙しい汗が、またじわじわと額に滲むのを感じる。

「とりあえず家帰るかぁ……」

　ここにいてもしょうがない。携帯をポケットにしまい席を立つ。

　椅子との密着から解放された足に申し訳程度の清涼感を感じつつ、なんとなく遠くのほうを見てみた。校舎の向こう側、そこそこ大きなグラウンドからはいろいろな部活の掛け声がエコーのように聞こえてくる。

　多分「青春」といわれるのであろうそれは、自分とはどこか無縁な気がしてしまって、なぜだか少し急せかされたような気分になる。

　今日何度目になるかわからないため息をついて歩き出すと、先ほど女生徒たちが座っていたテーブルの上に、チラシが置かれたままになっているのを見つけた。

　カラフルに彩られた丸文字のレタリングに、いかにもなキャラクターがゴチャゴチャと並ぶそれは、駅前に新しくできたファンシーグッズ専門店のチラシのようだった。

　昨日今日と何やらイベントをやっているらしく、「13日・14日」と日付を表した大きな数字が目立っている。

　キョロキョロと周りを厳重に見渡した後、なんとなくチラシを手にとってみた。

　そして瞬間目を疑う。



「……ッ!!」



　正直こういうファンシーグッズに関心があるほうでもないが、一箇所、チラシの端の端、広告の隙間埋めのために載せられたような雰囲気すらある「ベニ鮭ちゃんストラップ」と表記されたそれは、信じられないほどに可愛かった。

　あまりにも小さく載せられているものだから、外観も雰囲気でしか伝わらないが、明らかに有り得ないところから生えた足のシルエットだけで、十分な逸材であることがわかる。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込み、もう一度辺りをキョロキョロと見回す。

　チラシに目をやると、何を指しているのかはよくわからないが「期間限定！」の文字がはっきりと見て取れた。



　一呼吸置き、チラシを鞄の中に詰め込む。



　ペットボトルの残りを腰に手を当てたまま一気に飲み干すと、空容器をゴミ箱に投げ込み、足早に学校を後にした──。



　　　　＊



　──この炎天下に全速力で走ったせいか眩暈がする。



　逃げ込んだ路地裏は集合住宅と思われる建物が入り組んでできたもので、まるで迷路のように感じられた。日陰になっているため多少空気は冷えているのかもしれないが、もうそんなことを考えている余裕もなかった。



　息が整わない。

　壁に手をつき俯くと、次々と流れる汗がポタポタと地面に跡をつける。

　鞄を下ろし、そのまま地面へとへたり込む。



「ハァ……ハァ……」



　少しずつ呼吸の間隔を長くしていく。

　処理が追いついていなかった頭が徐々に働き始めると、つい先ほどの会話を思い出し、今度はボロボロと涙が溢れてきた。



　背中を壁につけ、体育座りのような形で体を抱え込む。

　大声で泣いてしまいたいが、今、声を出すと大変なことになる。

　鞄に顔を押し付けるが、堰せきを切ったように涙が溢れてきて、どうにかなってしまいそうだった。



　どうしてこんなことになってしまったんだろう。

　こんな体質、ないほうがよかった。

　普通にお喋りをして、普通に買い物をして、普通に生きていきたかった。

　わけのわからないこんな自分は消えてしまえばいい。

　むしろ一生誰にも見つからずに、一人で死んでいったほうがましだ──！



　　　　＊



　少し前に遡さかのぼる。

　学校を出た後、公園のトイレでかなり地味であろう私服に着替えた。

　しかし、駅前を目指す途中で大通りに出た途端に、数十人の視線が私に集まる。

　街頭の巨大モニターに映る姿とは明らかに違う格好をしているのに、一人、また一人と私の名前を呼んで近寄ってきた。



　まずい。そう思った時には既に遅かった。

　ちょうど人が多くなり始めた時間帯で、そこまでは考えが回らなかった。



　一瞬で人だかりができてしまい、前にも後ろにも進めなくなってしまった。

　皆、手に手に携帯電話を持ち、カメラを私に向けて写真を撮ろうとしている。



　瞬く間に人の層が厚くなり、ただ呆然と３６０度から向けられるカメラを眺めていた。



　何か悪いことをしたのだろうか。

　たしかに自意識が足りなかったのは、私のせいだ。



　でも、それでも、ほんの少しだけ、普通の女の子らしくしてみたかった。

　それだけだった。



　多種多様なシャッターの音と人のざわめきとが混じった音は、聞いたこともないような騒音だった。あまりのことに吐き気がこみ上げてくる。その場にへたり込みそうになった時、パトカーのサイレンが一瞬、騒音をかき消した。



　細いわけでもない歩道だったが、車道に大きくはみ出すほどの人の群れに通報があったようだ。しかしそれでも人は避よけなかった。むしろこのサイレンの音すらも広告塔のようになって、人を集めているのではないかと感じられた。



　それを呼んだのも私だ。

　そこにいるすべての人の『目』は、私を見ていた。



　人の群れを割き、何とか数人の警官が近くへとやって来た。

　そのうちの一人が何か言葉を発しながら私の肩に手を置いた瞬間、わずかにできていた人の隙間に飛びこんだ。



　何とか先に進もうとするも、そこは終わりの見えないトンネルのようだった。

　蠢うごめく人たちに押しつぶされそうになり、道は更に狭くなっていく。

　闇やみ雲くもに手を伸ばすと、誰かにその手を引かれた気がした。

　次の瞬間、視界が一気にひらけ、大通りの風景が広がった。



　誰かが助けてくれたのだろうか。しかし確認する暇もなかった。

　急いで駆け出すも、後ろを振り返ると大勢の人たちが一つの生き物のように追いかけてくるのが見えた。

　路地裏に逃げ込むと人数は減ったものの、一人一人が散らばって携帯を片手に追いかけてきた。

　見ず知らずの道を入り組んでいるほうへ、入り組んでいるほうへ、あてもなく進む。

　もはや上も下もわからなくなってしまうほど、一心不乱だった。



「あっ……！」



　細い道を駆けていくと、その先は行き止まりだった。

　慌てて後ろを振り返るも、戻るという選択肢は選べそうになかった。



　──胸が焼けるように苦しい。

　思考が止まり立ち尽くしていると、不意に携帯が鳴り始めた。

　慌てて液晶を見ると、マネージャーからだった。

　恐る恐る出ると、電話のコール音が鳴り響く部屋からマネージャーが怒鳴るような口調で話し始めた。

「もしもし!?　今どこにいるの!?」

「わ、わかりません……あ、あの、私……」

「警察から連絡があって、今もう事務所も大パニックよ!?　ああ……この一番大事な時になんでこんな……」

「あ、あの、ご、ごめんなさ……」

「自分がどういう人間かわかっているの!?　いい!?　あなたは『普通』じゃないんだから、こうなることくらいわかるでしょう!?」

「…………ですか……？」

「え!?　何か言った？　ちょっとちゃんと聞こえてるのか返事を……！」

「わ、私そんなに普通じゃないですか!?　ちゃ、ちゃんと変装もしてたのに……皆っ……皆変なものでも見るような目で……！　も、もう私嫌です！　もう帰りませんから……！　い、いままでありがとうございましたっ！」

「え……!?　あ、ちょ──」

　マネージャーが何か言うのも聞かずに通話を終えた。

　息をするのもやっとな状態、回らない頭で自分はなんと言ったのだろう。

　少なくとも大変なことをしてしまったのは確かで、今この時どれだけの人に迷惑をかけてしまっているのかくらい、理解できるつもりだった。それでも、折り返しの電話をかけ謝るということだけは、どうしてもできなかった。





　鳴き止まない蝉の声、遠くを走る車の音、壁伝いに通気口のかすかな振動を感じながら、どれくらい時間が経ったのだろう。

　座り込んだ路地裏まで人が追いかけてくる気配はなかったが、動くこともできないまま、時間だけが過ぎていった。



　お母さんにはもうこの話は伝わったのだろうか。

　いつでも私のことを応援してくれて、ＣＤの発売が決まった時、誰よりも喜んでくれた。

　それが何よりも嬉しくて、それだけが救いだった。

　でも私はそれすら裏切ってしまった。

　結局自分のことばかり考えて、人を巻き込んで……。

　どうしようもない感情が、次々と涙になって溢れ出してくる。

　いっそどこか遠くへ行ってしまおうかと考えても、多分どこへ行っても私は人の目からは逃れられない。自分でも気づいてるんだ、自分がそれほどまでに、『普通』じゃないということくらい……。



　不意に一層の不安感に襲われる。

　何気なく鞄から顔を上げ横を向いたとたん、目にした光景に心臓が跳ね上がった。



「うっ……うああああッ！」



　急な運動についていけなかった体は思い切りバランスを崩し、ドテッと地面に尻もちをついてしまった。

　行き止まりの路地の出口方向、そこに、人が立っていた。

　真夏日だというのに長袖のパーカーにフードを深く被り、長い髪がそこから流れるように揺れている。



　驚いたのはその人が、私が手を伸ばせば届くような距離にいたということだ。

　足音を忍ばせてここまで近づいてきたのだろうか。だとしたら間違いなくまずい事態だ。

　パクパクと口は動くが、声が出てこなかった。

　腰が抜けてしまい立つこともできないこの状況は、多分「絶体絶命」というやつだろう。



「あ、いや……すまん。驚かせようとかそういうのじゃなかったんだが……」

　少しハスキーだが温ぬくもりのある女性の声がフードの奥から聞こえた。



「……へ？」

　もう煮るなり焼くなり好きにしろと走馬灯が駆け巡り始めていた私からは、思いがけず間抜けな声が出てしまった。

　改めて顔をよく見てみると、整った顔立ちに白い肌。

　立ち振る舞いから完全に男だと思っていたが、女性……の中でも間違いなく美人に分類される外見だった。

　いまだに地面に座ったままの私に目線を合わせるようにしゃがみ込むと、キョロキョロと辺りを見回し、小声で話し始めた。

「さっきのアレ……見させてもらった。ずいぶんとまた派手にやったもんだな」

「あ、アレって……」

「歩道で起こしてた騒ぎのことだ。しかしまぁ、まさかあんなに大ごとにするとは思っていなかったが……」

　さっきの騒ぎを見ていた……ということは、この人はあの騒ぎからここまで私についてきたということだろうか。

　だとするとやはり、私のことを珍しがって集まった人の一人……？

　先ほどまでの鬱屈した気持ちが、若干の怒りを伴って再び湧き始めた。



「わたっ、私もうお仕事辞めたので……！　も……もう追いかけるのは止めてください!!　え、えぇと、サインとかくらいならいいですけど……」



　言えた。しっかりと自分の考えを言えるじゃないか。

　これだけハッキリと言えば、冷静そうな人だしきっと理解してくれる筈だ。

　この際、サインぐらいだったらすぐにでも書けるし、なんとかそれで満足してくれるといいのだが……。



　反応を窺うべく閉じていた目を恐る恐る開けると、「何を言っているのかわからない」といった感じの表情があった。

「あ～……いや、まず追いかけてたわけでもないしサインもいらない。というかわざわざ仕事を辞めたのか……？」

　予想していた反応からはあまりにもかけ離れた返答。

　追いかけていたわけじゃない？　ファンの人じゃないということは……。

　緊張が少し緩んだかと思うとまた一気に引き締まる。

　ファンではないということは、もしかすると誘拐とかそういったアレではなかろうか。

　身代金目的のなんとやら!?　逃げ場もないし大ピンチ!?



　しかしその人は襲い掛かるわけでもなく、ただ立ち上がってポケットに手を突っ込んだ。

　それから携帯電話を取り出す、カバーなどをつけていない飾り気のない端末だ。

「とりあえずまだ約束の時間には早いな、あんたがここまで来たのはたまたまだろうが、しかしなかなか都合が良い。場所はここからすぐのところだ」

「え？　や、約束の時間って……？」

「ん？　確か約束は１時にということだった筈だが……間違っていたか？」

　こちらも携帯を取り出し液晶を見てみると、最初に表示される着信履歴と留守番電話の量がとんでもないことになっていた。

　一気に現実が視覚化され、重い鉄球を丸まる呑のみしたような感覚に襲われる。

　表示されている時間はちょうど10時半になるところだった。

　１時の……約束……。



「あ……」

　ここですべての合点がいった。



　この人はドラマの撮影スタッフの人だ。

　だとしたら、騒ぎの現場からファンでもないのにここまでついてきたのも理解できる。

　マネージャーとの待ち合わせ時間が１時だと知っているところを踏まえても、間違いなくそうなのだろう。恐らくあの騒ぎを聞きつけ、撮影に間に合うように連れて来るよう言われたのだ。

　しかしながら「はい、そうですかわかりました」とついていくわけにはいかない。

　私はさっきこの人にはっきりと、「仕事を辞めた」と言ったのだ。

　なのにそんなことお構いなしで連れて行こうなんて、それはまぁ当然のことなんだろうけど、それでも言いなりにはなりたくなかった。

　路地裏の出口のほうに向かって歩き出そうとするその人に向かい、こちらもなんとか立ち上がって話しかける。

「あの……私もうお仕事辞めたんです。しばらくは帰る気もありません。なのでえっと、わかっていただけませんか……？」

　今度は冷静に、先ほどよりもしっかりと言えた。きっと今度こそわかってくれる筈だ。

「……あぁ、あんたの覚悟はわかった。だからまあとりあえずついてきてくれ」

　正面から見据えるようにして少し柔らかな表情でそう言うと、その人は歩き出した。

　今ならまだどこかへ逃げ出すこともできるのだろうけど、「覚悟はわかった」と言ってくれたこの人の表情を見て、それはできなくなってしまった。



　きっと私が現場に行くことになれば、マネージャーも来るだろう。

　すごい勢いで怒られてしまうのは確実だ。

　まだ訪れてもいない未来の超絶お説教を想像し、もうすでに涙腺が緩み始めた。



　けれど、ここでしっかり伝えなければダメだ。

　今日でもう終わりにしよう。

　自分の気持ちをすべて話して、思い切り怒られて、それで最後にしよう。



　改めて覚悟を決め、後を追いかける。

　少し小走りで追いついた時、鞄の、ちょうど顔を押し付けていた部分が、涙やらでぐしょぐしょになっていることに気がついた。

「う……あ……」

「ん？　どうかしたか？」

「あ、いえ……なんでもないです……」

「……そうか？　まぁなんだ、その鞄も服も、後で洗濯したほうがいいぞ」

　顔から「ボッ」という音と共に、火が噴き出た。

「う……はい……」

　洞察力の鋭い人だ。きっと仕事でも切れ者なのだろう。

　それにしても今日は走ったりなんだりしたのもあって、異常にシャワーを浴びたい。

　前を歩くパーカーの女性と少しだけ距離をあけ、後をついていきながらそう思った。

　行き止まりの路地裏を抜け、右へ。その後二つ目の十字路を左。次に一つ目の小道を右へ入り、突き当たりを左へ……。

　黙々と会話もなく歩き続ける女性に、ひたすらついていくこと約十分。

　この街にこんなところがあったのか、何かドンドンと奥地に足を踏み入れていくようだ。



　たしか今日の撮影は、「あまり裕福ではない友達の家」に遊びに行くシーンだったはず。

　なるほど、確かにお世辞にも立派とはいえない集合住宅やアパートが立ち並んでいる。

　もう既に撮影準備は進んでいるのだろうか、一体どう切り出せばいいのだろう。

　胃がキリキリと痛んだ。

「こっちだ」

　ふいにパーカーの女性は立ち止まり、方向転換した。

　しかしその道は今までの小道ですらある程度立派に見えるほど、細く薄暗い通路だった。

　人一人やっと通れるかというギリギリの幅の両サイドを、薄い木製の塀とアパートの壁が挟み込んでいる。



「ず、ずいぶん狭いですね……」

　返事もせず黙々と小道に入っていく女性に、仕方がないので渋々ついていく。現場への近道なんだろうか？　流石にそれも変だと思うのだが……。



　いざ入ってみると、そこの閉塞感は尋常ではなかった。

　今この瞬間巨大な虫にでも出会ったら、一体どうしたらいいのだろう。

　足元を注視しつつ慎重に前に進んでいると、いきなり前を歩いていたはずのパーカーの女性のスニーカーが目に入り、慌てて立ち止まった。



「ここだ」



　そう言って指差したのは、ちょうど小道の中ほどのところにあった、「１０７」と書かれたドア。木製の塀がちょうどその一枚分のスペースだけ途切れている。

「えぇ!?　こっ、ここですか!?」

　こちらがそう言い終わる前に、ドアを開けて中に入っていく。

「あ、あのっ……ちょっと!?」

　バタンとドアが閉まり、完全に取り残されてしまった。

　改めて建物の外観を注意深く見てみると、木製の塀より上に見える部分はただのコンクリート製の壁。窓も何もない。

　まるで倉庫かもしくは地上用のシェルターのようで、とても民家には見えない。しかしなぜかドアには「１０７」と書かれていた。

「これって……明らかに『友達の家』じゃないよね？」

　これが友達の家だとするならば、きっとその友人の両親は自宅で怪しい生物の研究でもしているのだろう。ドラマの二話目でいきなり謎の生物の研究をしている両親の家に遊びに行く可能性もあるが、第一話からは考えられないような超展開だ。



　見るからに怪しい外観だったが、なぜだかドアを開けてみたいという衝動に駆られる。

　他にドアがないのに「１０７」だなんて……反則だ。



「まぁ……帰り道もわからないし、行くしかないよ……うん」



　好奇心を抑えきれず、一呼吸おいてドアを開けると、予想通りそこは女子高生の友人の家ではないようだった──。

　ドアを開けると奥に長い十五畳程度の空間が広がっていた。

　天井には剥むき出しのパイプが張り巡らされており、そこからぶら下がる無数の裸電球に照らされた室内には、ガラス製のテーブルやソファなどが置いてある。アンティーク調の小さい戸棚やその上に置かれた地球儀など、小物の一つ一つがおしゃれで、いかにも秘密のアジトという感じの佇たたずまいだ。

　テレビや電子レンジ、パソコンや冷蔵庫など一般家庭に置いてあるような家電もあり、エアコンの効いた室内はある程度の生活感があった。

　しかし古びた本棚には明らかに日本のものではない古書などが整然と並べられており、やはり不思議な雰囲気で、現代版の魔女のアトリエといったほうが正しいかもしれない。



　一番奥の壁にドアが四つ並んでいる。更に奥に部屋があるということなのか、この建物の構造はどうなっているのだろう。



　玄関を入ってすぐのところ、調理器具がしっかりと陳列された台所の前に先ほどの女性が立っていた。周りを見渡してみると、やはり撮影機材もなければスタッフもいない。

　着いた時から感じていた嫌な予感が、徐々に現実のものになりつつあった。

「あ、あの～……これは一体……」

「カノ、こいつだ。とりあえず説明をしてやってくれ……おい起きろ！」

　相変わらず私の質問など意にも介さず、フードを被った女性はソファに寝そべっている人物に話しかけた。

　一瞬小さくビクッと動いたかと思うと、気けだるそうな声が聞こえてくる。

「うぅ……ん？　え？　この子がなんだって？」

　顔に乗せてあった雑誌を少しずらすと、猫目の青年の寝ぼけた顔が見えた。

「お前が今日来ると言っていた新入りだ、自分で話を進めといてそりゃないだろ」

「いや、え……？　だからなんでこの子が……」

「お前寝ぼけてるのか!?　いいからさっさと説明しろ」

「ふ～ん……まぁいいや。了解」

　ソファから起き上がったカノと呼ばれた青年は、私のほうを見つめると何か思いついたように、ニヤッと怪しい笑みを浮かべた。

「え？　ちょっと、あ……あの──」

「ようこそ新入りさん！　我らがメカクシ団へ！　今回は作戦に乗っていただきありがとうございます！」

　ソファからおもむろに立ち上がり先ほどとは違う爽やかな笑みを浮かべると、私の質問に被せるように大おお袈げ裟さな感じで話し始めた。

「とりあえず今のところの活動は警察の『目』を盗んでヤバイ施設に入ったり、そこからいろいろと拝借したりしてますね。詳細は後で詳しく、まぁ教えないこともあるかと思いますがそこはご容赦いただくとして、ある程度お話ししようと思います。で、ここが僕らのアジト。まあ察しているかもですが、あからさまにアジトっぽくしてるのはそこに座っている目つきの悪い……おぉっと怖い怖い、いや団長のキドの趣味なんですよ。なのであんま気張らずに適当にくつろいじゃってくださいね。メンバーとしてはその団長と僕……あ、カノっていいます、とあと二人ほど……。まぁもしかしたら三人になるかもしれませんがそれくらいでやってます。普段は特に表立って何かということはしてないですけど、なんかそんな感じで緩くやってます。あぁそれから……」

「ちょっ、ちょっと!!　ちょっと待ってください！　ええと……メカ、何……？　ヤバイ施設って……？　きょ、今日のドラマのお話ですよね!?　監督さんは……？　私今日……も、もうアイドル辞めるってことをお伝えしに来たんです！　でもっ……あなたたち……一体誰なんですか!?」

　あまりに突然のことで全く頭がついていかない。聞きたいことが多すぎる。

　これも何かのシーンなのだろうか……いや、そんな筈はない。

　私が受け取った台本は、特に面白味もない学園恋愛モノだった。

　少なくともアジトや、ヤバイ施設に潜入するという話など微塵も出てこなかった。



　あまりに淡々と話されるものだからつい聞いてしまったけれど、明らかに私は人違いをされている。作戦に乗る……？　そんな作戦の話なんて聞いたこともない。あ、でも副業ＯＫなんだ、アルバイトは一度してみたかったけれど。



「……ちょっと待ってくれ。あんたがアイドルって……な、ど、どういうことだカノ!?」

　私の質問にただニコニコと笑顔で返すだけのカノという人に、団長とかキドとか呼ばれていたフードの女性が詰め寄った。

「え？　どういうことも何もこの子、最近話題の超人気アイドルだよ。ほらここ」

　先ほど寝そべっている時に顔に乗せていた雑誌を開いて見せる。



　そこには今日発売のシングルの特集記事が組まれていた。あぁ、あの写真も私としては嫌いな写真だ……見開きの記事なのに目は半開き……ひどい……。

　バッとその記事を奪い取ると、フードの女性は雑誌と私を交互に見比べドンドン青ざめていった。

「え……な……お前っ、今日新入り候補と会わせる約束してるから様子見がてらって……気に入れば加入させたいって……」

「うん。言った言った。あれ嘘」

「面白そうだからって……お前こいつアイドルじゃないか!!　──って嘘!?」

　雑誌の記事の顔部分をバンバンと叩きつつ必死に言及している。

　本人の前なのに……ひどい……。

「いや、ちゃんと嘘って言ったって、なんかキドずっと音楽聴いてて返事しなかったけど。しかも勝手に行って連れて来たのは自分でしょ？　自業自得じゃん」

「お前が起こしても起きないから先に行ったんだ!!　というか起きたんだったらなぜ電話しない!?」

「だってキドの携帯にかけてもいつも音楽聴いてて出ないじゃん。あれなんか切ないし、それにめんどくさかったから」

「だからってお前……」

「──あ、あの!!」

　二人の顔が同時にこちらに向いた。カノと言われている人は相変わらずの笑顔だったが、もう一人の女性は厳しい表情だった。



「あ……あの、結局私は勘違いをされたということでいいんですか……？」



　恐る恐る聞いてみると、キドと呼ばれていた女性はフード越しに頭をガシガシとやり、ため息をついてから言った。

「あ～……そうだったみたいだ。すまん、こっちの手違いだ。だからもう帰っ……」



　そこまで言ったところで何かに気づき、再び顔が青ざめていった。

　同時に、ソファに座り直したカノと呼ばれている人はクスクスと笑い出した。



「お前!!　なんで人違いだと知ってて全部話した!?　活動の話までしたらこいつを帰すわけにはいかないだろ！」

「アハハ……いやいやだってそれはキドが早く説明しろってうるさいからじゃん。あ～あ、やばいね、すっごい面白いよこの──」

　そこまで言いかけたあたりでカノという人は思いきり頭を殴られた。

　キッとこちらを見たキドと呼ばれていた女性は、先ほどまでの無表情からは一転、慌てたような怒ったような表情をしていた。そんな顔を見ると「年は割と私に近くて、少し上くらいだろうか……」などと、緊張感のない考えが浮かんでしまう。

　ある程度緊張しなくてはいけない場面なのだろうけれど、どうもこの人たちから緊張感が伝わってこないせいか、若干安心してしまっていた。ナントカ団だとかアジトだとか、怪しいことは確かだったけれど、なぜだか悪い人たちではないような気がしていた。



「あ、あの……」

　とにかく話を聞こうと口を開くと、またも被せられてしまう。

「はぁ……あんた名前は？」

「え？」

　ため息をつきつつそんな質問をすると、キドと呼ばれる女性はカノという人の横に腰掛けた。

「名前だよ名前。俺はキドっていう。こっちの浮かれ面はカノだ」

　しゃべり方や一人称が「俺」なあたり、やはりどこか中性的な印象だ。

　浮かれ面と呼ばれながらもニコニコとこちらに手を振っている横の人も、雰囲気は大人びて見えるが、よくよく見ると私とそこまで年が離れていないようだ。

「あ、えと、私は如月キサラギ桃モモっていいます。年は十六歳です……」

　名前を聞かれ、ふと反射的に年齢まで答える。別に癖でもなんでもないが、なんとなくアイドルのオーディションのように聞こえていたらどうしよう。

「私アイドルなんで癖なんです（ドヤ）」と主張していると捉えられてしまうかもしれない。ああしまった……それは恥ずかしい。

「キサラギか。にしてもホントにアイドルなんだな。年齢も一緒に言うあたり」

　最悪だ。

「いや！　違うんです！　別にオーディションを意識したりとか癖とかそんなのじゃなくてたまたまで!!　いや、私友達も全然いないんで、ちょっと人と話すとあがってしまって変なこと言っちゃうんですよね！　あはは……はは……」

　──沈黙が痛い。もう穴があったら入って、そこにいっそ埋まってしまいたかった。

「そうか……な、なんかいろいろ大変なんだな」

「は、はい……」

　慰められてしまった。

　カノと呼ばれる人がまたクスクスと笑い出すと、キドさんに腹を殴られて沈黙する。

「にしてもまいったな……正直に言うと、あんたをすぐにでも家に帰してやりたいのは山々なんだが、下手に話をしてしまった以上、今すぐ帰すのはこちらとしてはまずい」

「みたいですね……お話を聞く限り……」

「この馬鹿のせいでな」

「あはは、だからそれはキドのせいだってさっきから言って……ないかも」

　キドさんが顔を向けた途端、即刻訂正をしつつわき腹をガードするように抱える。

「いやいや、でもまぁ悪いことばかりでもない気はするけどね。さっきたまたまネットの生放送で観てたけど、アノ『能力』はなかなかすごいよ」

　ネット……？　生放送……？　私が騒ぎを起こした時の映像だろうか？　やはりいろいろな人に見られていたのか。

「すごいってこいつが？」

「うん。あのさ、君、アイドルやる前から注目浴びる体質だったでしょ？」

「え!?　は、はい、そう……ですね……」

　体質という言葉に思わず動揺してしまった。

　カノさんは私のその反応を見て、「なるほどね」というような表情を浮かべる。

「あの感じを見てると相当キツイ能力でしょ？　よくアイドルになろうなんて思ったね」

　私のすべてを知っているような態度に、まるで心の中を覗かれているような感覚に陥る。

「母の仕事が結構大変な時期があって、協力しようと思って……でもなんで……」

「ん？　いやぁなんとなく？　ちょっとあれは超人気アイドルとはいえ『普通』じゃない人の惹きつけ方だよ。ほんとキドと真逆って感じだね。マリーが君みたいな体質だったら、きっと死んでたよ。あはは」

「マリーはまた特別だろ。そもそもの前提が違う」

「まぁ確かにそうだけど。あ、そういやなかなか出てこないね、まだ怒ってんのかな」

「あの……は、話がよく読めないんですが……」

　いい加減頭が混乱してきた。悪い人ではなさそうだけれど、結局この人たちは何者で、一体私はこの後どうなるのだろう。

「あぁ、ごめんごめん。ええとね、まあとりあえず座ってよ」

「あ、はい……」

　二人とはテーブルを挟んで向かい側のソファを勧められる。

　カノさんと向かい合わせに座ると、なぜだかカウンセリングを受けに来たような感覚になった。

「すごく単純明快に話をすると、さっきキドも言った通り今君を帰すとちょっといろいろと問題がある。だからしばらくここにいてもらいたいんだ。もちろんそうなると君にはとんでもない迷惑がかかるわけだから、一つ交換条件というか、提案があるんだけど」

「て、提案ですか？」

「そう。結論を言うと君のその体質を治す。というよりかは『抑える』かな？　その手伝いをしようと思う。もちろん必要があれば、だけどね？　キド、こっちとしてはそれしかないよね？」

「まぁ……そうなるな。とにかく今は帰すわけにはいかない」



　今日一番耳を疑う言葉だった。

　私のこの体質を「何とかしよう」と考える人に初めて出会ったのだから。

　しかし当然のことながらそんな言葉は簡単に信用できない。

　先ほどの話から推測して、私の気を引くことを言おうとしただけの可能性もある。

　そもそも病気でもないのに「治す」なんて、どうすればいいのだ。

　自分でできることならもうとっくにやっている。見当もつかなかった。



「そ、それはその……治れば嬉しいですけど……」

「あ、やっぱり治したいんだ。まぁ明らかに制御できてないもんね。ま、人それぞれ向き不向きもあるから、いろいろ試しながらにはなるけどね」

「試しながら……」

　果たして本当にこの人を信頼できるのだろうか。

　さっき会ったばかりで素性もわからないし、何か「悪いこと」をしているみたいだ。

　かといって、私の体質を理解してくれる人には今まで会ったことがなかった。

「もし普通になれたら」という淡い希望は、こんな状況で見知らぬ誰かにすがってしまうほどに強くなっていた。

「あぁ……でもこの感じ懐かしいなぁ。昔、キドとも話したね、そういや」

　私の顔を覗き込むと、カノさんは何かを思い出すかのように目を閉じた。

「そんなこともあったかもな」

「あの時のキドはまだ可愛かったなぁ～……『このままじゃ私消えちゃうよぉ助けて～』って痛い痛い!!」

　言い終わらないうちにキドさんの手がカノさんの脇腹をわし掴みにした。あそこばかりを重点的に攻め続けられて大丈夫なのだろうか……。

「先にお前を消しておけばよかったよ」

　締め上げられている間も、カノさんは笑顔のままだった。

「いやいや、まぁイイ思い出ってことで……というか『治す』とか言っても信用できないだろうしさ、ちょっとキド見せてあげてよ」

「なんで俺なんだよ。お前がやれよ」

「いや、だって僕のわかりにくいでしょ？　一番わかりやすいのはマリーだろうけど、今絶対怒ってるからめんどくさいし」

「はぁ……わかったよ、まぁ俺のせいでもあるしな」

　キドさんはそう言うとため息をついて立ち上がり、部屋の奥にあるドアの一つへと歩いていった。四つあるうちの右から二番目のドアが開かれると、その奥に簡易ベッドのようなものが置いてあるのが見えた。

「あの……見せるって何を？」

「あ、いや、なんで君のその体質を治せるかもとか言ってるかっていう証拠をね？　多分わかりやすいとは思うんだけど……」

　証拠？　一体なんだろう？　私以上に目立っている人を治した実績例でも連れて来るのだろうか。

　そんなダイエットじゃあるまいし、第一ビフォーアフターがあるようなものでもないだろうし……。

　そんなことを考えているとバタンとドアが閉まり、キドさんは部屋の中に消えていった。

　カノさんは相変わらずニコニコとしている。とりあえずキドさんが誰か（？）を連れてくるのを待っているのだろうか。

　私も何が来るのかと期待しつつ待つことにした。



　……ところが、一分以上経ってもキドさんは戻ってこない。

　部屋に置いてある壁掛けの鳩時計やらデジタル表示の時計やらに目を向けてみる。正直何を待っているかもわからずに待つということほど、時間の流れが遅く感じることはない。

　相変わらず笑顔のカノさんは普通に雑誌を読み始めた。ドアが開く気配もないし、一体私は何をしているのだろう。



「──あのぅ……ってうわああああ!!」

　カノさんに何を待っているのか聞こうと顔を向けると、信じられない光景が目に入り、思わず叫び声を上げた。

　雑誌をぱらぱらとめくるカノさんの横には、先ほどと同じ格好で座るキドさんがいた。

　ドアからここまで遮しや蔽へい物ぶつもなければ、私は席を立ったりもしていなかった。



「な……な、な、なんで……!?　いつ!?」

　あまりの出来事にソファごと後ろに倒れるかと思うほど飛び上がった私を、キドさんは騒ぎすぎだと言わんばかりの冷たい目で見つめていた。

「まぁこんな感じで！　ビックリした!?」

　ソファの背もたれにしがみついている私を見て、カノさんは楽しそうにそう言った。

「はぁ……にしても大げさすぎるだろ、その幽霊でも見るような目をやめろ」

「まぁ似たようなもんだけどね痛い！」

　再び脇腹を殴られたカノさんはそれでも笑顔を絶やさない。ここまでくると何か笑顔を絶やさないことに、プライドでもあるのかとさえ思えてくる。



「な、何なんですか今のは？」

　とりあえずソファに座り直しつつ、今目の前で起こった現象について聞いてみる。

　正直、まだ若干キドさんのことが怖くて、ちゃんと見ることができなかった。

「キドも君と同じでさ。まぁ同じというか真逆というかなんだけど、小さい頃から人に『見てもらえない』体質だったんだよね」

　カノさんのその説明に耳を疑う。

「今の見て理解したと思うけど、ホントに気づかなかったでしょ？　これがずっと続いているような状態っていう感じかな」



　本当に気がつかなかった。

　一瞬目を逸らした隙に、まさにいきなり出現したような感じ。

　何か手品を見ているかのような感覚だった。



「でもある時期から何とかコントロールできるように練習を始めて、今に至るって感じ。これが君の体質を抑えられるかもって言った証拠なんだけど──」

　私はテーブルを叩きつけるようにして身を乗り出した。

「私ここに残ります!!　か、家事とかできることなんでもやります!!　作戦でしたっけ？　それもがんばります!!　入れてください……メカメカ団！」



　世の中はまだ捨てたもんじゃなかった。

　今日までこの体質のせいで辛いことも沢たく山さんあったが、これほどの大きな希望に胸を躍らせたことも、生まれて初めてだった。

　ここに残ればきっと私の体質は治るんだ。

　普通に買い物に行ったり、普通にお喋りしたり、普通に友達ができるようになるんだ！

「そ、そっか……それはありがたい！　うんそれとメカクシ団ね、ここが重要だから」

「メカクシ団!!　がんばります！」

「いや、というかその変な名前いい加減やめないか？　名乗る機会なんてまずないだろ」

　思わず鼻息を荒げる私とカノさんとのやり取りを見つつ、キドさんはボソッと呟いた。

「メカクシ団かっこいいですよ！　よろしくお願いします団長さん！」

「な、なんだいきなり……ま、まぁ、とりあえず今日からよろしく頼むよ『キサラギ』」

「は……はい!!」

「あれでしょ？　なんだかんだ言って団長って呼ぶ人がいなかったから今嬉しいんで──痛い！　痛い！」

　ああ……今度は腕が変な方向に……でも笑顔だ！

　やはりカノさんには何らかのプライドがあるのだろう。

　この短時間だけでも慣れてしまったそんなやり取りを苦笑いで見ていると、部屋の奥、一番右側のドアが突如として開いた。

　そこから出てきたのは、まるで絵本の世界から飛び出してきたかのような白髪の小柄な女の子だった。

「ん？　あぁ、やっと出てきたのか、おいマリー……」

　名前を呼ばれた少女はこちらを向くと、まるで怪物でも見たかのような顔をして慌てて部屋に戻って行った。

「……やっぱりか」

「予想どおりって感じ？　わかりやすいな～マリーは」

「あ～すまん、今のやつがマリーだ。早いとこ紹介しておきたいんだが……」

「あ、あの……私嫌われてるようなんですが……」

　人から奇妙な目で見られることには慣れていたが、今のはさすがにちょっとへこむ。

「いや、あいつは誰にでもああだから気にするな。カノ、お前ちょっと呼んで来てくれ」

「えぇ～？　やだよ。下手に怒らせて『アレ』喰らいたくないし」

「あいつの機嫌が悪いこと自体お前のせいだろ。ちょっといつもと違う靴下をはいていたくらいでゲラゲラ笑ったりするからこうなるんだ」

「だってすごい違和感だったでしょあれ？　キドだって逆に無反応決め込んでたじゃん」

「お、俺は別に笑ったわけでも何か言ったわけでもないだろう！　あそこは反応しないほうがよかったんだよ」

「いやいや、マリー靴下はいて出てきてから周りの反応超気にしてたって。どちらにしても一緒じゃない？　……っていうかもう埒らちあかないから呼んできなよ。大体僕が行くよりどっちが確実かって話じゃない？」

「おまっ……」

「ほらほら。こういう時は女の子同士のほうが波風立たないって」

「……はぁ……わかったよ。呼んで来た後お前がどうなろうと知らないからな」



　キドさんは立ち上がり部屋の奥のほうへと進んで行くと、先ほどのマリーと呼ばれていた少女が出て戻っていったドアを開けた。



「あうっ!?」

　ドアが開いた瞬間、鈍い音とともに小さな悲鳴が上がった。ドアが開ききるとその向こうでは、先ほどの女の子が額を押さえ涙ぐんでいるのが見えた。

　部屋に戻ってからずっとドアの前にでもいたのか、突如開かれたドアに頭をぶつけたようだ。キドさんが部屋のほうを向いたまま親指でこちらを指すと、少女はチラッとこちらを見て、ブルブルと涙目のまま頭を横に振っていた。

「あ、あの……私やっぱり相当嫌われてるんじゃ……」

「いやいや、マリーは引っ込み思案の究極系みたいなもんだから。……にしてもやっぱり手こずってるみたいだねぇ」

　カノさんはあまり気にしていないというような感じで再び雑誌を手に取ると、ペラペラとページをめくり始めた。

　ドアを開けたままキドさんの必死の説得が繰り広げられているため、小さな会話が聞こえてくる。よく聞こえないが「怖い」とか「無理」といった明らかにネガティブな少女の言葉が、私の心にグサグサと突き刺さってきた。

「あの……無理なようなら……」

　私がカノさんに向かってそう言った瞬間、バタンとドアの閉まる音が聞こえた。

　ドアの前にはキドさんと、その後ろに隠れるようにマリーと呼ばれる少女が立っている。

　腰まである長い白髪はまるで動物の毛のようにふわふわと柔らかそうで、顔をうずめたらさぞ気持ちいいだろうなどと想像してしまう。

「お、巧いこと説得したみたいだね。さすが団長」

　読んでいた雑誌を閉じると、カノさんは小さく手をパチパチと叩いた。

　キドさんがこちらに戻り再び先ほどと同じ位置に腰掛けると、カノさんと挟み込むように少女もその横に腰掛けた。

　近くで見ると本当に人形みたい……。薄いピンクの瞳に、キドさんよりもさらに白い肌、長く綺麗な白髪はまさに童話から抜け出して来たかのような佇まいだった。

　しかし顔を伏せたままで、目はグルグルと渦を巻くようにテーブルの何もない部分を注視し、明らかにこちらにまで聞こえてしまっているが「大丈夫……大丈夫……」と呪文のように唱えている。

「待たせてすまなかったな、こいつがマリーだ」

　名前を呼ばれた瞬間ビクッと肩を揺らし、恐る恐る顔を上げた。

　どうやら相当に引っ込み思案の子らしい。ここは新入りの私がしっかり挨拶をせねば！

「は、初めましてマリーさん！　え、えっとキサラギです！　今日からしばらくこちらにお世話になることになりまして！　あ、あの、頑張るのでよろしくお願いします！」

　私が喋り始めた瞬間にまたもビクッと肩を強こわ張ばらせたが、どうやら話は通じたようで、喋り終わると先ほどよりも表情が若干和らいでいた。

「…………」

　しかしマリーさんはそのまま固まってしまった。

「えぇと……あはは……そ、そんな感じで……」

　なるべく沈黙を作らないようにと、下手な取り繕いをしてしまう。沈黙が来るとなす術がないほどのボキャ貧だった。今度コミュニケーション論の本でも買おう……。

　しかし意外にもその沈黙は長くは続かなかった。

「わ、私……マリーです……は、はじめまして……」

　自己紹介をしているのだと気づくのに、一瞬間が空くほどの小さい声だった。

　マリーさんの目は再びグルグルと渦を巻き、白い肌がどんどん耳まで赤くなっていく。

「お、お茶を入れてきますっ！」

　限界なのであろう、マリーさんは立ち上がると台所に向かってパタパタと歩いていった。

「あぁ！　お、お構いなく！」

　せっかく話をしてくれたのに、すぐに席を立たれてしまった……。

「いやぁ……マリー頑張ったね」

「驚いた、あいつが初対面のやつにあんなに喋るのは初めてじゃないか？」

　二人は口を揃えてマリーさんに称賛の言葉を送っていた。



「ええ!?　そうなんですか!?」

　今の会話とも呼べない会話が、「あんなに喋った」と評価されたことに驚きを隠せず、思わず聞き返した。

「まあとは言っても、マリーが人と面と向かって喋るのって四人目くらいだし、あんまり参考にはならないかもだけどね」

「四人目!?　マ、マリーさんって普段何されて……？」

「何って……う～ん……現代風にいうとニートかな？」

　カノさんはそう言いながらキドさんの顔を見る。

「だな。まぁほとんど部屋から出てこないから、引き籠りとも言えるかもしれんが……」

「あ……そうなんですね……へ、へぇ～……」

　聞いておいて何だが、平然と引き籠りをバラされるマリーさんに何か申し訳ないことをした気分だった。

「でもそろそろマリーも何とかしないとまずいとは思うけど？　流石にヒキニート二年目はちょっとさぁ」

「それももう何度目かの話だがな。毎度毎度この話をすると、あいつしばらく口もきかなくなるだろ」

「まぁねぇ……ん？　どうかした？　キサラギちゃん」

「あ！　い、いえ！　なん……でもないです……」

　ヒキニート二年目という言葉に少々思うところがあり、何とも言えない表情をしていると、カノさんが顔を覗き込んできた。

「？」と不思議そうな顔はしているが、あまり深く突っ込む気もないようだ。



「しかしキサラギの加入はあいつにとっても悪いことじゃなさそうだな」

「だね。なんだかんだですごい嬉しそうだし」

「え!?　そうなんですか？　ど……どこらへんが……？」

「だってほら、マリーお気に入りのカップを二個用意してる。僕たちには絶対使わせないやつだから、あれはきっとキサラギちゃん用だよ」

　台所のほうを見てみるとマリーさんは慌ただしくカチャカチャとお茶の準備をしており、お盆には白いカップが四つ並べて置いてあった。

　見ただけでは価値はわからないが、そのうち二つは無地で、残りの二つにはファンシーな動物の絵がプリントされているのが見えた。

「あ……」

　それは本当に堪らなく嬉しかった。

　人付き合いがお世辞にも得意とは言えないだろうマリーさんが、自分のためにお気に入りのカップを出してくれようとしているのだ。

　きっとこれは彼女なりの歓迎の姿勢なのだろう。

　胸の辺りが少しじんとなるのを感じた。

　思えば同年代くらいの女の子と話をしたのは、本当に久しぶりな気がする。

　学校でも不規則な仕事とこの体質のため、面と向かって誰かと話をすることなどほとんどなかった。

「ちょっと心配してたけど予想以上に打ちとけられそうだねぇ。やっぱり女の子同士っていうのがいいのかな！　これまでにない華やかな──」

　カノさんがキドさんを覗き込むと、その表情は少しふてくされているようだった。

　私はその意味にすぐ気がつき、続けてカノさんも「あ……」と声を出した。

「そうだなぁ……俺はまぁこんなんで、女の子らしさってやつの欠片もないしな……いや、悪かったなぁおい……！」

「ちょっ！　いやいやいや！　何言ってるのさ！　キドだってこっそりリンスを変えたり、実はフリルのスカートを持ってて鏡に痛い痛い痛い!!」

　今のは仕方がないと思う。カノさんが悪い。

「ところでキサラギ、事務所か親御さんには連絡しておいたほうがいいんじゃないか？　あまり大ごとにならないほうがいいだろうしな」

「あぁ!!　そうだった！　完全に忘れてました！」

「その前にキド、ちょっとこれ止めて……！　ギブギブ！」

　顔色一つ変えずに、ギリギリとキドさんはカノさんの腕を締め上げていた。



　とりあえずマネージャーに電話……はダメだ、怖すぎる。メールで一言だけでも……。

　携帯を取り出すと着信履歴とメールと留守電が甚大な量に膨れ上がっていた。

　胃がキリキリと痛む。

　この状況をなんと伝えればいいのだろう。思えばこんな突飛な状況はそうそうない。



　とりあえず思うままにメール文を打ってみた。

「件名：‥アイドルを辞めます。

　本文：‥今メカメカ団という人たちのアジトにいます。私の体質を治してもらおうと思います。心配しないでください。家族にも心配しないでとお伝えください。本当にごめ──」



　──ここまで打って今日一番の大きなため息が出る。



　このメールの差出人は、きっとなにか変なキノコでも食べたと思われるだろう。

　文面だけを見ると、明らかに正常な人間からのメールではない。



「これ……なんて伝えたらいいんですか？　この状況……？」

「……いや……なんというかホントにすまん……」

　助けを求めるような目でキドさんを見つめるも、勘違いして連れて来てしまったという負い目があるのか、ただうろたえるだけで何とも言えないようだった。



「うぅ、とりあえずこの文じゃだめだよね……もうちょっとなんか言い方ないかな……」

「あ、お茶お待たせしまし……！　うわぁっ!!」



　改めてメール文を打ち直そうと携帯を見つめていると、右上からお茶が降ってきた。

　相当な量の液体がバシャッと頭と携帯に降り注ぐ。

「うわあああああああああ!!」

　余りの出来事に、今日何度目かの叫び声が部屋に響いた。

　熱いお茶が降り注いだこともそうだが、何より携帯画面に「送信中」の文字が表示されたこともその原因の一つだった。



「ああああ！　わああっ!?　ごっごめんなさいごめんなさい!!」

「い、いいから早く拭くもの持ってこい！」

　思い切り転んだマリーさんにキドさんが大慌てで台所を指差した。



　私は必死に携帯の「送信中止」ボタンをタップするも、反応がない。

　なす術もないまま送信は無事に完了し、その直後最後の仕事を終えたかのように、携帯は静かに息を引き取った。この子が一体何をしたと言うんだ……。



「ふ、拭くもの持ってきまし──うわぁっ！」

　今度は全く絞られていないびしょ濡れの布がビシャッと頭を直撃した。

　冷えきった液体が髪の毛を伝い、ポタポタと垂れてくる。

　頭に乗った布ふ巾きんを取ることもせずに周りを見ると、

　顔面蒼白で今にも泣き出してしまいそうなマリーさん、

　こんな状況でも笑顔でクスクスと笑っているカノさん、

　そしてパーカー越しに頭を掻かき、困ったような表情を浮かべるキドさんがいた。



　──あぁ……困っちゃうなぁ。でもなんか、どうでもいいや。



　私はなんだか楽しくてしょうがない気分になってしまっていた。

　こんな気持ち、久しぶりな気がする。



　ちょっとどころではなく歪んだ考えかもしれないけれど、

　私はその時、これが「青春」ってやつかな、なんて思っていた。

　部活のメンバーとバカやるって、こんな感じかな？



　外ではまだ太陽が眩むような熱線を放ち、

　蝉が喚き立てるように大きな声をあげていることだろう。



　そんな夏の日に、私は決心をした。

　そしてその決心を確認するように、声に出してみた。











「──私、メカクシ団でがんばります！」



    

  
    
      　カゲロウデイズ




　始まりはいつだっただろう。

　そもそもの始まりは。



　夏期講習のために、田舎からヒヨリの親戚の家にやってきたはずだった。

　確かそうだったはずだ。



　その家にいた、あの白髪の人はなんて名前だったかな。

　酷ひどく変な名前だったような気がするんだけど。



　まぁ僕も人のことは言えないか。ヒビヤなんて、僕も大概変な名前かもしれない。



　背が高くてマイペースなあの人。

　ヒヨリに聞いてみようかな。多分覚えているはずだ。



　ただずっと昔に何回も聞いてしまっていたような気がする。

　なんていう名前だったかな……まぁいいや。



　そういえばヒヨリはどこに行ったんだろう。

　一緒に家を出たはずだけど。

　一人になったことなんか、今まであったかな。

　あったような、なかったような。



　あれ……雨まで降ってきた。

　これは多分初めてかな……。



　何度も何度も繰り返す夢の中、

　予報はずれの雨が街を違う景色に変える。

　あれほどまでに泣き喚わめいていた蝉の声も、

　立ち上るカゲロウも、今日はすっかり影をひそめていた。

「ねぇ……君」

「なんですか？」

「君は、一人でここに来たの？」

「いえ……友達と来たんですけど、はぐれちゃって」

「友達？」

「はい。いつも一緒なんです。でもなんだか今日は会えないような気がして……」

「そっか。『彼女』に会いたい？」

「……会いたいです」

「そう。ならきっと大丈夫。あなたも彼女もきっと……」

「……どこに行くんですか？」

「ついてきてもいいけど、後悔しない？」

「はい」

「じゃあついてきて。あなたと同じ、協力してくれる人が、きっと待ってる」

「協力……？」

「その人たちの『目』と、あなたの『目』で、きっと見えるものがあるはずだから……」



    

  
    
      　　　　「──だから絶対に、今日の日のことを忘れないで」



    

  
    
      　メカクシコード




　体の曲線を撫でながら緩やかに水が伝っていく。今朝からずっと浴びたいと思っていた念願のシャワーだったが、まさかこんな形で浴びることになるとは思いもしなかった。



　謎の組織の秘密のアジトで、

　携帯と自分にお茶をかけられ、

　ひたすらに謝られたあげく、今に至る。



　文章にするとより一層怪しさが増すが、「現実はドラマの台本よりも奇なり」であった。



　シャワーを浴び終え、髪を拭きながら部屋に戻ると、三人は少しだけこちらを振り向いたが、すぐに元に戻った。

　カチカチと壁掛けの古時計が振り子を振っている。

　時間は午前11時半を過ぎたところだった。

「なんかすみません、服まで借りちゃって……」

「いや、元はといえばこっちのせいだしな。しかしどうしたもんか……」

「ホントですよね……はあぁ──っあ！　いや！　大丈夫！　大丈夫だから！　ね!?」

　先ほどから何度も何度も謝罪を繰り返しているマリーちゃんだったが、それでもまだ私がため息をつく度に、目を潤ませて泣き出しそうになる。

「でも……でも……！」

　マリーちゃんの手には乾燥剤がたっぷりと入った密閉袋が握られており、その中には先ほどお茶をぶちまけられた私の携帯が入っていた。

　綺麗に拭き終わった机の上には、乾燥剤を取り出すためだけに開けられたお菓子の山がオードブルのように並んでいる。



「べ……弁償しないと……」

「弁償ってお前、そんな金どこから出てくるんだ？　本でも売るのか？」

　ソファにだらしなく寄りかかり雑誌を読んでいたキドさんがぴしゃりと言うと、マリーちゃんはいよいよポロポロと涙を流し始めた。



「わああ!!　ちょ、ちょっと団長さん!!」

「しょうがないだろ。事実こいつに支払能力はないぞ」

「そ、それにしたってですね……マ、マリーちゃん、ホント気にしなくても大丈夫だから、ね？　泣かないで～」

　慰めの言葉をかけるも、変わらず密閉袋を握り締めたままシクシクと涙を流している。

「でも実際問題さ、外と連絡取れないのはまずいんじゃないかなぁ。キサラギちゃんにはとりあえずある程度の報告はしておいてもらわないとじゃない？」

　カノさんは相変わらずの笑顔で、わざとらしく肩をすくめてそう言った。

「う～ん……まぁそれはそうなんですよね～……」

　確かに先ほど送ったメールの内容ではまずい。

　そろそろ大ごとになりそうな予感がする。実際にお昼のワイドショーでは『あの超人気アイドルが突然の失踪か!?　誘拐の可能性も!?』という内容で、ちらほらとニュースになり始めていた。

「マネージャーさんの携帯はともかくさ、自宅の電話番号くらい憶おぼえてるでしょ？」

　ちなみに事務所の電話番号は、先ほどカノさんが調べて電話してみてくれたらしいが、とにかくずっと通話中でとても繋がりそうな雰囲気ではなかったそうだ。

「……そ、それが……」

「え……？　まさかキサラギちゃん……」

「い、いや、数字は苦手というか……！　た、確か全部の数字を足したら50だっていうのは憶えてるんですが！」

「何だその無駄な情報は」

「うう～……」

　なんだか今朝から、自分の頭の悪さを誰かに憐あわれまれている気がする。

「あ～あ、こうなると警察が既に動き出していて、ここも直じきにバレちゃうかもね～……」

「そうなったら俺たちは全員、誘拐犯として逮捕か……。せめて携帯がなぁ……」

　キドさんがため息をつきながらマリーちゃんを見ると、ビクリと肩を動かしさらに大量の涙を流しはじめた。

　状況はかなり深刻だと思うのだが、なぜだかこの二人は（主にマリーちゃんいじめを）楽しんでいるようだった。



「じゃあマリーが日払いの労働をして、ちゃっちゃと機種変更代を稼げばいいんだ！」

　パッと笑顔を輝かせたカノさんが、手をポンと打ちながらそう言った。

「そうだな。え～と……お、交通整理とかあるみたいだぞ。よかったな未経験可だ」

　キドさんが求人情報誌を机の上にバンと置くと、開かれたページには黄色いヘルメットを付けたキャラクターが、赤い蛍光棒を振っている絵が描かれていた。

　それを見るとマリーちゃんは泣き止み、顔がどんどんと青ざめていった。

「いやいやこっちのほうがいいでしょ。『汗をかいたらみんな幸せ！　ペンギンマークの石いし風ふ呂ろ運輸！』う～ん……ちょっと給料安いけど、男女問わずだって！」

「まぁ鍛えてもらうってことでいいんじゃないか……？　っておい、待て待て待て」



　大事に抱えていた密閉袋をそっと机の上に置き、静かに立ち去ろうとするマリーちゃんの襟を、キドさんが掴つかんで再び席に着かせる。



「どこに行くんだお前は」

　キドさんが問いただすが、マリーちゃんは既に携帯などより、自分の身に迫る危険への恐怖でいっぱい、という表情だった。

「私……無理……こんなの……」

　机の上に開かれた求人情報誌には、ピンク色をしたペンギンの可愛らしいイラストが描かれていた。どうやら運送会社のマスコットキャラクターのようだが、その可愛い見た目とは裏腹に「未経験可・男女問わず体を動かすのが好きな方、とにかく丈夫な方歓迎！」と、汗の臭いが漂ってくるような求人内容だった。



「ちょ、ちょっとこれはマリーちゃんには厳しすぎませんか……？」

「いやいや社会勉強ってことで！　うっわぁ勤務時間朝６時から夜11時まで可能だって！　即日労働も可ってあるから、これなら携帯代くらいすぐに稼げるんじゃない？」

　カノさんがもう笑顔というよりか、悪質なにやけ顔でマリーちゃんの顔を覗のぞき込んだ。

　マリーちゃんはその度にいちいち「ひえええ」とか反応をしている。

　この子のいじり甲が斐いのありようは一体何なんだろうか。



「もう！　かわいそうですこんなの！　マリーちゃん困ってるじゃないですか！」

　求人情報誌を机から取り上げると、マリーちゃんはまるで女神でも見るかのような目で私を見つめてきた。

「いやぁ、そうは言ってもそろそろマリーに社会の厳しさを教えないとと思ってさ。このままニートはちょっとね」

　ソファにもたれ伸びをしながらカノさんがそう言うと、キドさんも「うんうん」と頷うなずく。

　ということはこの二人も何かしらの仕事をしているんだろうか？

「わ、私だってちゃんと働いてるもん……！」

　珍しくマリーちゃんが言い返す。

　しかしキドさんもカノさんもそれに被かぶせるように言い返してくる。

「え？　あの造花作りの内職？　あれ月５００円くらいでしょ？　収入」

「ごっ、５００円!?」

　まさかの月収三桁けたに驚きを隠せず、勢い良く確認してしまった。

　私の反応を見て、マリーちゃんの顔は羞しゆう恥ち心しんからか徐々に赤くなっていく。



「そうだけど……で、でもちゃんと一個一個丁寧に作ってるし……」

「お前さぁ……あれ一本作って５円だろ？　一日三、四本ってお前……」

　キドさんがため息をつきつつそう言った。

　続けてカノさんが追い討ちをかける。

「普通の人なら多分マリーの１００倍は稼ぐんじゃない？　ね？　キサラギちゃん？」

「えぇ!?　私!?」

　マリーちゃんからは「助けて」といわんばかりの眼まな差ざしが送られてくる。しかし、正直月収５００円はフォローのしようがなかった。

「えぇ～っと……いや！　こ、こういうのは人それぞれのペースがあるんです、きっと！　だからマリーちゃんのも立派なお仕事、です……よ！」

「……月収ワンコインでもか？」

「ワ、ワンコインでもです……！」

　キドさんの質問に屈せずそう言い切り、恐る恐るマリーちゃんの顔を見ると、非常に満足げな表情でこちらを見ていた。

　内心複雑だがとりあえずホッとする。しかしこの子の将来は確かに不安だ。



「ふぅ……まぁ、そこまで言うなら、キサラギちゃんに携帯代は負担してもらうってことでしょうがないかな？」

　カノさんがキドさんに確認する。キドさんはそれに無言で頷いていた。

「じゃあそういうことで！　いやぁよかったねマリー、キサラギちゃんが全部出してくれるって！」

「えぇ!?　あれ、なんか……えぇ!?」

　態度の急変ぶりに、思い切り戸惑ってしまった。

「え？　やっぱりマリーに払わせる？」

　カノさんは爽やかすぎる笑顔で聞いてくる。

「……ッ！　い、いや……私が、払いますけど……」

「だってさ！　よかったねマリー」

「一件落着だな」

　最初から自分で払おうとは思っていたが、なにか思い切り罠わなに嵌はめられたような気持ちになってしまう。この人たちは普段からこんな感じなんだろう……。

　心底怪しい団体だ。

「あの……ホ、ホントにいいんですか……？」

　マリーちゃんが不安そうな表情で見つめてくる。

「あ！　う、うん！　全然大丈夫だよ！」

　実際問題で言うと「お仕事」のお金は親に管理してもらっているため、私が自由に使えるお金はおこづかいのみだが、今月の分だけでは厳しいかもしれない。

　しかし幸いというか遊ぶ友達がいないおかげで貯金だけは無駄にあるので、それを下ろして使えばなんとか──。

「でもこれだけじゃちょっとねぇ……ほんとに大丈夫？　キサラギちゃん」

「なんとかするしか……ってちょっ!!　なんで私の財布持ってるんですか!?　え？　い、いつの間に!?」

　カノさんが平然と中身を見ていたのは、鞄かばんにしまっておいた筈はずの私の財布だった。

　鞄を確認すると確かに取られている。いつの間に取ったんだ……。



「うわっ！　キサラギちゃんちょっとレシート捨てなよ～！　っていうかドライマンゴー食べすぎじゃない？」

「毎日買ってるぞこれ……あたりめとセットで。歯でも鍛えてるのか？」

　カノさんが財布からぽんぽんとレシートを机の上に置いていくと、キドさんも一緒になってレシートを見始めた。

「ね、うわぁ、なにこの飲み物！　炭酸入りの……おしるこ？　この日から毎日買ってる。ハマったの？」

　横で眺めていたマリーちゃんがクスッと笑い出し、私の顔は火が噴き出すのではないかというほどに熱くなっていた。

「うわああああああああ!!」

　机の上のレシートをものすごい勢いでかき集め、カノさんから財布を奪い取る。

「な、なんてことするんですか!!　勝手に人の財布を見るなんて……！」

「え？　いやぁ……なんとなく？」

　なんとなくで私の食生活事情は晒さらしものになってしまったのか。

　こんなことなら毎日クラブハウスサンドと紅茶ばかりでも買っておけばよかった。



「あたりめとおしるこのアイドルか」

「な、なんですか……！　悪いですか！」

　キドさんが手に持ったレシートを見つめながら不ふ憫びんそうな顔で呟つぶやくと、カノさんも途端に深刻そうな表情になる。

「やっぱり……いろいろと大変なんだろうね……ごめんねなんか勝手に覗いちゃって」

「ちょ、ちょっとやめましょうよ!!　ああああああ!!　め、珍しいですねこのお菓子!!　袋もオシャレでおいしそ……」

　堪たまらず話題を変えようと、机の上にある先ほどマリーちゃんが開けなかったお菓子の袋を手に取った。

　それは、『特濃昆布ダシ・漢おとこの間食！』と書かれた大根の珍味だった。

「お、おう……食べていいんだぞ……」

　キドさんが引き気味にそう言うと、カノさんがブッと噴き出した。

　もう穴があったら入って埋まって、そのまま地底深くまで潜って行ってしまいたい。

「で、でもおしることかおいしいよね……私も好きだな……」

「マ、マリーちゃん……！」

　マリーちゃんが慌ててフォローしてくれようとする。

　この子は良い子だ……！

「でも炭酸入ってるぞ」

「それは気持ち悪い、かな……」

　最終的には正直すぎて逆効果だった。

　どん底まで思い切りテンションが下がる。

「いいですよもう……どうせ変な奴ですよ……そりゃあ友達もできませんよね」

　恐らく世間一般の女子高生の財布から、あたりめを購入したというレシートは溢あふれだして来ないだろう。

「お、おい落ち込むな！　元気出せ……！」

「特濃昆布ダシ……お腹なかいた……ひぃ……」

「いつまで笑ってるんですか!!　ってあぁ……！　ごめんね？」

　お腹を抱えて笑っているカノさんに怒ろうとすると、マリーちゃんがビクリと肩を揺らし怯おびえた表情をする。

「いや、ごめんごめん。あぁ死ぬかと思った。まぁ雑談もこの辺にして、じゃあそろそろ出かけようか」

「え？　出かけるって……どこに？」

　カノさんは立ち上がると、ぐっと体を伸ばした。

「とりあえず携帯の機種変更しないとでしょ？　近所に携帯屋さんあったよね」

「あぁ、確かあったな」

　キドさんはソファの横においてある雑誌置き場から取り出したデジタル家電の情報誌をぱらぱらとめくりながら、気けだるそうに返事をした。



「い、いまさらですけど機種変更でどうにかなるんですかね……？」

「ん～、でもアドレス帳を移したりくらいはできるんじゃない？　とにかくそれも聞いてみようよ」

「い、いや、でも……私が外に出たら……」

　今、外に出るのは非常にまずいのではないだろうか。

　また人だかりなんて作ってしまったら、もう逃げることはできないだろう。

「あぁ、僕らもついていくから大丈夫だよ。ね、キド」

「……まあな」

　どういうことかわからずキョトンとしている私を見て、カノさんは楽しそうに笑った。



「キドの『能力』は見てもらった通りだけどね、あれは本質の一部でしかないんだ」

　わざとらしく手を広げると、さらに続ける。

「もったいぶらずに言うと、キドは『自分』だけじゃなくて『周辺にある任意のもの』も同様に存在感をコントロールすることができるんだ。これを僕らは『目を隠す』能力って呼んでる。つまり──」

「わ、私のことも消せるんですか!?」

　興奮のあまり声が大きくなってしまった。

「消すんじゃなくて存在感を限りなく薄くするっていう感じだね。キサラギちゃんも経験ないかな？　自分に注目を集めるんじゃなくて、『何を』『どうしたら』注目を集めるかが、わかってしまうってこと──」

　いくつも思い当たることがあった。小学校の時に授業で描いた絵もそうだった。

「それはつまり、君の『目を奪う』能力が外部にも適用できるってことだね。まあ、今は意識するしないにかかわらず、注目を集めてしまってるんだろうけど。とにかく、キドの能力ならそれを完全に無効化できるから、安心していいよ。最初はキドの勘違いだったとはいえ、間違いなく君はここに来るべくして来たのかもしれないね」

　キドさんはばつが悪そうに雑誌で顔を隠した。

「ねぇ、勘違いってなに？　何の話？」

　マリーちゃんがキョトンとした表情でカノさんに尋ねると、再び影のある笑顔になった。

　心底この人は人を貶おとしめるのが好きなようだ。

「いや、そうなんだよ。さっき散々マリーのこといじめてたけど実はキドが──」

「よ、よぉし行くか！　あぁ、マリー気にするな。なんでもない」

　そう言うとキドさんは雑誌をソファの上に投げ捨て、勢い良くソファから立ち上がった。

「お出かけ……？」

「そ、そこの携帯屋さんまでね」

　マリーちゃんに話しかけられた途端、カノさんがビクッとした様子で返事をした。

　キドさんがその横で「言うなよ」と威圧感を放っているためだろう。

　この団体の上下関係が垣間見えた瞬間だった。



「……公園の近く通る？」

「うん？　まぁ通るといえば通るけど。なんで？」

「じゃあ私もついていく。……埋めてあげたいから……」

　カノさんがポカンとする中、マリーちゃんは立ち上がり台所へ向かっていった。

　私もキドさんも話が読めず、同様にポカンとする。

「……埋めるって……飼ってたペットでも死んだんですか？　マリーちゃん」

「いや、ペットが死んだなんて話は知らん。そもそもペットなんて飼ってないよな」

「うん。マリーじゃ餌えさ代もまかなえないだろうし、隠れて飼ったりもしてないと思うけどなぁ……」

「じゃあ一体……」



　ひそひそとマリーちゃんの「埋める発言」について話をしていると、台所からカチャンという音が聞こえた。マリーちゃんはさっきお茶を入れた時に割れてしまった、カップの破片を布でできた袋に入れていた。

「あ……」



　そこでマリーちゃんがお気に入りのカップを使おうとしてくれていたことを思い出す。せっかく準備したのに、転んで割ってしまったのだ。

　動物の絵が描かれたカップの破片を手に取っているマリーちゃんは、またもじんわりと泣き出しそうな顔をしていた。



「あぁ……埋めるってそういうことか」

「あれ大事にしてたもんね、マリー」

　カシャンカシャンとコンビニ袋から綺麗な模様の入った布へ、一つ一つ、時間をかけて丁寧に入れていく。

　それは作業というよりも、忘れないために思いを込めているようだった。



「……団長さん、ちょっといいですか？」

「ん？　なんだ？」

「携帯屋さんって近くのところじゃなくても大丈夫ですよね？　例えば携帯電話コーナーのあるデパートとかでも……」



　キドさんは一瞬「？」という顔をしたが、すぐに私の考えを汲くみ取ってくれたらしく、口元をゆるませた。

「外に出るなら、別にどこに行こうと大して変わらん。好きなとこにしろ」

「あ、ありがとうございますっ！」

　カノさんも今度は裏がないであろう笑顔をする。

「いいんじゃないかなぁ？　マリーもデパート行ったことないから喜ぶよ。キドがいればもろもろ安心だし？」

「まぁマリー次第だけどな。お前から誘ってやってくれ」

　キドさんにポンと背中を押され、台所に向かう。

　近づくとマリーちゃんはほとんど大きな破片を入れ終えたようで、残りをどうしようか迷っている様子だった。

　流石さすがに小さな破片は、手で取ろうとすると危ない。



「マリーちゃん手伝おうか？」

　横に立ち声をかけると、マリーちゃんはビクッと振り向いた。



「え……？」

「ちっちゃな破片は触ったら危ないよ？　私が袋を持ってるから中に流してあげよう？」

「う、うん……」



　そう言うとマリーちゃんは、持っていた綺麗な模様の布の袋を私に手渡した。

　ガラスの破片の重みはカップ四つ分。

　お気に入りのカップ以外も、一緒に埋めてあげるつもりなのだろう。



　袋の口を広げると、マリーちゃんはコンビニ袋の中の、残った破片を流し込んでいく。



「大事なカップだったんだね」

「うん……お母さんがくれたの」

　一瞬ドキリとする。カノさんやキドさんが将来を心配する素振りからは、マリーちゃんの両親の存在が感じられなかった。

　それが一過性のことなのか、もう既に戻らないものなのかはわからないが、少なくとも今近くには、マリーちゃんの家族はいないようだった。



　──嫌でも思い出す、忘れられない記憶が、胸を少し締めつける。



「そうなんだ……」

「でもいいの。ちゃんと忘れないようにするから……」

　また泣き出してしまうのではないかと心配したが、顔を見てみるとマリーちゃんはとても優しい笑顔をしていた。

　それを見て私のほうがじわりと来る。

　でも、マリーちゃんが泣かなかったのだ、ここで悲しい表情を見せてはいけない。



「そっか……。ねぇよかったらこのあと、お買い物に付き合ってくれないかな？」

　思い切って先ほど思いついた考えを口に出してみる。

「お買い物……？　携帯電話……？」

「うぅん、よかったらなんだけど……みんなでお揃いのカップを買いに行かない？」

　それを言った途端に、マリーちゃんはパッとこちらを向いた。

「お、お揃いの!?　私も一緒に選んでいいの……？」

「もちろん！　ほら、お揃いのカップでみんなでお茶とかしたら楽しそうじゃない？」

　この提案を喜んでくれたのだろうか、マリーちゃんの表情は明るくなった。

「……行きたい……！」

「ホント!?　よかったぁ……じゃあお出かけだね！」

「うん……！　でもどこまで行くの……？」

「今日はね、デパートに行きます！　いろんなお店が沢たく山さん合体しているところ！　一緒に行ったら多分すごい楽しいよ？」

「デパート……!?」

　マリーちゃんの顔が期待と想像で輝いた。

　こんなに喜んでもらえるとは……！



　それにしても今日は厄日だと思っていたが、なんだか不思議で楽しい日みたいだ。

　デパートで買い物……私も期待で胸が高鳴っていた。



「わ、私準備してくる……！」

　布の袋を台所に丁寧に置いて、今度は部屋のほうにトタトタと歩いていく。

　軽やかな足取りに私も心底嬉しい気持ちになってしまい、自然と顔がほころぶ。

　あぁ……でも危ない、また転びそうになってる……。



「お、キサラギちゃんに誘ってもらえたの？」

「う、うん……お出かけの準備してくる！」

　声をかけられ、応えるマリーちゃんの表情は楽しみで仕方がないという感じだった。



　──カノさんが余計なことを言うまでは。



「それは良かったね！　あ、あの靴下はいて行くんでしょ!?　……プッ……ク……！」

　何か思い出したかのように、カノさんはいきなり笑いをこらえ始めた。

　靴下……？

　さっき話していた、マリーちゃんがはいた靴下が面白かったというやつだろうか。

　確かにマリーちゃんは今裸足はだしだけど……。

　そんなことを考えていると、含み笑いが不自然にピタッと止まった。

　それどころか、カノさんだけ時間が止まったように、突然動きもしなくなった。

　キドさんは「しまった」というような表情をしている。



「カ、カノさん……？　どうかしたん……」



　少し歩み寄ったところで、先にマリーちゃんの異変に気がついた。

　今までの雰囲気から一変し、俯き気味で殺気を放っている。

　肩から垂れていたロングヘアーの両端がフルフルと動き、まるで生き物のように蠢うごめいていた。髪の隙すき間まから見える『目』は、これまでの薄いピンクとは明らかに違う……赤い、赤い色をしている。



「うわぁっ!!」

　いきなりのことに驚き、声を上げてしまった。

　先ほどまでおとなしかった女の子が、髪の毛を動かして殺気を放っているのだ。



「はぁ～……馬鹿か……」

　キドさんがカノさんの頭をゴンと叩くが、カノさんは立ったまま無反応だ。

　全く表情も変えず、まるでマネキンのよう。



「こ、これは一体どういう……？」

「あぁ、マリーは、『目を合わせた』奴のことを石にできるんだ」

「い、石ぃ!?」

　キドさんが再びカノさんの頭を叩きながら説明をしてくれるが、あまりに突飛すぎて、何を言っているのかよくわからない。

　人を石に変えるなんて、人の『目を奪う』くらいの体質とは次元が違う。

　それは魔法のようなものだ。

　マリーちゃんは相変わらずフゥーッと息を荒げてカノさんを睨にらみ付けている。



「それってどういう……っていうかこれカノさん大丈夫なんですか!?」

　おかしくてたまらないという表情のまま固まるカノさんは、言っちゃ悪いが非常に滑稽だった。

「いや、もうこうなってしまったら手遅れだ……一生このまま戻らない」

「……え？」

「残念だがな……。よし！　このまま部屋に飾って洋服掛けにでもするか！　でも正直いらないな……」

　キドさんは表情ひとつ変えずにそう言った。

　カノさん……出会っていきなりこんな別れ方をするなんて……。

　ああ、でもこんな洋服掛けは本当にいらない……。



「とりあえず邪魔だからゴミにでも出すか……。よっと……マリーそっち持ってくれ」

「うん……こんなの早く棄すてよう……」

「──うわぁ!?　なにやってんのキドいきなり後ろから抱きつくなんてっておぅふ!!」



　二人がカノさんを運び出そうとした瞬間、カノさんが急に動き始めた。

　キドさんはすかさず脇腹にひざ蹴りを入れる。

　キドさんの口ぶりから戻るだろうとは思っていたが、こっちのほうが致命傷だったのではないだろうか？　カノさんは床に崩れ落ちて唸うなっている。



「アホかお前は!?　出かけるっつってんのに余計なことすんな！」

「団長すみませ～ん……」



　床に転がったまま返事をするカノさんだったが、彼はここでも笑顔のままだった。



「ほら、マリーもとっとと準備して来い。早くしないと店が閉まるぞ」

「え!?　うわ……急いで支度してくるね……！」



　マリーちゃんはドタドタと自室に入っていった。

　キドさんはやれやれと肩を落とす。



「えっと……マ、マリーちゃんって……一体？」

「俺たちもよくわかってないんだけどな……あいつメデューサの末まつ裔えいらしいんだ」

「メ、メデューサ!?　って……人のこと石に変えちゃう……あの!?」

「あぁ。最初は俺も半信半疑だったが、人間じゃないことは確かだろうな」

　先ほどに続いてさらっととんでもないことを言われ、ポカンとしてしまう。



　メデューサの名前くらいは聞いたことがあった。

　と言っても、「人を石にしてしまう、頭から蛇の生えた伝説上のモンスター」という、誰でも知っているような知識だけだ。



　それが今まさに目の前にいて、実際にその能力を使うところを見てしまった。



「生まれた時から親に「自分たちはメデューサだ」と言われて育ったらしい。母親は本当に人間を石に変えることができたらしいが、マリーは動きを止めるのが限界みたいだな」

「で、でも……そんな非現実的な……」

「まぁ、気持ちはわかるが、実際にマリーは存在しているわけだしな。言ってみれば俺もお前も、あいつと似たようなもんだ。科学がどうのこうのじゃないところで、確かに変な能力があるってことは、お前もよく知ってるだろ？」

「た、確かにそうですけど……」

「──嫌いになるか？」

「……え？」

「あいつがもし人間じゃないと知って、それでお前は、あいつのことを嫌いになるか？」

「……ならないです。友達になれたらって思ってます……！」

「……なら、今はそれでよしとしてやってくれ。いつか俺たちのこともじっくり話すよ。気が乗ったら、お前の話も聞かせてくれ」

「は、はい……！」



「じゅ、準備できたけど……」

　入っていった部屋のドアからマリーちゃんが顔を出した。

　しかし恥ずかしそうになかなか出てこようとしない。



「なにやってんだ。ならもう行くぞ」

「う、うん……」



　扉を開け、出てきたマリーちゃんに、特に変な様子はなかった。

　カノさんが散々馬鹿にしていた靴下も、何のことはない普通の白いソックスだ。

「あれ？　あの靴下、なんか変なところありますか？」

「あぁ、あれは普通だな。いや、前にはいて出て来たのはルーズソックスだったんだ」

「ル、ルーズソックス……!?」

　今の服装でルーズソックスをはいている姿を想像すると、確かにそれは異色だった。

　マリーちゃんは途端に顔を真っ赤にしてキドさんに詰め寄る。

「な、なんで言うの!?　今度はちゃんとしたのはいてきたのに……！」

「ん？　すまん聞かれたからつい。それくらいはいいだろ」

「で、でも……！」

　マリーちゃんがちらちらと見てくる。恐らく相当バカにされて傷付いたのだろう。

　しかしなぜルーズソックスなどはいたのだろうか……？

「違うの……！　カノの本に書いてあって……」

「カノさんの……ってこれ？」



　先ほどカノさんが読んでいた雑誌を手に取ると、そこには『大特集！　ちょ～懐かしのギャルズファッション大集合』という見出しと共に、なんだか……ものすごい格好をした女の子たちが並んでいた。



「……か、かっこよかったから……つい……」

　現代のメデューサはすごいセンスをしているものだ。

「がんばって編んだのに……」

　しかも自作らしかった。



　　　　＊



　小道を抜け、大通りに出るとそこには相変わらずの喧けん騒そうが広がっていた。

　反対車線に連なる飲食店は、家族連れの客で溢れている様子が見てとれる。

　あれだけ人だかりを作ってしまった直後に、またここに来ることになるとは思いもしなかったが、状況はもう先ほどとは全く違っていた。



　変装しているわけでも、隠れているわけでもないのに、人だかりができるどころか声をかけられることすらなかった。道を行く人はこちらなど全く見向きもせず、ただ目の前をすたすたと通り過ぎていく。

「な、なんか……新鮮ですね……」

「それを俺に言われてもなんともな。にしてもカノの奴いつまで気づかないんだ」



　歩道の少し先まで歩いて行ったカノさんが、私たちのほうを見ていた。

　何か小さいものを探すようにじっくりと注視したかと思うと、いきなりハッとなり満足そうに戻ってきた。



「うん、全然ばっちりだね。っていうか本気で探してやっと見つけたよ」

「時間をかけすぎだお前は」

　キドさんが待ちくたびれたと言わんばかりにため息をつく。

「そんなこと言ったってしょうがないじゃん、見えないんだもん」

　カノさんは笑顔を崩さずにぼやく。

「は～……ホントに見えなくなっちゃうんですね……」

「うーん、なんだろ。見えてるんだけど気づけないって感じ？　改めて体感するとホントむず痒がゆいよこれ」



　先ほどのキドさんの話だと、半径二メートルくらいなら任意のものの存在感を消すことができるらしい。

　しかし自分の体が透けるわけではないので、こちら側はいつもと何も変わらなかった。

「うわぁ……！　私も見てみたい……！」

「アホか、お前が離れたら本末転倒だろ……。ってマリーお前近すぎだ！　暑苦しい！」

　パーカーのすそを握り怯えていたマリーちゃんを、キドさんが引き剥はがした。

「ひ、人がいっぱいいるぅうう……」

「そりゃ大通りなんだし当然でしょ？　まぁとりあえず問題なしだから、任務続行で」

「は、はい！」

　なんだか『任務続行』という言葉を聞くと、本当に秘密の潜入任務をしているような、少しわくわくするような気持ちになってきた。

　まあ、実際は携帯の機種変更とカップの購入という、とても日常的な任務なのだが。



　キドさんとカノさんを先頭に、いよいよ歩き出した大通りはまるで別世界だった。

　３６０度すべての風景が、まるで映画でも観ているかのようにこちらに干渉せず進んでいく。

　道行く人たちもこちらには気づいていない様子で、注意していなければぶつかってしまいそうだ。本当に透明人間になってしまったかのような感覚は、今までの生活からは考えられないほどの安心感があった。



　しかしすぐ右手の車道はかなり交通量も多く、若干の恐怖も感じる。ふと心配になりすぐ隣を歩くマリーちゃんを見ると、すでに顔面蒼白になっていた。今まで気がつかなかったが、小声で「大丈夫……大丈夫……」と自己暗示の声が聞こえてくる。



「あの……カノさん……あの……」

「え？　何？　っていうかなんで小声？」

「あ……な、なんとなく……」

「いや、普通に喋しやべっても大丈夫だよ？　なんなら歌ってもいいし、デビューシングルのほら、なんて言ったっけ桃色なんとか……」

「うわああああああ!!　なんでいきなりその話するんですか!!　殴りますよ!?」

「殴るの!?　……っていうかほら、大声出しても誰も反応しないでしょ？」

「あ、本当だ……ってそうじゃなくて！　マリーちゃんがやばそうなんですけど……」



　マリーちゃんは相変わらず呪文のようにブツブツと何か唱えている。

　もしこの姿が見えていたら、これはこれで確実に通行人は近寄ってこないだろう。



「あ～……まぁこうなるだろうとは思ってたけど。ちょっとマリー？　お～い。ありゃ、全然ダメだねこれ」

　カノさんが後ろ向きに歩き始め、マリーちゃんの目の前で手を振る。しかし彼女の目線はどこか遠いところを見つめたまま、全く反応を示さなかった。

　しかしこの人はこんな状況で後ろ向きに歩いて大丈夫なんだろうか。

　歩いてくる人はこちらには気づかないから、こちらが避よけなくてはいけないというのに。



「あ、ちょっとストップ」

　そんなことを考えながらハラハラしていると、カノさんがいきなり立ち止まった。

　それと同時にキドさんも立ち止まり、マリーちゃんはキドさんにストンとぶつかった。



「えっ……？」

　私が「どうしたんですか？」と確認する前に、前方左から自転車に乗った子供が飛び出してきた。ちょうど先ほどまでのペースで進んでいたら、衝突しているタイミングだった。

　しかもそれは、前を向いている私でも気がつかないような死角からだった。



「……っ！　おいマリー！」

「ひっ……ご、ごめんなさい……」

　キドさんが振り向くと、マリーちゃんはペコリと頭を下げた。

「ったくお前はもう少しだな……」

「だって怖いんだもん……！　人いっぱいだし……」

「人がいっぱいだから注意しろって言ってるんだ。お前はアホか」

「あ、アホじゃないよ……！」

　マリーちゃんは言い返そうとするが、口くち籠ごもってしまう。

「はぁ……まぁいい。さっさと行くぞ」

　キドさんが再び歩き始め、それに続いてみんなも歩き出す。

　マリーちゃんは先ほどより落ち着いたようだが、「なんでそんなこと言うかな……」と今度はキドさんに対しての文句をブツブツと呟いていた。

　カノさんも何事もなかったかのように歩き出す。

「カノさん、なんでさっきの気づいたんですか？」

「え？　あぁ。ん～なんとなく？」

「なんとなくって……未来でもわかるんですか……？」



　正直ここまで来ると「そうだけど？」と言われても驚かなかっただろうが、カノさんは

「未来か～見れたらいいね！　明日の運勢とか！」とおちゃらけた。



　大通りを進みデパートが近づいてくると、徐々に交通量が増してきた。

　行き先のデパートからの車も多いのだろうか、反対車線を通り過ぎて行く車の中に巨大なぬいぐるみが積んであるのが見えた。



「ん、おい、ここの交差点を渡るぞ。あまり離れるなよ」

　キドさんが信号の手前で立ち止まり、横断歩道を指差した。

　右折車もあるので、ここは慎重に渡らなければいけない。



「しゃ、車道はやっぱり怖いですね……」

「ん。大丈夫大丈夫。ちゃんとキドについていれば」

「にしてもお前はくっつきすぎだ……はなれ……ろ……」

「だって……！　だって……！」



　マリーちゃんはべったりとキドさんにくっつき、ジャーマンスープレックスでもかけるような体勢になっていた。

　キドさんはそれを無理やり振りほどいて、自分のパーカーの裾を握らせる。

　私も自然とキドさんの近くに寄り添った。

　目の前を通り過ぎていくトラックを見ると、ヒヤッとした感覚に襲おそわれる。

「ん、行けるね」

「おう。じゃあ進むぞ。ちゃんとついてこいよ」

　青信号になり右折車を二台見送ったところで、カノさんが歩き出した。

　それに続きキドさんも歩き出す。

　不安感から一応何度も車道を確認するが、そもそも人通りが多いので、すぐにそちらを避けることに意識が行ってしまった。

　横断歩道を無事に渡りきったところで、前方の建物の隙すき間まからデパートが少し見えた。

　この先の横断歩道をもう一度渡り、左に曲がれば後は直進するだけで到着だ。

　デパートの近くは何度か通っているが、いつ見ても巨大だった。

　ＲＰＧに出てきそうだな、といつも思う。



「なんかＲＰＧに出てきそうだよね～、あのデパート」

　横断歩道の前で信号を待っていると、カノさんがいきなり話しかけてきた。

「え!?　えぇ!?　なんでですか!?」

「え……なんでそんな驚くの？　僕そんなに変なこと言った……？」



　あまりのタイミングのよさに驚いて、挙動不審になってしまった。

　カノさんがあからさまに引いているのがわかる。

　どうやらたまたまだったようだが、正直この人は本当に人の心を読んでいそうで怖い。

「え……い、いやぁ、あはは……なんでもないです」

「ん～？　なんか変な態度だね。あ、同じこと考えてたとか？」

「うわ！　な、なんでわかったんですか……？」

　やっぱりこの人は人の心が読めるのか？

　だとしたら今までの妄想なんかもすべて……そう考えると背筋が凍った。



「あ、やっぱり？　なんとなくだったんだけど、いやぁキサラギちゃん気が合うねぇ！」

「や、やめてくださいキモチワルイです」

　正直に感想を言うとカノさんはがっくりと肩を落とし、普通に落ち込んだ。

　やはり心を読まれたりはしていないのだろうか。



「キド～……やっぱりわかってくれるのはキドだけだよ～」

「寄るな。殺すぞ」

「は～い……」

　カノさんはキドさんに近づこうとするが、殺気だけで弾はじき返されていた。

　流石は団長だ。

　青信号になり再び横断歩道を渡ると、いよいよデパートが近づいてくる。

　先ほどとは反対の車道側にカノさんと私が縦に並ぶ形で進んで行くと、一台の白いバンが通り過ぎるのが見えた。



　そういえば、今頃ドラマの撮影はどうなっているんだろう……。

　マネージャーはやはり怒られているんだろうか。

　事務所総動員でそこら中を探し回っているかもしれない。

　早く連絡をして、きちんと話し合って、私の気持ちを伝えなきゃ……。



「だ、大丈夫……？」

「え？」

　ふと声をかけられたほうを見ると、マリーちゃんが心配そうな顔をしていた。

「あ、ううん！　大丈夫だよ！　えっと……そんなに暗い顔してた……？」

　マリーちゃんは隠しもせず、首を小さく縦に振った。

　そうだ、ようやく友達ができそうなんだ。

　アイドルじゃない、普通の私を心配してくれる子に出会えたんだ。

「ご、ごめんね……あ、マリーちゃんもうデパート見えてきたよ!?　きっとたくさん面白いものがあるはず……楽しみだね！」

「え……？　わ……ほんとだ！　絵本のお城みたい！」

　右手の建物の列が途切れ、隠れていたデパートの姿が現れた。

　マリーちゃんがお城だというのも頷けるほどの、豪華な外観。

　屋上の遊園地には前から一度行ってみたいと思っていたが、いつもひとりなので行くことができなかった。

　しかし今日はみんなもいるし、少しだけなら遊ぶ余裕もあるかもしれない。

　私はさらに胸が高鳴るのをはっきりと感じていた。



「でしょ!?　中はもっとすごいんだよ？」

「うん！　早く入りたい！」

　マリーちゃんはまるで子供のように目を輝かせていた。

　ふとキドさんのほうを見ると、少しだけ笑っているように見えた。

　きっと私も同じように目を輝かせているのだろう、少しだけ恥ずかしい気持ちになった。



　私はキドさんの横まで近寄っていき、少し小声で話しかけた。

「団長さんも一緒に買い物しましょうね」

「ん？　いや、俺は別に買うものはないが……」

「え～折角なんですから洋服とか見ましょうよ？　可愛い服選んであげますって！」

「お前に……!?　いや、止めとくよ……」

「遠慮しなくてもいいんですよ？　これでも服選びのセンスには自信が……」

「いや、だってお前の私服アレだろ？　派手すぎるし趣味に合わん……。っておい、どうした？」



　ちょうどデパートの敷地の入り口に差し掛かったところ。

　すぐ近くに来るまで気がつかなかったが、そこに見慣れた人が立っていた。

　嘘だ。あり得ない。どうしてこんなタイミングで、どうしてこんなところに……！

　連絡は行ってないと思うが、とにかく一刻も早くこの場を離れないといけない。



「──キサラギ？　どうしたんだ？」

「お兄ちゃん……」

「は……？　お兄ちゃん？　って──うおっ!?」

　急いで逃げようとしたところで足がもつれ、キドさんに思い切りぶつかってしまった。

　そのままキドさんはバランスを崩し、立っていた兄にぶつかってしまう。

「……ッ!!」

　しまった。あまりに動揺して、さらにまずいことになってしまった。

「わ、わぁ!!」

　いきなりの出来事にマリーちゃんも驚いてしまったようで、なぜだか全く関係のないところで大転倒をしていた。



　キドさんはすぐに体勢を立て直すと、兄に向き直った。

「あ……わわすみません！　ええと……その……あの……」

　兄の口からは、もうホントどうしようもないくらい情けない声が出ていた。

　さらにその場の全員が驚くほどダイナミックに頭を深々と下げる。



　もう勘弁して欲しい……。さっき「お兄ちゃん」と口走ってしまったことへの尋常ではない後悔が、ため息と共に流れ出ていった。



「……いいよ別に。悪かったね」



　キドさんはそう言うとこちらに戻ってきた。

　頭を上げた兄はキョロキョロと辺りを見回すと、膝に手をついて深呼吸を始めた。

　なんだこの情けない生き物は。

　女の子にぶつかっただけなのに、まるでヒグマにでも遭ったかのような慌てぶりだ。

　幸い私には気がついていない様子だったが、それはおそらくキドさんがこちらにだけ力を働かせてくれていたのだろう。

　いや、もしかすると兄の目が腐っていただけかもしれない。

　ともあれ、あまりの出来事に手で顔を覆ってしまう。



「もう……最悪……」

「お、おいどういうことだキサラギ！　あいつお前の兄貴なのか!?」

　列に戻った途端、兄の前ではやけにクールに振る舞っていたキドさんが冷や汗を垂らしながら言及してきた。

「う……ち、違います……やめてください……違うんです……」

「いやいや、さっきキサラギちゃん思いっきり「お兄ちゃん」って呼んでたから」

　事態を平然と見ていたカノさんも、ここぞとばかりに突っ込んでくる。

「うぅ……！　っていうかマリーちゃん大丈夫!?　ごめんね驚かせて……！」

　マリーちゃんは既に立ち上がっていたが、ソックスのひざの部分が少し破れていた。

「わ……！　け、怪我しちゃった!?」

「うぅ、今日初めてはいたのに……」

　マリーちゃんはソックスのことしか気にかけていないようだった。

　どうやら怪我はしていないらしい。



「よかったぁ……ちょっとカノさん何ニヤニヤしてるんですか！　気持ち悪いです！」

「え？　いやいやなんでもないって……気にしないで？」

　カノさんは完全に新しいおもちゃを見つけた顔をしていた。

　最高に気持ちが悪い。



「うわああああ！　もう最悪!!　ホントに最悪!!　なんでこんなところにいるわけ……」

「な、なぁ今のが兄貴なのか？　お前の？」

「団長さんうるさいです！　やめてください！　もうホント最悪……」

「お、おう……！　悪かった……」



　兄を見ると門のところで携帯に喋りかけている。

　多分あの子と話でもしているんだろう。

　しかしなぜこんなところにいるのだろうか。

　もう二年近くも家から出ようとしなかったくせに……。



「もういいから早く行きましょう！　ね!?　マリーちゃん！」

「う、うん……キサラギ？　……なんか怒ってる？」

「そんなことないよ!!　ほら団長さんも早く！」

「お、おう……」

　兄が立ち止まっている隙に、早く建物に入ってしまおう。

　キドさんの背中を押して門をくぐり、一目散にデパートを目指す。

「あれ？　ねぇ僕は？」

　カノさんが横を歩きながら自らを指差し、ニコニコこちらを覗き込んでくる。

「カノさんはもう帰って寝ててください！」

「え～……じゃあお兄さんと遊んで帰ろうかな～……」

「あああああ!!　嘘です!!　一緒に来てください!!」

「いや～、キサラギちゃんついてきて欲しいなら素直に言ってよ～！」

　胸の内で殺意が湧き上がるのを抑えつつ、黙々とデパートを目指す。

　とりあえずは七階、家電売り場に携帯コーナーがあるはずだ。

　兄もデパートに用があるとは限らないし、ましてこれだけ広いデパートだ、もしそうだとしてもさすがに売り場でまで一緒になることはないだろう。

　とにかくこの場を離れてしまえばこっちのものだ。

　早く中に入ってしまおう。いよいよ楽しいお買い物タイムだ！



　　　　＊



　フロア一面の窓ガラスから午後の日差しが差し込んでいた。

　お盆ともなると親子連れの買い物客が多いようで、小さな子供たちは巨大な冷蔵庫の前でドアを開閉して大はしゃぎしている。

　できることなら私もはしゃぎまわりたい。が、現実は実に残酷だった。私は何か悪いものにでもとり憑つかれているのだろうか。

「キ、キサラギ……？」

「ん～？　なぁにマリーちゃん？」

「ひっ……あ、あの……元気だして……」

「やだなぁ。私とっても元気だよ？　楽しいねぇ……ふふふ……」

「う、うん……そうだね……ごめんね……」

　デパートの七階。

　ここ、家電売り場ではスピーカーからアップテンポな店内ＢＧＭが垂れ流されている。

　カノさんは大きくあくびをし、やけに眠そうにしていた。

　それはそうだ。いつまで待てばいいのかもわからないのだから。



　デパートに入りすぐに七階を目指そうとするも、エレベーターやエスカレーターでは人に密着しすぎ、キドさんの能力が使えなくなる恐れがあるため、階段を使うことになった。体そのものが消えているわけではないため、触られたりすると一気にその存在を知覚してしまうということらしい。

　しかしマリーちゃんは階段を二階ずつ上がるたびに息も絶え絶えになるため、その度に休憩を挟み、大幅なロスタイムになってしまった。

　ようやく七階に辿たどり着いて携帯コーナーに向かおうとした矢先、エレベーターから兄が出てきた。

　今日はいい日かとも思ったが訂正する。やはり今日は間違いなく厄日だ。

　二年ぶりに外出した兄と、全く同じ目的地に辿り着くなんて、なんてロマンチックなのだろう。もし、ロマンスの神様が今ここにいたら全力で殴り倒してやりたい。



　ちなみに、携帯の機種変更をする間はキドの能力を緩めてもらうことになっている。

　そうすると認識されるようになるものの、大きく目立ちはしないとのことだった。

　顔も思い出すことができないただのお客の一人、そのように認識されるらしい。



　しかし兄はまた別だということらしい。

　ただでさえ多くの時間を共有してきた親族は、少しでも存在感が高まり認識できるようになると、気がついてしまう可能性があるということだ。

　あの鈍感な兄に限ってそんなことはないと思うのだが、念には念を入れて兄が帰るまでは状況を見ることになってしまった。



　そんなこんなで現在、買う予定もないだろう手榴弾のようなポットの前で挙動不審な動きをしている兄のログアウト待ちだった。



「なんでこうなるかなぁ……」

　人通りの少ない通路に四人並んで立ちながら、そう呟いた。

　携帯の機種変更をしにやってきたメカクシ団一行は、たまに通る客をぶつからないようにかわすだけという、えらく簡単で地獄のような作戦を敢行していた。



「なんというかお前あれだな。不幸体質だな」

「えぇ……そうですね……すっごい自覚しました今日で……」

「で、結局お前の兄貴さんは何を買いに来たんだ？」

「それがさっぱりなんですよねぇ……まあ、ＰＣ用品だとは思うんですけど。なんでわざわざ自分で買いに来たんだろ……？」

「ん～……アレじゃない？　お盆だからネットの通販やってなかったとか」

「あああ……なんかそれっぽい気がしますね……にしてもなんでこんなにタイミング合うかな……」

「いやぁお兄さんなんかキサラギちゃんに似てたし、波長が合ってるんじゃない？」

「……ホント殴りますよ？」

「あ、似てなかったかも。勘違いだったかも」

「はぁ……マリーちゃんごめんね……ちゃんと埋め合わせするから……」

「ううん……元はといえば私のせいだし……それに全然楽しいから大丈夫」

「うぅ……もう！　いつまでかかるの!?　パッパと買って早く帰ってよもう……」

「言ってもまだ十五分かそこらだろ？　まぁ待てばいいさ」

「早く事務所に連絡して、マリーちゃんと買い物したいのに～……！」

「うん……買い物楽しみ。でも待ってるから大丈夫だよ？」

「うわぁん！　もうマリーちゃんホントやさしい!!　後で甘い物食べよ？　ね？」

「うん……！　あ、また人来たよ」

　大きなリュックを背負った一人の客が通路に入って来たため、マリーちゃんはその場を移動する。

　しかしこの客は何を見に来たのだろう、商品を物色する気配もさっぱりなく、リュックをその場に下ろすと中身を確認し始めた。



「なんでしょう。全然離れないですねこの人……？」



　ふと横を見ると、明らかにカノさんの様子が変わっていた。

　それに気づいたかのようにキドさんの目つきが鋭くなる。



「キド、ちょっとヤバい」

「あぁ。キサラギ、マリーここを出るぞ」

「え……？　はい……？」



　見通しのいい大きい通路へ出るも、相変わらず二人は緊迫した様子だった。



「どうする？　一旦離れる？」

「お前はキサラギの兄貴を連れて来い。あんまりびびらせないようにな」

「了解。二人をお願いね」

「大丈夫だ、急いで頼む」



　キドさんがそう言うと、カノさんは先ほど兄が歩いて行ったほうの通路へと消えた。



「ちょ、ちょっと団長さん？　お兄ちゃん連れてくるってどういう……？　それにここを離れるって携帯は……」

「今の奴、あいつのリュックから尋常じゃない火薬の臭いがする。恐らく銃火器の類たぐいだ。少しだけ銃身も見えたしな、爆弾もあるようだ」

「え？」

「……ッ！　まずいな……！　今向こうの通路を通ったやつも仲間か……。おい、カノが戻ったらすぐにここを出るぞ！」

「な、なに……？　キドどうしたの……？」

　キドさんの急変ぶりにマリーちゃんはうろたえていた。

　私も言葉の意味が半分以上頭に入ってこなかった。

　意味がわからなくても怯えるほど、空気が一瞬にして張り詰めたものに変わる。

　頭の回転が追いつかない。しかし目の前の光景は驚くほど鮮明に網膜に焼き付いてくる。

「団長さん……あ……あれ……！」

「クソッ……とにかく今は言うことを聞いてくれ。恐らくもうここは……」



　突然バァン！　と轟ごう音おんが響き渡った。



　その音を合図にフロア中から一斉に悲鳴が上がった。

「ひっ……！」

　マリーちゃんが驚いてしがみついてくる。

　悲鳴は徐々に徐々に音量を増し、フロア全体を埋め尽くしていく。

　私たちがいた通路に立っていた男は上着を脱ぎ捨て、軍隊の特殊部隊のような服装になると、リュックから銃を取り出して飛び出して行った。



「くそっ……遅かったか……ッ!?　おい!!」



　あまりの出来事に呆然とする中、キドさんがマリーちゃんと私の腕を掴み、フロアの奥へと引っ張り込んだ。

　その勢いで三人が床に倒れこんだ直後、先ほどまで立っていた場所に鉄製のシャッターが落とされ、今まで見えていたエレベーター側の景色を完全に遮断した。



「おい！　大丈夫か？」

「な、なんとか……！　マリーちゃんは大丈夫!?」



　キドさんに抱きかかえられながら、マリーちゃんはガタガタと震えていた。

　しかしキドさんの命令ですぐさま小さい通路に入り、三人で座り込む形をとった。



「マリー落ち着け、大丈夫だ。向こうは俺たちに気づかない。ただ……」

　あちらこちらで断続的に悲鳴が上がっていた。

　それにあわせて逃げ回るような足音がフロア中に響いている。



「まずいな……こいつらテロリストか。手慣れているし、計画も周到だな。今このフロアにいる人間を人質にする気か……」

　鳥肌が立った。

　先ほどまで兄はまだこのフロアにいたのだ。

　ということは恐らく今……。

「お兄ちゃん……!!」

「おい待て!!　カノが向こうに行っている。今お前が出て行っても捕まるだけだ!!」

「でも……!!」

　最悪の結末を想像した途端、目に涙が溢れてきた。

　あんな兄でも私にとっては一人だけの兄だ。

　引き籠りでニートでデリカシーがないけれど、それでも大事な家族なんだ！



　どうしてこんなことになったのだろう。

　せっかく自分の体質が治せる希望ができたというのに……。

　せっかく新しい友達ができそうになったというのに……。

　散々人に迷惑をかけた罰なのだろうか。

　だとしたら今みんなを巻き込んでいるのは、もしかして私のせいなのかもしれない。



「キサラギ！　とにかく落ち着け。人質ってことはすぐに殺されたりはしない。とにかく状況がわからないと、むやみに突っ込んでもしょうがないだろ？」

「はい……すみ……ません……」

　涙を拭ぬぐうが次々に溢れ出てくる。

　今日二度目の涙は、今までが随分と楽しかったせいで酷く久しぶりに感じた。



　一体どうしたらいいのだろう……。

　しばらくの沈黙の後、シャッターの向こう側から慌ただしいざわめきが聞こえてきた。

　どうやら警察のようだったが、シャッターのせいで身動きが取れないようだ。



　マリーちゃんは体を抱え込んで怯えている。

　キドさんは目を瞑つぶり何かを考えているようだった……。



「うわっ……！」

「ひっ……！」

　キドさんが前触れもなくいきなり体を揺らし、それに驚いてマリーちゃんは飛び跳ねた。

　その原因は、キドさんのパーカーに入っていた携帯が鳴ったせいだった。

「メール……!?」

　キドさんが再び緊迫した様子で携帯を手にとった。

　しかしその直後、あきれ返ったような表情に変わった。

　この状況とミスマッチな表情に、マリーちゃんと二人でキョトンとしてしまう。

「あ、あの……誰からだったんですか？」

「……馬鹿からだ……」

　そう言うとキドさんは携帯を私に放り投げた。

　画面には本文が表示されており、差出人を見るとカノさんからのメールのようだった。



「件名：‥捕獲された～！

　本文：‥そっちの様子はどうですか？　こっちはなんとかやっています。今みんなと並べられて座ってます！　人生初の人質ってやつです！　あ！　キサラギちゃんのお兄さんも捕まってるよ～！　なんと僕の隣にいます！　というわけで記念に一枚（添付画像有り）そんな感じでとりあえず近況報告でした」



　本文を読み、添付画像を開くと手を縛られた兄の背中と、その真後ろでピースサインをするカノさん、さらに周りには不安そうな表情の人質の方々が鮮明に映し出されていた。

　それは微み塵じんの手ぶれもない最高の一枚だった。

「団長さん……この人頭おかしいんですか……？」

「ああ、取り返しのつかないレベルでな……」

「ね、ねぇキド……カノは危なくないの……？」

「いや、相当危ないな。頭が。早く医者に連れて行って脳を解剖してもらおう」

「……っていうかなんで捕まってるのに携帯打てるんですかこの人」

「あ、ほんとだ……！　周りの人は縛られてるのに、カノだけピースしてる」

「こいつのあまりのアホさ加減に、テロリストも縛らなくてよいと判断したんだろうな」

「…………」



　三人に沈黙が流れた。今までのシリアスな空気はどこに行ったのか。

　なぜだか急に、ものすごい茶番に付き合わされている感覚に襲われた。



「団長さん……ええっと……」

「……一応現状はやばい状態に変わりはない……多分……」

「カノ楽しそう～」



『修学旅行生のテンションが高すぎる記念写真』的な写真を眺めながらため息をつく。

　本当に何なんだろうこのシチュエーションは。

「でもホントこれなんで縛られてないんですか？　やっぱりアホでも縛られますよね？」

「周りの奴にはカノも怯えて捕まってる姿に見えているはずだ」

「あ、カノまた変装ごっこしてるの？」

「え……？　それってどういう……」

「簡単に言えば、あいつは『目を欺あざむく』能力なんだ。俺の能力が『透ける』だとすると、あいつのは『違うものを見せる』って感じかな」

「な……なんですかそれ……？」

「要するに可愛い猫だと思って家に連れて帰ったらでかい犬だった、みたいなもんだ」

「わ。キドたとえ話が可愛いね～」

　マリーちゃんがクスクス笑いだすと、キドさんが珍しく赤くなる。

「あ、いや、ふざけるな。ど、動物に興味はない……」

「つまり騙だまし絵みたいな能力ってことですか……？」

「まぁそんなもんだ。ただあいつの能力は規模が小さいからな。自分自身にしか反映できない」

「え？」

「デパートに来る時も、お前には見せてなかったがずっとキョロキョロと辺りを監視していたぞ。自転車の時もそうだしな」

「あ……」

　あの後ろ向きで歩いているように見えたとき、実は周りを確認しながら進んでいたのか。

　私たちに気を遣わせないように……？



「……それにしても……」

「あぁ……とりあえずこいつはアホだ……」



　画面に映るピースサインの男はこの上なく爽やかな笑顔で、それがかえってアホさを強調しているようだった。

　しかしカノさんのおかげでマリーちゃんも泣き止み、私もすっかり落ち着いた。

　この人は実はすごい人なのかもしれない。

　それにしても、後ろに映るこのバカ兄はホントに心配ばかりかける。

　たまに外出してこんな目にあったら、またさらに引き籠ってしまうんじゃないだろうか。



　そんなことを考えながら写真を見ていると、ふと一つのアイデアが浮かんだ。

　途端に閃ひらめいたアイデアが次々に新しいアイデアを生み出し、ぼんやりと「作戦」が思い浮かぶ。

「あ……あ……!!」

「ん？　なんだ？　どうした？」

「団長さんが『目を隠す』、そして私が……」

「はぁ？　何言ってるんだお前？」

　そう言われると自分で言っておいてなんだがやけに恥ずかしくなってきた。

　しかし今思いついた作戦は、この状況を打破する唯一の術になるかもしれない。

「団長さん。もしかしたらですけど、倒せるかもしれません……この人たち」

「……どういうことだ？」

「えぇっとですね……うぅん口で言うのが難しいな……ちょっと文字にしながら考えたいので、携帯使ってもいいですか？」

「ん？　構わないが……」

「つまりですね……」

　先ほどキドさんから受け取った携帯で文章を打っていると、店内のスピーカーから男の声が流れ始めた。この声の主がテロリストのリーダーなのだろうか。

「身代金十億か……犯人のほうも随分アホだな」

「なんか十億って頭悪いっぽいですよね。なんか『子供の想像する大金』みたいな」

　先ほど尋常じゃないアホを見てしまったせいか、テロリストたちまでアホっぽく感じてしまう。

「十億ってどれくらい？」

「お前が一日二本の造花を作って、一億日分の給料だ」

「……え？　どういうこと？」

「いや、お前はもういいから……」



　犯行声明もほどほどに聞きつつ、とにかく今は作戦を具現化せねば。

　カノさんのメールの返信画面を使ってポチポチと文字を打っていく。

「え、えぇと、ちょっと待ってくださいね……これがああで……」

「別にいいが……ホントになんとかなるのか？」

「はい、多分……あ、あれ……？　えーっと……」

　途中まで打っていて一番最後のことを忘れていた。

　これでは怪我人が大勢出てしまうかもしれない。それだけは避けなくては……。

「あ、やばい……やっぱダメ……？」

「な!?　どういうことだ？」

「ひぃ……ちょっと待ってくださいって……うぅん……」

「ねぇねぇ、何相談してるの……？」

　横で聞いていたマリーちゃんががヒョコッと顔を近づけてきた。

　そういえばキドさんと話してばかりで気がつかなかったが、マリーちゃんはもう随分と落ち着いているようだった。

「あ、ええとね……ちょっと作戦を立ててて……」

「え、作戦!?　かっこいいね……！」

「あ～マリー黙ってろ。お前が入ってもどうしようもない」

「む～……」

「あれ？　でも……私が『目を奪う』、マリーちゃんが『目を合わせる』だから──」

「え？　なにか言った……？　キサラギ？」

「……そうか！　……いけます！　これならいけます！　できました!!」

　ようやく打ち終わった携帯の画面をキドさんに見せると、マリーちゃんも一緒になって覗き込んだ。



「ふんふん……ってはぁ!?　なんだこの途中で出てくるやつは!!」

「あ、その子は知り合いの子なんですけど……ええと書いてある通りで……」

「そんなもんがホントに……？」

「だ、大丈夫な……はず、です……きっと。と、とりあえずカノさんにそれを確認してもらいたくて！」

「わ……最後に私の名前もある……！」

「とりあえずこのままメール送ってもいいですか……!?」

「……そいつが本当にそこにいるなら……確かに……」

「え……？」

　キドさんは小声で何か呟いていたかと思うと、顔を上げてこちらを向いた。

「──いや、確かにそいつがいると仮定すれば、いい作戦だ。現在俺たちにできる唯一の対抗策かもしれない。……やるな、新入り」

「……はい！　ありがとうございます！　お、送りますね……！」



　とても嬉しかった。

　今まで褒められた中で、一番嬉しかったかもしれない。

　メカクシ団に入って本当によかった。



「ねぇねぇ……全然わかんないけど……」

「あ、マリーちゃんは……えぇと……わ、私が合図するから！　だからそれまで一緒にいて？　ね？」

「……？　うん！　わかった！　私、頑張る！」

　マリーちゃんは両手を握りしめ、小さくガッツポーズのようにしてみせた。

　この作戦では私とマリーちゃんの息が合わないとどうしようもないが、それはぶっつけ本番でどうにかするしかなかった。

　不安は残るが、うまくいく。……うまくいかせるしかないんだ！



　持っていたキドさんの携帯にメールが届いた。

　送ってから少ししか時間が経っていなかったが……それは案の定カノさんからだった。

「件名：‥面白い！

　本文：‥キサラギちゃんの作戦、面白いね！　キサラギちゃん言ってた子も多分いるよ！　さっきから喋り声が聞こえて来るけど、けなげな良い子じゃない！　とりあえず確認してみるけどバレないように近くまで来れる？　あとまた記念撮影しました、暇なので──」

　ここまで本文を読むと、添付画像を開くこともなく「このメールを削除しますか？」の問いにノータイムで「はい」と答える。



「ええと、大丈夫みたいです！」

「あぁ、そうか」

　キドさんにはカノさんのアホさ加減が伝わっているようだった。

「バレないように近くまでって、大丈夫ですか？」

「人にぶつからない限り問題はない。ただくれぐれも油断するなよ、相手は銃を持っているからな」

「はい！」

　いよいよ作戦開始だ。三人で固まって大きな通路へと出る。

　フロアの奥を見ると、壁の前に人質が集められていた。



「こうやって見るとほんとに人質ですね……なんか初めて実感湧きました」

「俺もだ。おいマリー、あんま離れるなよ？」

「うん！」



　マリーちゃんは人ごみにはあれほど怯えていたのに、銃を持ったテロリストたちの前では、いつもと変わらない様子だった。彼女もある意味すごい逸材なのかもしれない。

　かく言う私も緊張はするものの、不思議とテロリストを目の前にしているという恐怖はそれほど感じていなかった。



　通路の端に沿ってギリギリのところまで進むと、死角で見えなかったところにカノさんと兄が座っているのが見えた。



「……あのアホはなんであんなにやけてるんだ。少しは隠せ馬鹿……」

「……やっぱりお兄ちゃんなんか真剣な顔してますね……。あの人超ビビリなんで、あれだけ確信持った顔してるってことは、多分私と考えてること同じだと思います」

「兄妹だから似るってのもあるのかもな……ってマリー……お前何やってんだ」

「え、なんかこれかっこよかったから……」



　マリーちゃんはどこから持ってきたのか、電気アンマを手にしていた。

　表情から察するに、何か武器的なものを持っているつもりなんだろうか。



「……まぁいいが……後で戻しておけよ……」

「うん！　後で戻す」

「あはは……じゃあとりあえずそこの通路から奥に回り込みましょう」



　大きい通路から細い通路へと抜けると、シャッターの前に主犯と思われる無精髭の男が座っていた。暇そうに携帯をいじる姿からは、万事すべて思い通りという余裕すら感じる。



「多分首謀者はあいつですよね？　すごい悪そうな顔……」

「あいつだな確実に。性根が腐ってそうな顔をしてる」

「こ、怖い顔……」

　まさかこんなところで自分のルックスが貶けなされているとは思ってもいないだろう。

　しかし目の前にいるのは極悪な犯罪者だ。

　その無精髭すらも、男の凶暴さを表現しているかのように見えてくる。

「あ、カノがいる……」

「お前、今気づいたのか……？」

「うん。だってさっきこれ取りに行ってたから……って、え？　あれ……？　うわぁ!!」

「あ、ちょ……！」



　マリーちゃんが電気アンマを持ち上げようとすると、本体からずるずると引き摺ずっていたコードが彼女の足に絡まった。そしてそのまま見事に転倒すると、電気アンマは無精髭目掛けて飛んでいく。



「「うわあああああああああ!!」」



　キドさんと盛大に悲鳴がハモる。なんとか手を伸ばすも電気アンマは思い切り無精髭の後頭部に直撃してしまった。

　堪らず無精髭は苦痛に顔を歪めた。それと同時にキドさんが滑り込み、床に落ちる直前の電気アンマをキャッチ。三人は急いで細い通路に逃げ込んだ。



「お前はアホなのか!?　死にたいのか!?」

「ひ……ご、ごめんなさい～……」

「あ～今私、完全に死ぬかと思いました……走そう馬ま灯とうってあるんですね……」

　通路に座り込むと、先ほどの無精髭が大暴れしている声と部下の悲鳴が聞こえてきた。

　ああ、ホントにすみません部下さん……でもまぁ悪いことした天罰ってことで……。



　それから少しすると、預かっていたキドさんの携帯にカノさんからのメールが届く。

『件名：‥大丈夫みたいだよ～

　本文：‥なんかお兄さん隙さえできれば勝算一〇〇％って言ってる！　いやぁなんか面白くなってきたね！　それにしてもさっきの……最高（笑）』

　通路から顔を出して人質たちのほうを見ると、何やら機会を窺うかがうように真剣な顔をしている兄の後ろで、カノさんがニヤリと笑っているのが見えた。

　メールの続きにはこう書いてあった。



「というかもうそろそろ飽きてきたから早く帰りたいです。あ、お兄さんには次に髭の人が放送し始めたらって伝えてあるよ～」



「やっぱり大丈夫みたいです。このままさっきの作戦で行きましょう！」

「よし、じゃあ……行くか……！」

「そうですね……なんかもうあの髭のヤツ、見たくないです……！」

「あ、あの人に謝らなくても大丈夫かな……」

「お前はもういいって言うまで俺から離れるな」

「え、うん？　わかった！」

　マリーちゃんは先ほどと同様に、キドさんのパーカーの裾を握った。

「じゃあ行くか……」

「ですね……ってあれ!?　放送始めようとしてません!?」

　再び大きな通路に出たところで、二度目の放送が始まった。

「な……!?　早すぎだろ……！　おい！　マリー！　急ぐぞ」

「え？　え？　なに？　──うわぁ！」

　私がまず先を進み、キドさんはマリーちゃんを半分引き摺るような形でテレビコーナーへと向かう。

　大きな通路を突っ切って、無精髭たちがいたほうとは人質を挟んで反対側にたどり着く。

　右側の壁には、大型テレビが何十台も展示されているのが見えた。



「よし……！　まにあっ……」

　しかし次の瞬間目に飛び込んできたのは、先ほど大暴れしていた無精髭に、髪を掴まれ吊り上げられる兄の姿だった。

「お、お兄……」

「おい！　だからお前が行ってどうする!?　さっきの作戦、タイミングがわかるのはお前しかいないんだぞ!?」

「……ッ!!」

　確かにそうだ。でも目の前で兄が……!!

「……キ、キサラギ！」

「えっ……？」

　不意にマリーちゃんが私の手を握った。

「よくわからないけど……大丈夫！」

　マリーちゃんはさらに強く手を握り、私の目を見て続けた。



「……きっと上う手まくいく!!」



　その言葉をきっかけに、私の世界からすべての音が消えた。

　目の奥が熱い。全神経が視覚にだけ集中している感覚。

　今なら、すべての人の『目』がどこに向いているか、手に取るようにわかる。



「……うん！」



　ゆっくり息を吸い、集中する。

　フロアにいるテロリストの人数は九人。この場所ならどこにいるかもよくわかった。

「団長さん！　左から三番目の42インチのテレビです！　まずはあれにします！」

「わかった。おいマリー行くぞ」

「う、うん……！」



　私の指定したテレビの下に三人で並び、そこに手をかける。

　あとはタイミング。

　人の『目』が集まる瞬間は、誰よりも私がわかる。



「……ろよ……」



　……まだ待って……まだ……！



「お前みたいなクソ野郎こそ、一生牢屋に引き籠ってろよ！」



　頼りない兄のくせに、随分とかっこいいところを持っていくな。



　フロアにその声が響いた瞬間、全員の視線が集中した。

　その『目』を、今からひとつ残らずすべて『奪う』！

「今です！　お願いします！」



　勢い良くテレビを床に叩きつける。

　その瞬間すべての視線が粉砕したテレビに集まった。

　テレビに注目する全員が同時に息を吸ったその瞬間、さらにその下のスピーカーを倒す。



「次はどこだ!?」

「次は……！　あれです！　あの棚！」

「……それは注目云うん々ぬんより、恨み籠ってるだろ」

「あはは……ちょっとばかり」

　無精髭の男が拳銃を片手に近づいて来る。

「そこに誰か──!?」

「せぇのっ！」

　掛け声と共に商品陳列棚を思い切り蹴り倒す。

「うおおお!?」

　棚は中身を撒まき散らしながら、その重さで無精髭の男を押しつぶした。

「あとは……！」

　倒れた棚の向こうを見ると、そこには立ち上がり駆け出した兄の姿があった。

　こちらに気づくこともなく、覚悟を決めた表情で私の横を通り過ぎていく。

「──後はよろしくね。エネちゃん」

　なんとなく呟いてみた。

　もちろん返事などはある筈もないし、期待もしていなかった。



　兄があの子を呼ぶ声が聞こえ、電影が駆け抜けて行く。

　これで終わりだ、そう思った瞬間……。



　──一発の銃声が聞こえた。



「……ッ!?」



　振り向くと、パソコンの前に倒れる兄の姿があった。



「……え……？」

「クソッ……！　アイツらやりやがった……！」



　ゴゥンというモーター音が鳴り、同時にシャッターがガラガラと上がり始める。



「……お兄ちゃん!!」

　俯せに倒れたまま、兄は全く立ち上がらない。

　カノさんが兄の近くへと駆け寄って行く。

「ほらキサラギちゃん！　シャッターがもう開いちゃうよ！　早く！」

「──ッ!!」

　シャッターが二十センチほど開くと、突入しようとする警官隊の足先が見て取れた。

　それを見たキドさんも慌てて声を上げる。

　フロアのざわつきは最高潮に達していた。

　テロリストの数名はシャッターを指差し、混乱した様子で何か大声を発している。



　このままシャッターが開ききり、警官隊とテロリストたちが正面から銃撃戦でも始めてしまえば、多くの怪我人が出てしまうかもしれない。



「キサラギ──！」

「わかってます……！」



　一刻も早く兄を救うため、やりきるしかない……！



「マリーちゃん！」

「うん！」

「……いくぞ！」



　私がコクリと頷くと、キドさんは私に対して掛けていた能力を解除した。



　その瞬間、テロリストも含む、この場にいたすべての人間の『目』が意味もなく、理由や嗜好も一切なく、ただひたすらに私に集まってくるのを感じる。



「……キサラギ、如月桃です。年は十六歳。──アイドルをやっています！」



　──静寂。



　その一瞬で、すべての『目を奪う』。



「あとはお願い！　……マリーちゃん!!」



　私の目の前にマリーちゃんが歩み出てくる。

　それは、私と、すべての視線とを遮るような位置だった。



　マリーちゃんは、私たちを除く、ここにいる「すべて」の人間と『目を合わせる』と、髪を蠢かせ、赤い、赤い目をしてこう言った。



「ごめんね」



　──それはまるで、時を止める魔法の言葉のように聞こえた。





「突入──！　……ッ!?」



　ガラガラとシャッターの開く音と足音が聞こえる。

　どうやら警官隊が入ってきたようだ。

　しかしその場にいる人質はもちろん、テロリストも一切なんの抵抗もしないどころか、ただ一箇所を見つめたまま固まってしまっていた。



　その目線の先には誰もいなかった。

　正確には、その姿を認識することが、誰にもできなくなっていた。



「メカクシ完了……だな」



　キドさんは安心したのか、ひどく湿っぽいため息をついた。

　目の色は赤くなっており、その疲労が顔に表れていた。



「……ッ！　お兄ちゃん！」

　倒れ込んでいた兄の近くに駆け寄る。

「……カノさん!!　お兄ちゃんは!?」

　兄を看ていてくれていたカノさんが、いつにない深刻な表情をしている。

「……残念だけど……」

　嘘だ……！　そんなっ……!!

「──残念だけど、この人ちょっと掠っただけで気絶しちゃってるみたいだよ？」

　兄は苦しそうな表情で、「もう勘弁してくださいぃ……出来心だったんですぅ……」とうわごとを呟いていた。



　……もうやだ、せっかくかっこいいと思ったのに、前言撤回。

　──やはりバカ兄はバカ兄だ。



　警官隊は非常に的確にテロリストたちを拘束するも、全員ピクリとも動かないことに驚きを隠せない様子だった。ましてや人質たちも全員固まっているのだ、無理はないだろう。

「おい大丈夫か！　おい！　おい!?」

「と、とにかく犯行グループは拘束しろ！　おい棚の下にも一人いるぞ！　確保しろ」

　警官隊がバタバタと忙せわしそうに駆け回る中、キドさん、カノさんと共に作戦完了を小さく祝福しあう。

「にしてもよくこんなこと思いついたね。マリーの目に全員の目線を注目させるとか」

「いや、お兄ちゃんがシャッターを開けてくれるとは思ってたんですけど、銃撃戦とかになったらまずいよなぁって。それで、どうしたらみんなの動きを止められるだろうって考えた時、ちょうどカノさんが石みたいになってたのを思い出して……」

「ふん、アホもアホなりに役に立つもんだな」

「え、なにそれひどい！　あ、そうだキド、写真見た？　写真」

「消した」



　とりあえずはこれで一安心だ。警官隊も拘束を終えたようだが、今度は全員固まっていることに対して大騒ぎをしている最中だった。



「一件落着……ですかね？」

「だな……お前のおかげだよ。よくやった」

「え？　いやぁ……えへへ……あれ、そういえばマリーちゃ……」

　ふとマリーちゃんが近くにいないことに気がつき辺りを見回すと、とんでもない状況が目に飛び込んできた。



　電気アンマを持ったマリーちゃんが、警官隊の一人に質問攻めにあっていたのだ。



「「うわああああああああ!!」」

　キドさんと共に再び悲鳴を上げる。

「あ、あの馬鹿……！　あれを返しに行こうとしたんだ！」

「うわわわ……ど、どうします!?　これ相当まずいですよね!?」

「ぷっくく……ああ、あれが例の無精髭をぶっ叩いた電気アンマ！　でもなんであんなもの……なんかのギャグ!?　ひぃ……お腹痛、痛い！」

「お前は少し黙ってろ!!　くそっ……どうする……」

　カノさんがキドさんに殴られて床に倒れ込む。



　そうこうしているうちに、マリーちゃんのまわりには続々と警官隊が集まってきた。

　今にも泣き出しそうなマリーちゃんは、警官隊に必死に何かを訴えている。

「だ、団長さん……マリーちゃんこっち指差してません……？」

「お、おいばかよせ……」

「う、うわぁ!!　こっちに来ます!!　ちょ……カノさん邪魔!!　早く立って!!」

「キドに……みぞおち……殴られた……」

「おま……早く立て！　ってあああ……」



　キドさんが情けない声を上げた次の瞬間、近づいてきた警官隊の一人がカノさんにつまずいて転んだ。それと同時に警官は「うわあああ！」と声を上げて尻もちをつく。



「に……」「に……」

「逃げるぞ!!」「逃げましょう!!」



　キドさんと同時に駆け出し、とりあえず私はマリーちゃんのところへと向かう。

　警官隊の間から手を引っ張ると、マリーちゃんは私に気づき、安堵の表情を浮かべた。

　取り残される形になった警官隊からは「どこにいくんだ!?　ちょっと待ちなさい!!」と声が上がるが、気にせずに走る。

　しかしどうしたら……!!



　考えていた次の瞬間、フロア全体から一気にざわめきが聞こえだした。マリーちゃんの石化がついに解けたのだ。警官たちの視線が一瞬そちらに向く。キドさんはその瞬間を見逃さなかった。



　私たちは再び見えなくなったのだろう。

　視線をこちらに戻した警官隊からは「き……消えた!?」と動揺の声が上がっている。



「おいキサラギ！　もうここにいるのはまずい！　早く出るぞ！」

「は、はい!!　あ……でも……！」

「……おいカノ!!　キサラギの兄貴さんを担いでいけ！」

「えぇ？　なにそれめんどくさ……くもないですね、すごい担ぎたい体してる。うん」

「カノさんそれはキモいです……」



　握りしめられたキドさんの拳こぶしのおかげで、カノさんが兄を担ぐことになった。

　カノさんの肩に乗せられた兄の口からは、「ひぃ……もう勘弁してくださいぃ……」と耳を塞ぎたくなるような寝言が終始漏れていた。



「あ！　そうだ！　……エネちゃん！　いる？」

　ＰＣに繋つながっていた携帯を引き抜き、喋りかけると活発な女の子の声が聞こえてきた。

「おお!?　その声は妹さん!!　あれ!?　お買い物ですか!?　ご主人はどうなりました!?」

「え、ええと……とりあえず後で！　とりあえず一緒に来てくれる？」

「それはもう全然大丈夫ですよ!!　遊園地ですか？」

「い、いや……違うけど……？」

「おい！　もう出るぞ！」

「は、はい!!」



　バタバタとフロアを後にし階段を目指す。

　あぁ、本当に今日はここに何をしに来たのだろう……機種変更もカップの購入も何一つ達成できていないじゃないか。



　……しかしまぁ、一つ達成できたとしたら……。

　マリーちゃんの顔を見ると、すでに息が上がり始めていた。

「ねぇ、マリーちゃん」

「な、なぁに……キサ……モモちゃん！」

「──！　今日……わたしね、すっごく楽しい！」



　それを聞いたマリーちゃんは一瞬キョトンとしたが、すぐ笑顔になり「私も」と呟いた。



「……ありがと！」

「──妹さん妹さん!!」



　ポケットに入れていた携帯から、エネちゃんの声が聞こえた。



「ん？　なぁにエネちゃん」

「あれですか……？　これが噂の「百合」ってやつですか……？　ねぇ妹さッ──」

　携帯の電源を切ってポケットの奥深くに入れた。

「ゆ……百合の花がどうかした？　すっごい綺麗だよ──」

「な、なんでもない！　マリーちゃんは気にしないでいいから！」

「……？」

　走ったことによるものとはまた別の汗が流れる。

　エネちゃんのこういうデリカシーのない部分は、なんだかんだいってお兄ちゃんと波長が合っているのかもしれない。

「よし、このまま降りるぞ！」

　階段に辿り着いたところで背後から盛大なため息が聞こえた。

「ええっと……僕ほんとにお兄さんを担いだままこの階段降りるの？　七階……!?」

「階段を降りたら次は外だぞ」

　キドさんの言葉に、さすがのカノさんも絶望的な表情になった。

「うええ……」

「カノさんホントにうちのバカ兄がすみません……ゆ、ゆっくり行きま──」

「本当にいたんだって！　桃ちゃん本人だよ！　絶対そうだって!!」

　少しゆっくり行くことを提案しようとした矢や先さき、人質だった人たちの中からそんな声が聞こえ、一同は顔を見合わせる。

「まだきっと近くにいるって！　彼女が助けてくれたんだって!!」

　警察が抑止しようとする声も無視され、ざわめきは徐々に大きくなっていく。

「ゆっくりもしてられない……みたい？」

「す、すみません……ええっと……」

「はぁ……本当に今日はなんて日だ……」

「も、もう無理……」



　窓から差し込む太陽は、相あいも変かわらず強烈な光を放っている。

　外はきっとまだ咽返るように暑いのだろう。

　馬鹿みたいに蝉は鳴き喚き、カゲロウも立ち揺らめいているに違いない。



　私は少しの鬱うつ陶とうしさを感じたが、それでも以前の「それ」とは大きく違っていた。



　８月14日、こんな今日という日のことを、

　──私は決して、忘れないだろう。



    

  
    
      　エピローグ




　８月15日。長い長い一日が終わろうとしていた。

　まさか本当に遊園地で一日遊ぶことになるとは……。

　エネはともかく、妹とその友達たちまでついてくるとは完全な予想外だった。

　一体どこでなにを間違ったのだろう……。



　　　　＊



　遡って今日の朝。

　あんな大事件を経験したとは思えないほどの爽やか、かつ不可思議な目覚め。

　まだ「病院のベッドの上で目が覚めた」というのなら話はわかる。

　しかし、目覚めたそこはメデューサやら透明人間（？）やらがいる謎の組織のアジトの一室で、オレはいつのまにかその団体に命を救われており、さらにその団体にはいつのまにか妹が所属していた。

　……何を言っているのかわからないと思うが、安心してほしい。

　正直オレが一番わからない。

　妹から聞いた事件の一部始終は随分と突飛で、相当量の質疑応答を繰り返しはしたが、結局よくわからなかった。

　ただ、妹の友人だというそいつらは、話してみると意外にもいいやつらだった。

　いや、もしかすると普段あのとてつもない性格をしたソフトとしか話をしていないので、過大評価をしてしまっているのかもしれない。



　しかし少なくとも、キドというやつはなかなかに常識人だ。

　作ってくれた朝飯も美う味まく、家庭的な一面もある。

　……やたらと目つきが悪いということだけを除けば、オレも含めてこの中で一番まともな人間かもしれない。



　確実に怪しい団体だったが、妹の『目』の悩みについて、相談に乗ってくれているということらしい。それに少なくとも妹が他人のことを『友達だ』と紹介したのは初めてで、オレ自身もすぐに打ちとけた。

　それよりもやっかいなのはエネだ。

　アイツが妹と繋がっていたとは……。

　まさかあの秘蔵画像データは送ってないよな……？

　あぁ……送ってそうだ……怖い……勘弁してくれ……兄としての威い厳げんが……。

　性癖の露呈だけが未いまだに心配で、遊園地でも結局そのことしか考えられず、ぶっちゃけた話、遊んだことに対してもあまり記憶がない。



　ただただエネの言うままに、いろいろな乗り物に乗っていただけ。

　だがたまにはこういうのも悪くはないのかもしれない。

　こういう感覚は久しぶりだった。



　　　　＊



　遊園地を出てから、もうしばらく歩いていた。

　それにしてもオレが背負っているこの子は、一体どのように引き籠っていたのだろう。

　まさかオレよりも体力のない奴がいるとは……。

「すまんな。まったくこいつときたら、自分で盛り上がっといて倒れるとは……」

「いやいやシンタロー君いいじゃない！　女の子おんぶできるなんてもう一生ない経験かもよ!?」

「ホント、お兄ちゃんヘタレだし二次オタだから、もう一生こんな経験ないかもね。それにしてもエネちゃん、遊園地楽しかったね～！」

「いやぁ！　すごい楽しかったです!!　ご主人がゲロを吐くあたりが特に最高でした！　帰ったら皆さんに写真送ります!!」

「おお！　エネちゃん良いセンスしてるね～！　じゃあ僕はマリーの秘蔵写真と交換ってことで……」

「おおお！　吊り目さんなかなかやりますね……！　良いでしょう！」

「や……やめて……見せないで……」

「おい、なんだマリー起きてるなら自分で歩け。シンタローも疲れてるんだぞ」

「も……もうちょっとだけ……」

「あはは……って、あれ……？」

「ん？」

「……事故か？」

　大通りから一本入った道を歩いていると、ちょうど小さな公園の前のあたりに、人だかりができているのが目に入った。

　ちょうど救急車が着いたところのようで、担たん架かを運ぶ救急隊員が慌ただしくその人だかりを掻かき分けていく。



　人と人の間から、その中心にいるオレと同じ年くらいの青年の姿が見える。

　地面に手をつく形で、寝転がっている少年の顔を心配そうに見つめていた。

　倒れている少年は正確なところはわからないが、10歳くらいだろうか……？



「……若いな」

「ん。怪我かな……？」



　キドとカノがそう呟いた。

　少年は、目立った外傷は見当たらないが、ぐったりと意識を失っているようだ。

　だが、オレたちにはどうすることもできない。

　注視することなく前を通り過ぎようとした時、エネの異変に気がついた。



「……！」

「……エネちゃん？　どうしたの？」

「……コノハ……？」

「え……？　何て言った？　エネ？」

　少年は救急車へと運ばれ、青年も付き添いとしてそこへ乗り込んだ。

　救急車はサイレンを再び鳴らしながら、その場を離れて行く。

「……妹さん！　今の人、追いかけてもらえますか!?」

「え、えぇ!?　なんで!?」

「いいから早く!!　お願いです……！」

「お、お兄ちゃん……!?」

「どうしたんだエネ。なにかあったのか？」

「……なんで、なんであいつが……？」



　８月15日の午後５時、街中に、『パンザマスト』が鳴り響く……。



    

  
    
      　──そして、オレたちの永い永い「一日」は、ここから、ようやく始まるのだった。



    

  
    
      
　～あとがき『目を覆いたくなるような話』～




　じんと申します。

『カゲロウデイズ-in a daze-』いかがだったでしょうか？



　今回、僕のファーストアルバム『メカクシティデイズ』とリンクした小説を書くということで、アルバムの中から四曲の物語をモチーフに小説にさせていただきました。

　今後の小説ではこれら以外の楽曲の物語も書いて行く予定です。

　ですが、この小説が大コケすると次回作は「女の子たちの日常を淡々と描くちょっとＨな学園ラブコメディ」を書くことになるかもしれません。

　……それはそれで素敵かもしれませんね。



　そうそう、登場キャラクターの名前もこの小説から公開になったのですが、登場キャラに花の名前をつけたりと、なかなかにオシャレなネーミングができたかと思っています。



　そんな中で薔ば薇らの一種に「チンチン」という名前の薔薇があるのを知りました。

　オシャレな名前ですよね。

　イタリア語では「チンチン」は「乾杯」という意味らしいですよ？

　グラスを鳴らす音なんですね、きっと。



　というわけで小説執筆ですがなかなかに大変でした。

　死ぬかと思いました。

　アルバム制作と小説執筆の同時進行の中、ライブなんかもやったりしまして、チンチンを愛めでる暇もないほどの過密スケジュールでした。



　なのでこのあとがきは、それらの呪縛から解き放たれたかのように、チンチンを愛でながら書いています。

　チンチンを愛ですぎて、ここまで書くのに二時間近くかかってしまいました。

　遅筆でスイマセン。



　あ、もちろん、薔薇のことですよ？

　余談ですが、インターネットの薔薇図鑑などでチンチンの項目を見ると「微香」と書いてあります。控えめな感じがまた上品ですね。



　あ、チンチンで思い出したんですが、ナイジェリアに「チンチン」という名前のお菓子があるんですよ。クッキーみたいなものらしいです。

　これもまたオシャレな名前ですよね。

　食べ物に付けちゃうあたりがすごいですよね。



　ナイジェリアでは「チンチン（薔薇）を眺めながらチンチン（お菓子）を頬張る昼下がり……」なんていう、とてもオシャレなシチュエーションが出来上がるわけですね……。



　……あ！　もうページがない！

　ということで上品なあとがきになってしまいましたがまた次巻、機会があればあとがきのページでお会いしましょう。機会があれば……！

　それでは、これからもぜひとも応援よろしくお願いいたします。

じん（自然の敵Ｐ）



    

  
    
      KCG文庫
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